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▲議会風景
ｷ • 

公
社
事
業
・
決
算
報
告

主
な
業
務
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
公

園
建
設
事
業
（
南
大
島
・
新
里
地
内
）

及
び
県
企
業
局
の
委
託
を
受
け
、
明
和

工
業
団
地
造
成
事
業
（
大
輪
地
内
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入
：
·
▼
あ
っ
せ
ん
等
事
業
収
益
二

八
二
万
八
、
三
六

0
円
▼
受
取
利
息

一
、
二
九
0
万
六
、
二
三
五
円

0
支
出
：
・
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
二

平
成
三
年
度
村
土
地
開
発

報

告

任
期
満
了

(
9
月
3
0
日
）
に
伴
う
‘

村
教
育
委
員
会
委
員
に
、
瀬
下
芳
夫
さ

ん

(
6
8歳・
新
里
）
と
始
澤
重
信
さ
ん

(
6
0歳・
梅
原
）
を
再
び
任
命
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

四
億
一
、0
五
一
万
八
千
円
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
億
一
、
〇
五
一
万
八
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
三
九
億
三
、
一
六
七

般

会

教
育
委
員
に

第3回
村議会

定例会

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
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9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

―
二
九
万
五
、
六
七
九
円

｛
第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九
月
二

l
資
本
的
収
入
・
支
出
】

~
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
会
期
八
｛
圏
収
入
…
長
期
借
入
金
二
億
八
、

一
日
間
で
開
か
れ
、
平
成
三
年
度
一
般
会
~
0

万
円

~
計
を
は
じ
め
、
各
種
特
別
会
計
決
算
の

{
0支
出
…
公
有
地
取
得
事
業
費
二
億
二
、

｛
認
定
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
~
三
一
四
万
―
―
-
、
二
五
六
円

一
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
~

｛
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
~

゜

す

r

,

'
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瀬
下
芳
夫
・
始
澤
重
信
さ
ん

議

案

平
成
二
年
度
各
種
会
計

決
算
認
定
さ
れ
る

計 0
0
 

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

一
、
九0
-
―
万
七
千
円
補
正

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
地
方
交
付
税
：
·
二
、
九
六
五
万
円

（
七
億
三
、
〇
六
五
万
円
）
▼
使
用
料
及

び
手
数
料
…
一
五
万
三
千
円
（
二
、
ニ

六
六
万
一
千
円
）
▼
県
支
出
金
…
五
〇

三
万
一
千
円
（
七
、
七
八
三
万
九
千
円
）

▼
繰
越
金
…
二
億
二
、
五
0
八
万
四
千

円
（
二
億
七
、
九
七
五
万
七
千
円
）
▼

諸
収
入
…
一
0
万
円
（
二
億
一
、
九
五

七
万
九
千
円
）
▼
村
債
…
一
億
五
、
O

五
0
万
円
（
三
億
0
、
六
五
0
万
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
議
会
費
…
六
万
七
千
円
（
六
、
七

五
九
万
四
千
円
）
▼
総
務
費
：
・
三
、
四

0
二
万
七
千
円
（
五
億
三
、
〇
三
二
万

九
千
円
）
▼
民
生
費
…
六
五
万
七
千
円

（
四
億
九
、
七
九
七
万
七
千
円
）
▼
衛
生

費
…
三
三
三
万
七
千
円
（
一
億
七
、

O

七
0
万
二
千
円
）
▼
農
林
水
産
業
費
…

六
0
三
万
二
千
円
（
一
億
七
、
九
―
ニ
―

万
三
千
円
）
▼
商
工
費
…
七
五
万
四
千

円
（
四
、
一
五
五
万
円
）
▼
土
木
費
…

三
億
一
、
一
七
九
万
一
千
円
(
-
五
億

八
、
三
六
七
万
三
千
円
）
▼
消
防
費
：
·

六
0
万
円
減
額
（
一
億
四
、
二
九
四
万

円
）
▼
教
育
費
：
六
四
五
万
三
千
円
（
四

億
九
、
0
0
九
万
八
千
円
）
▼
諸
支
出

金
：
四
、
八

0
0
万
円
（
五
、
二
七
一

万
四
千
円
）

0

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更

0

平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

平
成
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

0

平
成
三
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定

0

平
成
三
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

0

平
成
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

0

平
成
三
年
度
水
道
事
業
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定

0

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

れ
ぞ
れ
、
九

0
二
万
七
千
円
を
追
加

し
総
額
を
五
億
一
、
三
八
六
万
六
千
円

に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
国
民
健
康
保
険
税
：
·
一
、
七
八
五

万
円
（
二
億
五
、
八
四
六
万
九
千
円
）

▼
療
養
給
付
費
交
付
金
…
六
五
万
円
（
四
、

五
一
五
万
円
）
▼
繰
越
金
：
·
五
二
万
七

千
円
（
二
、
〇
六
六
万
円
）

【
歳
出
】

▼
保
険
給
付
費
：
·
一
、
八
五
0
万
円

（
三
億
七
、
七
三
六
万
二
千
円
）

▼
諸
支
出
金
…
五
二
万
七
千
円
（
五

三
万
四
千
円
）

上
程
議
案

平成 4 年10 月 10 1::1 (2) 



ふるさと公園

平成7年度完成をめざして
ふるさと公iぷ1 （仮祢）枯、似 I•’’’’9.I―111i 1 文i

▲ふるさと公園（仮称）基本計画鳥諏図

約

一
十
億
円

事
業
費
は

疇着工となる

99999999999999999999999999999,','’,',',',',',','’,

J 

~
昭
和
六
十
三
年
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
｛

羹
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
村
民
の
み
~

元
6
さ
ま
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
｛

：
と
こ
ろ
一
九
八
件
が
集
ま
り
、
平
成
二
｛

年
二
月
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
推
進
委
｛

昌
〈
会
で
ふ
る
さ
と
公
園
を
建
設
す
る
こ
~

：
と
か
決
ま
り
、
更
に
同
年
十
一
月
、
公
｛

E園
建
設
予
定
地
が
決
定
と
な
り
、
以
後
、
~

地
権
者
四
十
八
人
の
ご
協
力
に
よ
り
村
｝

で
は
、
平
成
四
•
五
•
六
・
七
年
度
の
｛

四
ヵ
年
事
業
計
画
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
｛

入
ム
園
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
~

~
こ
こ
に
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
~

r
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
 

ふ
る
さ
と
公
園

建
設
事
業
の
概
要

ふ
る
さ
と
公
園
の
総
面
積
は
、
約
―
二

・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
A
ゾ
ー
ン
（
や

す
ら
ぎ
と
文
化
の
ゾ
ー
ン
）
は
約
一
へ

ク
タ
ー
ル
、

B

ゾ
ー
ン
（
ふ
れ
あ
い
と

ス
ポ
ー
ツ
の
ゾ
ー
ン
）
は
約
―
•
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
C

ゾ
ー
ン
（
温
水
。
フ
ー
ル

の
ゾ
ー
ン
）
は
約
―
•
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
建
設
す
る

計
画
で
す
。

平
成
四
年
度
で
は
、
B

ゾ
ー
ン
の
多

目
的
広
場
建
設
が
着
工
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
計
画
と
し

て
平
成
五
年
度
で
、
C

ゾ
ー

ン
の
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
、
平
成

六
年
度
で
、
A
ゾ
ー
ン
の
学

習
・
研
修
施
設
（
図
書
館
、

そ
の
他
）
、
平
成
七
年
度
で
、

A
ゾ
ー
ン
の
修
景
施
設
（
噴

水
、
カ
ス
ケ
ー
ド
等
）
の
建

設
を
進
め
る
予
定
で
す
。

四
年
計
画
で
実
施
さ
れ
ま

す
、
ふ
る
さ
と
公
園
建
設
事

業
費
は
約
二
十
億
円
で
す
。

財
源
の
内
訳
と
し
て
、
村

費
（
一
般
財
源
）
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
、
国
県
支
出
金
、

地
方
債
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
事
業

歳
入
四
億
一
、
〇
七

0
万
三
千
円

歳
出
四
億
〇
、
四
四
二
万
円

差
引
き
六
二
八
万
三
千
円

歳
出
の
九
六
・
六
％
を
占
め
る
医
療

費
は
、
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
、
老

人
人
口
の
増
加
や
入
院
医
療
費
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
と
比
較
し
て
一
、
六
五

七
万
五
千
円
（
四
•
四
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
五
億
三
、
九
七
二
万
四
千
円

歳
出
四
億
二
、
五
二
四
万
八
千
円

差
引
き
一
億
一
、
四
四
七
万
六
千
円

歳
出
の
大
部
分
を
占
め
る
医
療
費
の

伸
び
は
、
前
期
（
四
ー
九
月
）
が
前
年

比
三
・
五
％
と
上
回
り
、
後
期

(
+
1

三
月
）
に
入
っ
て
か
ら
も
、
前
年
比
一

ニ
・
三
％
と
大
き
く
伸
び
、
年
間
で
の

伸
び
が
前
年
比
七
・
八
％
と
な
り
、
年

を
追
っ
て
高
齢
化
社
会
が
進
み
保
険
給

付
支
出
の
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
歳

入
で
は
、
譲
渡
所
得
及
び
固
定
資
産
評

価
換
え
な
ど
の
特
別
事
由
に
よ
る
税
収

増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

医
療
費
の
伸
び
は
前
年
度
よ
り
も
伸

び
ま
し
た
が
、
幸
い
に
し
て
一
億
一
、

四
四
七
万
六
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
保
財
政

は
年
々
老
人
保
健
の
拠
出
金
が
増
加
し

〖
特
別
会
計
…
三
年
度
決
算

て
い
る
た
め
に
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
予
防
医
療
の

充
実
強
化
を
推
進
し
医
療
費
適
正
化
に

努
め
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
収
益
的
収
支

収
入
一
億
一
、
六
六
六
万
五
千
円
（
税
込
）

支
出
一
億
0
‘
二
0
二
万
二
千
円
（
税
込
）

純
利
益
一
、
四
六
四
万
三
千
円
（
税
込
）

一
億
一
、
六
六
六
万
五
千
円
（
水
道
料

金
な
ど
）
の
収
入
に
対
し
て
一
億

0
、

二
0
二
万
二
千
円
（
電
気
料
な
ど
）
の

支
出
で
純
利
益
は
一
、
四
六
四
万
―
―
一
千

円
で
し
た
。

圏
資
本
的
収
支

収
入
ニ
―
五
万
円
（
税
込
）

支
出
一
、
六
二
五
万
二
千
円
（
税
込
）

差
引
き
△
一
、
四
一
0
万
二
千
円
（
税
込
）

―
―
―
五
万
円
（
他
会
計
負
担
金
）
の

収
入
に
対
し
て
一
、
六
二
五
万
二
千
円

の
支
出
で
差
引
き
不
足
す
る
額
一
、
四

1
0
万
二
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
九
三
六
万
二
千
円
、
減
債

積
立
金
四
四
五
万
一
千
円
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
二
八
万
九

千
円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
第
一
、
第
二
、

第
三
浄
水
場
改
修
工
事
、
上
江
黒
、
川

俣
地
内
の
配
水
管
工
事
及
び
消
火
栓
五

基
新
設
し
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

水
道
事
業

¥ 

(3) 平成 4 年10 月 10 日



村の収人
一般会計

利子割

村債 交付金

6,580万円 5,000万円

*2.0% *1.5% 
地方譲与税

1億0,699万円

*3.2% 
国膚支出金
1億1,699万円

*3.5% 財産収入

1億2,052万円
ヽ

*3.6% 県支出金

1億2,432万円

*3.7% 
繰越金・

1億4,251万円

*4.3% 

諸収入

2個0, 921 万円

*6.3% 

村税

14億4,264万円

*43.3% 

◎村有財産の状況
土 地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（小・中学校や村営住宅などの敷地）

建 物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26,494m'

（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

有価証券·

（電信電話債券）

基 金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20億2,164万5千円

（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金等）

出資金等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··494万5千円

（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

（平成 4 年 3 月 31 日現在）

••• •• 121, 103m' 

・・・・・・ 24万円

（単位千円）

◎
性
質
別
歳
出
内
わ
け

分担金及び

負担金

4,073万円

使用料及び

手数料

2,346万円

寄附金

815万円

交通安全対策

特別交付金

309万円

繰入金

187万円

*2.3% 

玄構成比

内 わ け 金 額 構成比（％）
人 件 費 715,574 23 8 

義務的経費
キ火 且力 費 32,889 1 1 

公 債 費 170,954 5 7 

計— 919,417 30.6 

物j f牛 費 429,208 14.3 

補助費等 297,936 9.9 

糸佳未与袢h 11多費 58,444 1 9 

その他の経費
貸 付— 金 3,791 0.1 

投資及び出資金 8,764 0 3 

柏 立 金 158,084 5 3 

＂，，·ツ"9に" , 出 金 28,975 1 0 

言t 985,202 32 8 

投資的経費 普通建設事業穀 1,098,997 36.6 

歳 出 総 額 3,003,616 100.0 

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
三
年
度

平
成
三
年
度
国
の
予
算
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
以
来
続
い
て
い
る
経
常
経
費
の
伸
び
率
を
前
年
度
比
十
％
削
滅
、
投
資
的
経
費
を
前

年
度
並
に
す
る
な
ど
行
財
政
改
革
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
予
算
編
成
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
平
成
二
年
度

末
の
公
債
残
高
は
一
六
四
兆
円
程
度
に
も
達
し
、
そ
の
利
払
い
等
に
要
す
る
経
費
は
歳
出
予
算
の
二
割
を
超
え
る
な
ど
引
き
続
き
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
．

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
財
政
の
健
全
化
、
経
費
の
節
減
合
理
化
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
既
存
の
制
度
・
施
策
の
見
直
し
、

忍
び
よ
る
高
齢
化
、
国
際
社
会
に
お
け
る
わ
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
内
外
と
も
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
国
、
県
と
同
一
基
調
に
立
ち
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
西
小
学
校
北
側
の
校
庭
用
地
購
入
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
推
進
、
東
小
学
校
南
校
舎
内
部
等
大
規
模

改
造
工
事
、
東
部
地
域
工
業
団
地
造
成
事
業
の
推
進
な
ど
諸
般
に
わ
た
る
施
策
を
推
進
す
る
と
共
に
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま

れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
基
盤
の
充
実
、
農
業
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育

文
化
の
振
興
な
ど
村
民
生
活
安
定
の
た
め
各
分
野
の
発
展
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
一
層
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

ひ
と
え
に
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た
た
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
、
こ
こ
に
平
成
三
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平成 4 年10 月 10 日 (4) 



税金の使いみち
議会費

6,348万円 食21% 
商工費

〇予防費 2,324万円 2,255万円 *08% 
〇保健センター費 274万円 諸支出金

0 じん芥処理費 3,335万円 l 8万円 *0 0% 
0 し尿処理費

〇農業委員会費

814万円

〇農業振興費

2 ,776万円

〇農地費（工事

請負費なと）

1億0,204万円

公債費

1億7,097万円唸
0元金 1億0

〇利子

「教百
4億5,405万円

*15.1% 
0小学校費（東小南校舎内部大

規模改造工事請負費など）

2億3,149万円

4,917万円

5,345万円

1 ,715万円

,394万円

民生費

6億9,761万円

*23.2% 
0 国民年金費 1億5,049万円

〇老人福祉費 4,090万円

〇老人福祉センター費5,388万円

0 デイサービスセンター建設費

2億2,055万円

1億2,518万円

0 中学校費

〇幼稚園費

0公民館

0体育施設費

歳出
30億0, 361万円
（各項目は主な事業）

総務費

5億1,172万円

*17.0% 
0一般管理費 1億9 ,718万円

0交通対策費 541万円

〇企画費 422万円

〇税務総務費 5,009万円

0戸籍住民基本台帳費2,437万円

土木費

6億3,398万円

*21.1% 
0道路維持費 4,840万円

0道路橋りょう新設改良費（エ

事請負費なと） 4億7,874万円

0公園費（ふるさとづくり基金

積立など） 4,038万円

0住宅管理費 801 万円

＊構成比

教育費

42,292円

り
、:09
員三厄

総務費

47,664円

土木費

59,051 円

民生費

64,978円

tilflQ 

村民一人に使われたお金

279,765円

平成4年3月 31 日の

人口 l0, 736人で計算

村民一人
が負担し
たお金

l 08,213円

村税

------------村民税
（法人除く）
固定資産税
（法人含む）
軽自動車税
村たばこ税

‘‘—- ---

諸支出金

7円

商工費

2, l 00円

議会費

5,813円

：：；臼

消防費

12,215円

衛生費 農林水産業費 公債費

13,795円 15,826円 15,924円

” 
,
”
叫

C
,LJ 

乙

(5) 平成 4 年 10 月 10 日



第13回

正祉

九
月
七
日
、
第
十
三
回
村
老
人
福
祉
大
会
が
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
者
二
百
七
十
人
余
り
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
主
催
者
で
あ
る
村
長
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
長
の
挨
拶
の
後
、
今
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
「
苦
楽
を
共
に

六
十
年
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
十
一
組
、
ま
た
、
例
年
行

わ
れ
て
い
る
「
連
れ
添
っ
て
五
十
年
」
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
十
八
組
の

顕
彰
を
は
じ
め
、
四
世
代
以
上
同
居
家
庭
、
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
、
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
村
議
会
議
長
、
地
元
選
出
衆
議
院
議
員
、
邑
楽
福
祉
事
務
所
長
ら
多

数
の
方
か
ら
祝
福
を
賜
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
梁
瀬
朝
一
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
、
最
後
に
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長
の
松
本
静
一
さ
ん
か
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
第
十
二
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
も
兼
ね
て
開
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
1慢
の
の
ど
、
芸
を
披
露
し
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

模
範

家
庭
表
彰

影撮含已言者婚ド．
ン

・
モ

・
ヤ

0
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

〇
蓮
見
邦
男
（
世
帯
主
）

i
イダiで

0

高
田
啓
一
郎
（
世
帯
主
）

ん

蒼
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

＂
囲を

0

菅
野
あ
や
子
・
南
大
島

長寸
0

金
子
知
子
・
入
ケ
谷

木▲
〔
敬
称
略
〕

老
人
扶
養

．
斗
合
田

•
江
ロ

村
長
表
彰

〇
梁
瀬
朝
一
闘
・
い
と
闘
・
斗
合
田

0

多
田
佐
衛
闘
•
あ
さ
飼
・
上
江
黒

0

本
澤
長
治
闘
•
こ
と
闘
・
南
大
島

0

今
成
文
一
翻
・
た
け
闘
・
南
大
島

0

吉
田
源
次
郎
闘
・
サ
イ
闘
•
新
里

0

鈴
木
一
郎
闘
・
ぎ
ん
仰
•
新
用

〇
泉
田
丹
次
郎
闘
・
せ
つ
翻
・
中
谷

0

小
磯
松
王
闘
・
た
ま
闘
・
川
俣

0

川
島
寛
次
仰
・
く
に
闘
・
大
輪

〇
奈
良
原
典
惣
治
闘
．
の
ぶ
闘
・
矢
島

〇
篠
木
直
一
郎
閲
・
い
き
仰
・
大
佐
貰

（
年
齢
は
8
月

2
5
日
現
在
）
〔
敬
称
略
〕

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
顕
彰

老
人

連
れ
添
っ
て
五
十
年

苦
楽
を
共
に
六
十
年

平成 4 年10 月 10 LJ (6) 



▲村長を囲んで金婚者記念撮影

0 0 0 

星江小
野森久

保
林久武
三雄雄.. 
須梅千

津
賀原井

<

功

労

者

表

ノ
4
ノ

辛
早

金
婚
者
顕
彰

0

多
田
則
夫
閥
．
と
み
閻
・
上
江
黒

0

新
井
繁
二
郎
⑬
・
調
子
仰
・
江
口

0

多
田
良
治
⑮
・
み
つ
⑰
•
江
口

〇
奈
良
禰
五
郎
仰
・
美
代
⑮
・
田
島

〇
原
延
雄
闘
・
い
ね
⑬
・
南
大
島

'
0

本
澤
彦
八
⑬
・
阿
起
代
⑬
・
新
里

0

坂
村
芳
明
⑰
・
さ
は
⑰
・
新
里

0

江
森
正
則
閥
・
那
美
仰
・
新
里

0

寺
島
昇
二
郎
閻
・
サ
ッ
⑰
・
新
里

0

坂
登
豊
閥
・
は
や
⑫
・
中
谷

0

柴
崎
角
太
郎
閻
・
き
ん
閻
・
梅
原

0

本
田
幸
二
凶
・
く
ら
⑬
・
川
俣

0

神
谷
憲
閻
・
登
志
闘
・
須
賀

〇
原
口
角
次
郎
闘
・
い
さ
閥
・
大
輪

0

金
子
光
太
郎
⑰
・
久
江
⑰
・
入
ケ
谷

0

大
津
慎
一
郎
闘
・
と
く
⑰
・
矢
島

0

長
島
重
五
郎
閲
・
シ
モ
⑬
・
矢
島

0

栗
原
善
吉
⑮
・
は
る
闘
・
大
佐
貫

（
年
齢
は8
月

2
5日
現
在
）
〔
敬
称
略
〕

社
協
会
長
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

▲会場風景
▲芸能大会のようす

(7) 

9--~`  

▲ダイヤモンド婚者顕彰風景
9L J •, 

勇13回朗和芯老人福祉大会
男12回阻柑罰芭人クラフ芭能大会

平成 4 年10 月 1011



話題LYラいろ
長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら

っ
て
、
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

九
月
九
日
、
村
内
八
十
五
歳
以
上
の
方

百
四
十
人
宅
を
敬
老
慰
問
し
ま
し
た
。

村
長
、
助
役
、
収
人
役
と
三
班
に
別

れ
て
「
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
記
念
品
や
敬
老
年
金
を
贈

り
祝
福
し
ま
し
た
。

表
敬
慰
問

長
寿
者
百
四
十
人
t

東
小
児
童
が

お
年
寄
り
と
交
流

八
月
二
十
一
日
、
東
小
で
は
地
区
別

に
児
童
を
集
会
所
な
ど
に
招
集
し
、
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
を
よ
く
知

り
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育

童児
て
よ
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

、
こ
の
催
し
は
、
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

るて
活
動
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
お
年
寄
り
か

ら
昔
話
や
伝
統
の
遊
び
な
ど
を
教
わ
り

戦挑
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

＇
児
童
は
地
区
ご
と
に
集
会
所
や
公
民

作
館
に
集
ま
り
、
ご
み
や
空
き
缶
拾
い
の

ほ
清
掃
活
動
を
行
っ
た
後
、
地
元
の
昔
話

と
や
お
手
王
遊
び
、
竹
と
ん
ぱ
・
わ
ら
で

竹
っ
ぽ
う
•
水
で
っ
ぽ
う
作
り
に
チ
ャ
レ

• 

ン
ジ
し
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

学
校
遍
五
日
制

で
地
域
と
交
流

r

ょ
）
学
校
週
五

H

制
が
導
入
さ
れ
、
「
子
ど

ぽ
も
に
ゆ
と
り
を
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

｀
ん
初
め
て
土
曜

H

が
休
み
と
な
っ
た
九
月

t
一
さ
十
―-
B、
村
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

`
 

ぞ
い
』
□い
い
：
い
い
育
館
な
と
て

受
映
画
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
ス
マ
イ
ル
ボ
ー

を
リ
ン
グ
）
親
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
各
種

品念
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
下
江

＝
I
-口
黒
地
区
で
は
、
金
剛
院
境
内
の
草
取
り

コ
• 

や
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
奉
仕
活
動
と
親

子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
行
い
、
地
域
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

-. 
．．へが 9r - .. 

▲ドッジボールを楽しむ子どもたち
動い二班バ
に ‘号に 1 ボ・
汗連線別三 1
を帯まれ十イ
流感でて人ス
しを空東ほカ
ま高き小どウ
しめ缶学がト
たるや校九明
゜とゴか月和
共ミら＋第
に拾国五一
奉い道日団
仕を一‘メ
活行二三ン‘

？
リ
ー
、

Z
作
戦

▲清掃作業に汗を流すメンバー

平成 4 年10 月 10 日

▲メッセージを朗読する宮崎さん

「
人
も
街
も
も
っ
と
や
さ
し
く
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
精
薄
者
福
祉
パ
レ

ー
ド
隊
か
九
月
一
―
一
日
米
庁
。
村
内
関
係

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

者
や
教
育
長
、
村
議
会
議
長
、
村
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長
、
役
場
職
員
ら
百

人
ほ
ど
が
出
迎
え
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
激

励
の
こ
と
ば
を
交
換
し
ま
し
た
。

精
薄
者
福
祉
パ
レ
ー
ド
隊
来
庁

(8) 



話題Lで5LYラ
女
性
代
表
答
辞

篠
木
弓
子
さ
ん

男
性
代
表
答
辞

島
田
聡
さ
ん

九
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
第

3
8
回
村
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村

で
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
“
派
手
な
服

装
よ
り
心
を
飾
る
成
人
式
“
と
あ
わ
せ

て
、
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖
先
に

報
告
し
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
毎
年

こ
の
秋
分
の
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

男
性
は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
女
性
は
白

の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
か
紺
の
ス
カ
ー
ト
と

清
楚
な
服
装
で
、
男
性
六
十
二
人
、
女

性
六
十
七
人
、
合
わ
せ
て
百
二
十
九
人

が
出
席
。

村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署

長
、
県
教
育
長
ら
多
数
の
方
よ
り
祝
福

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

清
楚
な
服
装
で
成
人
t
祝
う

保
育
圃
で
ミ
ニ
運
動
会

西
保
育
園
で
は
、
九
月
二
十
五
日
、

園
庭
で
園
児
た
ち
だ
け
の
ミ
ニ
運
動
会

景
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

厘
し
た
。
綱
引
き
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど

式人
六
種
目
を
行
い
園
庭
に
は
歓
声
と
声
援

成

が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

• 

東
、
中
央
で
も
同
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

. 

▲明中吹奏楽部の皆さん

明
中
吹
奏
楽
部
（
部
員
1
9
名
・
顧
問

高
瀬
隅
子
先
生
）
は
、
八
月
九
日
高
崎

市
の
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

第
3
4
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、
中
学

C
組
の
部

(
2
5人
以
内
の
編
成
）
で
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

明
中
吹
奏
楽
部

銀
t
受賞

賞

◄

玉
入
れ
に
夢
中
の
園
児
た
ち

『
コ

三
―

て
三
ニ言

―
三
―

三
＿ベ三ニ

き
―—-一

二
ご

□

-
―
 

二
ニ

三
―
i
_-
二『

一
_-

(9) 

特匿ナシで事故ナシ・違反ナシ遍転t
村
交
通
対
策
協
議
会

は
九
月
二
十
五
日
、
村

安
全
協
会
、
館
林
警
察

署
の
協
力
を
得
て
ナ
シ

畑
が
連
な
る
田
島
地
内

の
県
道
で
、
通
過
全
車

両
に
交
通
安
全
ナ
シ
（
事

.

.

.

.

 

故
ナ
シ
・
違
反
ナ
シ
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
推
進
な
ど
安

全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

＋
達
、
ン冨チ天＇ヵ屯を

9
・

►

交
通
安
全
ナ
シ
を
配
布
す
る
交
対
協
の
皆
さ
ん

平成 4 年10 月 10 日



◄

中
継
放
水
訓
練3
 

f
、i
 

4
 

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
第
十
二
回

村
防
災
訓
練
が
九
月
六
H

、
明
和
中
学

校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、

消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
、
明
和
分
署
、

危
険
物
安
全
協
会
、
防
火
対
象
物
連
絡

協
議
会
、
館
林
消
防
署
救
助
隊
の
六
団

体
、
約
三
百
人
か
参
加
。

震
度
六
の
烈
震
に
見
舞
わ
れ
、
家
屋

の
倒
壊
、
火
災
発
生
と
い
う
想
定
で
、

応
急
処
置
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
危

険
物
火
災
・
建
物
火
災
訓
練
、
救
出
訓

練
な
ど
―
一
時
間
に
わ
た
り
本
番
さ
な
が

ら
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
団
体
に
よ
る
分
列
行

進
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
装
で
、
さ
っ

そ
う
と
行
進
す
る
雄
姿
に
来
賓
、
観
客

か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

こ
。t
 

►

初
期
消
火
訓
練

、

d
1
4

＼
滋
辺
辺
葵
＼

一
` 

一

本
番
さ
な
が
ら
に
三
百
人
が
防
災
訓
練

◄

高
所
人
命
救
出
訓
練

一
, ' 
r
 

l
 
llf 11 

' 
I
 

[
 
8
 一

/ 

九
月
二
十
日
、
村
中
央
公
民
館
駐
車

場
で
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会

の
主
催
に
よ
る
第
三
回
交
通
安
全
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
館

林
警
察
署
管
内
の
関
係
団
体
が
一
堂
に

会
し
、
広
く
地
域
住
民
に
運
動
の
趣
旨

を
啓
発
す
る
と
と
も
に
日
頃
の
活
動
を

発
表
し
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
運

動
の
実
践
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

回
り
番
で
館
林
市
、
板
倉
町
と
開
か
れ

今
年
本
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

運
転
適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー
・
交
通
安

全
教
育
講
師
団
発
表
コ
ー
ナ
ー
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
か
繰
り
広
げ
ら
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

►

水
防
工
法
訓
練
（
月
の
輪
工
法

--··←•一···-• • • •• •一．．．．．．．．．．．．．．-· ---^••••••—• 

▲熱心に聞いている参加者 ▲風船に願いをこめて

第
三
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
開
か
れ
る

平成 4 年 10 月 1011 (1 0) 



「
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
村
審
査
が
九
月
十
七
日
、
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
、
県
審
査
に
の
ぞ
む
小
学

生
、
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
＇
T
点
、
合
計
ニ

十
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
例
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
村
内

東
、
西
小
、
明
中
の
美
術
関
係
の
教
員

ら
か
審
査
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各

校
単
位
で
選
考
し
た
小
学
校
八
十
三
点
、

中
学
校
二
十
八
点
、
合
わ
せ
て
百
十
一

点
の
中
か
ら
、
次
の
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
〔
敬
称
略
〕

t
 

/
J
 

ヽ し

®
小
学
生
の
部

▽
砂
賀
紳
悟
（
東
小
l
)
▽
菌
田
恵

里
（
西
小

l
)
▽
野
本
秋
奈
（
東
小

2
)

▽
柿
応
椎
典
（
西
小

2
)
▽
江
森
大
介

（
東
小
3
)
▽
松
本
直
暉
（
西
小
3
)
▽

小
池
絵
里
（
東
小
4
)
▽
山
本
晴
子
（
東

小
5
)
▽
頭
金
花
絵
（
西
小

5
)
▽
小

平
智
子
（
西
小

6
)

唖
中
学
生
の
部

▽
田
口
縁
（
明
中
l
)
▽
原
口
美
穂

（
同1
)
▽
石
川
友
芙
（
同
l
)
▽
瀬
下

恵
子
（
同

l
)
▽
石
塚
幸
子
（
同
2
)

▽
始
沢
勲
（
同

2
)
▽
立
岡
功
之
（
同

2
)
▽
関
根
織
基
（
同
2
)
▽
大
谷
ふ

み
子
（
同

3
)
▽
泉
田
良
幸
（
同

3
)

會
•9 

^ 
心麟岳5

「―

ヽ：一

一

2
0点
が
村
審
査
パ
ス
、
県
審
査
へ

選
挙
ポ
ス
タ
—
コ
ン
ク
ー
ル

▲二人で力を合わせて

スポーツで11櫨
の輪竃広けて

九
月
二
十
日
、
第
十
三

回
村
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
村
杜
会
体
育
館
で

開
か
れ
、
老
人
、
身
障
者
、

母
子
、
寡
婦
家
庭
の
人
た

ち
お
よ
そ
三
百
人
が
参
加
、

福
祉
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

玉
入
れ
、
パ
ン
食
い
競

走
、
リ
レ
ー
な
ど
十
七
種

目
を
行
い
一
種
目
‘
一
種

目
に
熟
い
声
援
と
歓
声
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ

た
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

▲選手宣誓 ▲何個入ったかなぁ

(11) 平成 4 年10 月 10 H 



復

大前提

骨粗しよう症の自己診断法

閉経を迎えた50歳以上（女性）

70歳以上である（男性）

II 疑いあり (l つでも該当した場合）

•最近、背が縮んだような気がする

•最近、背中が丸くなったり、腰が曲がってきたような

気がする

•ちょっとしたごとで骨折した（手足の畏し＼骨の端のほう

で）

III 可能性あり (6~7個該当した場合）

●牛乳、乳製品をあまりとらない、またはとれなし＼

●小魚、豆腐をあまりとらない

•タバコをよく吸い、お酒（アルコール）はよく飲むほう

だ

●天気のよい日でもあまり戸外に出ない

●運動はもちろん、からだを動かすことが少ない

●体格はどちらかといえば細身である

●家族に「昏粗しょう症」と診断された人がいる

●糖尿病であったり、胃の切除術を受けたことがある

●出産の経験がない

• 

靡骨言
言考粗言
言えし＠

註“

『 `I
一

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
人
間
の
身
体
が
正

常
に
営
む
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要

な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
回

ま
で
に
お
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
で
お
こ
る
骨
粗
し
ょ
う

症
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
骨
が
粗
く
な
っ

ハ
ロ
ー
健
康
⑦

て
す
か
入
っ
た
状
態
で
、

6
5歳
以
上
の

老
人
の
約
三
分
の
一
は
骨
粗
し
ょ
う
症

に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
症
状
と
し
て

は
、

5
0歳
を
す
ぎ
て
身
長
が

2
1
3
c
m

以
上
縮
ん
だ
、
背
中
や
腰
が
曲
っ
て
き

た
、
腰
痛
、
骨
折
し
や
す
い
な
ど
で
す

が
、
あ
な
た
の
状
態
は
い
か
が
で
す
か
。

表
l
で
自
己
診
断
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
年
老
人
人
口
の
増
加
の
ほ
か
に
、

車
杜
会
が
進
み
歩
か
な
く
な
っ
た
こ
と
、

若
い
こ
ろ
か
ら
、
牛
乳
や
骨
ご
と
食
べ

ら
れ
る
小
魚
な
ど
の
海
産
物
・
緑
黄
色

野
菜
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
物
の

摂
取
量
の
減
少
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
あ
な
た
は
い
か
が
だ
っ
た
で

す
か
。
ま
だ
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
ね

た
き
り
の
原
因
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

0
期
日

1
1
1
1
月

1
1
H困

0
見
学
先
1
1

サ
ン
ト
リ
ー
腕
榛
名
工
場

沢
田
農
協
農
産
物
加
工
工
場

蒼
集
合
場
所
1
1

伊
勢
崎
駅

蒼
集
合
時
間
1
1

午
前
8

時
2
0分

〇
募
集
人
員
1
1
4
0
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

〇
応
募
資
格
1
1

県
内
在
住
1
8
歳
以
上
の

方
0
参
加
料
1
1

無
料
（
貸
切
り
バ
ス
と
昼

食
は
、
県
で
用
意
し
ま
す
）

〇
応
募
方
法
1
1

住
所
、
氏
名
、
男
女
別
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
乗
車
駅

名
を
明
記
の
う
え
、
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〇
締
切
期
限
1
1
1
0
月

2
8日
因

〇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1

〒
3
7
1

前
橋
市
大
手
町
一
ー
一
ー
一
群
馬

r
物
価
バ
ス
」

参
加
者
募
集

l
t
l
日
時1
1
1
1月

7
日
出
午
前

9

時

圏
会
場

1
1

村
中
央
公
民
館

l
t
l
入
園
資
格
1
1

村
内
の
住
民
で
母
親
か

働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児

の
保
育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
保

育
に
当
た
れ
る
人
が
な
く
、
家
庭
で

保
育
に
か
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

の
幼
児
等
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会

平
成
5
年
度
保
育
園
児

募
集
説
明

第
2
回
森
と
木
の
ま
つ
り

か
開
か
れ
ま
す

日

1
1
1
1月
1
4
日
由1
1
5日
⑪

一
泊
―
一
日

0
会
場

1
1

県
立
金
山
青
年
の
家

0
内
容

1
1

外
国
人
青
年
と
の
交
流
会

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〇
対
象
者
1
1

県
内
在
住
、
在
勤
の
中
学

生
以
上
の
青
少
年
お
よ
び
外
国
人

0
定
員

1
1
5
0
人

0
参
加
料
I
I
-
『
四
0
0

円
（
食
事
代
）

唖
申
込
期
間
1
1
1
0
月
1

日

1
3
1日

蒼
申
込
方
法
1
1

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
電
話
・
F
A
X

で
も
可
。

〇
申
込
先
1
1

県
立
金
山
青
年
の
家

〒
3
7
3
太
田
市
熊
野
町

3
9
|
3
4

6
⑫
7
9
5
6
F
A
X

閲
7
7
2
7

山
村
・
林
業
に
関
す
る
各
種
の
催
し

を
一
堂
に
集
め
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
、
お
ま

つ
り
形
式
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

＊
日
時

1
1
1
0
月

1
7日
山
・
1
8
日
同
ぃ

ず
れ
も
午
前
1
0時
1

午
後
4
時

0
場
所

1
1

群
馬
県
総
合
体
育
セ
ン
タ

ー
（
前
橋
市
関
根
町

8
0
0
)

〇
イ
ベ
ン
ト

0
期 青

少
年
国
際
理
解

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

県
県
民
生
活
課
調
査
係

6
0
2
7

2
悶
ー
1
1
1
内
線
2
4
6
3

へ
。

時
1
1
1
1
月

1
5日
⑪

午
前
1
0時
か
ら
正
午
ま
で

所
1
1

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

邑
楽
町
中
野
3
9
2
4

—

1

〇
募
集
人
員
1
1
5
0
人
（
申
込
順
）

〇
参
加
料
1
1

無
料

〇
申
込
先
1
1

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

C
闘
7
1
8
8

へ
。

〇
場

涵
一
日 日

躍
緑
化
教
室
が

開
か
れ
ま
す

〇
応
募
資
格
1
1

高
校
卒
業
（
見
込
み
も

含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

〇
募
集
科
目
・
定
員
・
期
間

0

自
動
車
整
備
科

2
0人

2

年

0

電
子
技
術
科

2
5人
1
年

O
O
A

経
理
科

2
5人
1

年

0
受
付
期
限
1
1

平
成
4
年

1
0月
3
0日

0
選
考
日
1
1

平
成
4

年
1
1月

1
2
日

0
選
考
方
法
1
1

学
科
試
験
・
面
接
試
験

〇
授
業
料
1
1

無
料

※
詳
し
く
は
、
県
立
太
田
高
等
技
術
専

門
校
6
⑬
2
3
3
8

へ
。

平
成
5
年
度
太
田
嵩
等

技
術
専
門
校
生
徒
募
集

①
森
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

②
森
の
文
化
展

③
ぐ
ん
ま
の
山
村
フ
ェ
ア

④
木
エ
・
木
製
品
展
示
即
売

⑤
自
然
保
護

⑥
特
用
林
産
物

〇
問
い
合
わ
せ
先
1
1

群
馬
県
林
務
部
部

長
室
企
画
調
整
係

6
0
2
7
2
閲
ー

1
1
1

内
線
3
0
0
5

へ
。

平成 4 年10 月 10 日 (12) 



◎
期
日

1
1
1
1月
2
0
日
⑥

◎
会
場

1
1

新
太
田
ゴ
ル
フ
場

◎
参
加
資
格
1
1

村
内
在
住
者

◎
募
集
人
数
1
1
1
0
0
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◎
申
し
込
み
1
1
1
0月2
1
日
か
ら
参
加
費

を
添
え
て
社
会
体
育
館
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
（
受
付
時
間11
午
前
9
時
1

午
後
7
時
）

◎
参
加
費
1
1

八

0
0
0

円
（
利
用
料
、

昼
食
、
パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

◎
競
技
方
法
1
1
1
8ホー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ
、
新
ペ
リ
ア
方
式

◎
競
技
規
則
I
I
J

G
A

ゴ
ル
フ
規
則
及

び
新
太
田
ゴ
ル
フ
場
ロ
ー
カ
ル
ル
ー

レ
} 

※
詳
細
は
、

会

社
会
体
育
館
へ
。

第
3

回
村
民
コ
ル
フ

大
参
加
者
募
集

玄
女
子
の
部明

和
ク
ラ
ブ
優
勝

＊
男
子
の
部

ポ第

36 

須
賀
A

チ
ー
ム
優
勝

▽
一
位
1
1

須
賀
A

▽
二
位
1
1

江
日
B

▽

三
位
1
1

南
大
島
B

．
川
俣
A

イ
セ
ク
レ
ア
優
勝

回
村
民
‘
‘
ハ

大

）レ

会
レ

▲優勝した「須賀 A チーム」

回
村
民
ゲ
ー
ト

大

▲女子の部・優勝した「明和クラブ」 ▲男子の部・優勝した「イセクレア」

ポ第

1 1 

）レ

会

玄
男
子
の
部

▽
一
位
1
1

イ
セ
ク
レ
ア
▽
二
位
1
1

館

林
高
校
O
B

玄
女
子
の
部

▽
一
位
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
▽
二
位
1
1
リ

リ
ー
ズ

大
佐
貫
ク
ラ
ブ
優
勝

▽
一
位
1
1

大
佐
貫
ク
ラ
ブ
▽
二
位
1
1

新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
▽
三
位

1
1

M
S
C

イ
ー
グ
ル
ス
・
大
輪
ラ
イ
オ
ン

ズ◎
期
日

1
1
1
1月
1

日
⑪

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象

1
1

村
内
事
業
所
単
独
で
編
成

し
た
チ
ー
ム

第
1
2回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ポ
ー
l
I
J
大
会

参
加
テ
ー

U

募
集

8

月
3
0
日
早
朝
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
加
入
団
体
5
0人
ほ
ど
が
、
利
根
川
総

合
運
動
場
の
南
側
に
植
え
て
あ
る
コ
ス

モ
ス
畑
を
、
一
時
間
ほ
ど
除
草
し
て
汗

を
流
し
ま
し
た
。

▲優勝した「大佐貫クラブ」

• • 
24 申参
日し加
ま込費
でみ II
に・一
社問チ
会い）
体合ム
育わ三
館せ‘
へ先〇
0 II O 
10 0 
月円

第
4
回
会
長
杯
争
奪
野
球

大
会
参
加
テ
ー
ム
募
集

◎
期
日

1
1
1
1月
3
日
閲

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
対
象

1
1

野
球
協
会
登
録
チ
ー
ム

◎
参
加
費
1
1

一
チ
ー
ム
三
、
0
0
0

円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
0
月

2
3
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

▲除草しているソフトボール協会の皆さん

(13) 

ポ第

15 

回
村
民
ソ大

）レ

会

ク

リ

ン

フ
ト

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
協
会
で

作
戦

平成 4 年10 月 10 日



( くらしの情報・案内＿）
福祉バザーに

ご協力ください

11 月 23 日（月）福祉バザーが村中央公

民館で開かれます。

村ボランティア連絡協議会では、

皆様のご家庭に眠っている日用品な

どの寄付をお願いし、ご協力をお待

ちしています。

寄付の方法などについては、社会

福祉協議会（合(84)4926) へお問い合

わせください。

危険物取扱者

試験が行われます

平成 4 年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので、受験希望者は申し込んでく

ださい。

なお、これに伴う準備講習会を行

いますので、希望者は受験申し込み

と合わせて申し込んでください。

〇準備講習会

0 日時＝ 10月 29 日（木）午前 9 時

0会場＝館林市郷谷公民館

〇受講料＝ 6,600円

0試験

0 日時＝ 11 月 29 日（日）午前 9 時

0会場＝太田市関東学園大学他

〇受験料＝甲種…5,000円、乙種

···3,400 円、 丙種・・・ 2,700円

唖受付期間＝ 10 月 19（月）～ 27 日（火）

〇申し込み・問い合わせ先＝明和分

署合(84)3131 へ。

交通事故
無料相談

（初日本損害保険協会前橋自動車保

険請求相談センターは、自動車事故

による自動車損害賠償責任保険、任

意自動車保険について、専門の相談

員が応じています。

0期 日＝毎週月曜日～金曜日

0時間＝午前 9 時30分～午後 4 時

30分

＊弁護士相談日＝毎週水曜日 午後

1 時～ 4 時

0会 場＝前橋自動車保険請求相談

センター（前橋市本町 2-13-7)

※詳しくは、上記センター合0272(33)

6460へ。

農地を貸しだい

人・借りだい人は
相談ください

日本の農業・農村をめぐる情勢は

担い手の不足と高齢化の進行、遊休

農地や荒廃農地の増加、農産物の過

剰基調と諸外国からの農産物輸入自

由化要求等かつてない厳しい事態に

直面しております。

本村においても、農業就業の高齢

化、兼業化等が進行し、稲作を中心

とする中核農家が減少してきており、

農地の貸し手農家の増加・耕作放棄

地の増加等の諸問題が生じておりま

す。

つきましては、耕作放棄地の解消

農地の有効利用を図るべく農地の貸

し借りを積極的に推進したいと存じ

ます。農地を貸したい人、借りたい

人は地元の農業委員さんにご相談く

ださい。

ご協力ください
共同募金運動

今年も 10 月 1 日から 12 月 31 日まで

全国一斉に共同募金運動が展開され

ています。

村でも、運動期間中、区長、民生

委員の方が各家庭や事業所にお伺い

して募金をお願いしますので、ご協

力ください。

第 3回群馬県首都圏

自然歩道を歩こう
大会参加者募集

0期 B =11 月 8 日（日）

屯受付時間＝午前 9 時20分～ 50分

〇受付・集合場所＝北群馬郡子持村

総合運動場広場

〇申込方法＝住所・氏名・年齢・性

別・電話番号・交通手段を明記の

うえ、はかきで10 月 28 日までに〒

377-02 北群馬郡子持村大字吹屋

384 子持村産業課へお申し込みく

ださしヽ。

※詳しくは、県観光課合0272(23)1 111

または子持村産業課合0279(24)1 211へ。

村の無料法律相談

◇日時＝ 11 月 10 日（火）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 11 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

乳 児 健 吾Rク

◇日 時＝ 11 月 12 日（木） 午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健 康 相 ニ屁火火

◇日時＝11月 2 日（月）午前 9 時3(Y分～

10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配こ‘‘と相談

◇日時＝ 11 月 16 日（月）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 11 月 19 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年 金 相 ＝祀火火

◇日時＝ 11 月 5 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

乳幼児健診

◇日時＝ 10 月 30 B （命午後 1 時,:__, 2 

時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝乳幼児希望者

平成 4 年10 月｀10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です (14) 



三輪車に乗ってこきげんの友美子ちゃん

（ノ戦後強制抑留者等の皆さんへ

ゎヵ宣乙]1 書状（総理大臣名）なとを贈呈します
アイドル

‘
、
ー

一
郎
さ
ん
島の
長
女

英
子
さ
ん
田

( 

た
か
せ
ゆ
み
こ

高
瀬
友
芙
子
ち
ゃ
ん

(
2歳
1
0カ
月

「動物や花が好きで、あれはなあ

にと質問攻めにあいます。

自然を大切にする、素直で元気な

子に育ってはしい」とお母さん

巡回教育相談

が開かれます
この「巡回教育相談」は、相談員

の先生方が県内各地を巡回し、市町

村の公民館等を会場に実施します。

®日時＝ 11 月 17 B （火）

午後 2 時から 5 時まで

＊場所＝村中央公民館

0相談対象＝小・中学校の教職員お

よび保護者を対象に行われます。

衡申込方法＝学校を通じての申し込

みが原則ですが、県教育委員会青

少年課合0272(23)1111 内線4144へ直

接申し込みできます。

圏その他＝相談は無料で、内容の秘

密は厳守します。

※詳しくは、村教育委員会

云（84)4491 へ。

青年洒外協力隊員

募集説明会

0日時＝ 10 月 21 B （水）

午後 6 時30分～ 9 時

[ll会場＝太田商工会議所（太田市）

圏内 容＝派遣のシステムや待遇等

について詳しく説明します。また

協力隊広報映画の上映と隊員OB 、

OGの体験発表もあります。入場

料、予約等は一切不要です。

圏問い合わせ先＝群馬県県民生活部

国際交流課外事係合0272(23)1 111へ。

(15) 

平和祈念事業特別基全（総理府所管）では、戦後強制抑留者、い

わゆる恩給欠格者、引揚者を中心とする関係者の方々の戦争犠牲に

よるご労苦について国民の理解を深めるとともに、これらの方々に

慰藉の念を示す事業を行っています。贈呈事業はその一環として実

施され、内閣総理大臣名による書状などを贈呈しています。

戦後強制抑留者関係の贈呈事業については、請求期限が平成5年

3月31 日までと迫っておりますので、早めに請求してください。

詳細は役場住民課におたずねください。

〇請求書顆の送付先

〒112 東京都文京区大塚 5 -3 -13 

「平和祈念事業特別基金」業務第 2 課合03(3945)4703へ。

引揚者の皆さんへ、通賃・証券がもとります
税関では、終戦後の混乱期に外地から引き揚げてこられた方々か

ら、当時国内に持ち込めず税関などに預けた「通貨・証券」などを

お返ししています。これは、昭和28年から実施されているもので、

お心当たりの方は、お気軽にお問い合わせください。

p, お返しする通貨・証券等は次のものです。

ーグ．“ ◎終戦後、外地から引き揚げてこられた方々が、上陸地の税関•海

運局に預けた通貨・証券など。

◎外地の集結地において、総領事館などに預けた証券などのうち、

その後日本に返還されたもの。

これらの手続きは、本人だけでなく、家族の方々も電話・郵便など

で問い合わせすることができます。
また、実際に預けたかどうか不明の場合でも調査かできることも

あります。

＊問い合わせ先＝東京税関 前橋出張所合0272(21)5284へ。

奥様すまい・、る講座

受講者募集

住宅金融公庫北関東支店では、女

性を対象に「奥様すまい・る講座」

の受講者を募集しています。

〇日時＝ 11 月 11 日（水）

午後］時～ 5 時

0場 所＝安田火災海上保険（梱群馬

支店（前橋市本町 1-4-4)

〇講座内容

①上手な間取りの考え方

②上手な資金計画を考える

③住まいと税金

〇講 師＝金融公庫職員、税理士

〇受講料＝無料

圏申込期間＝ 10 月 1 日（木）～ 30 日（鉗

圏定員＝ 50人（申込順）一
0その他＝講義終了後、希望者には

個別形式で住宅相談会が行われま

す。

〇申込方法＝電話またははがき（住

所、氏名、年齢記入）にて、〒371

前橋市千代田町 1 -8 - 8 住宅

金融公庫北関東支店サービス相談

室「奥様すまい・る講座」係まで

合0272(32)6656 。

くらしの行政相談

行政に対する苦情や要望がありま

したら、お気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られま

す。

0期日

010月 14 日（水）館林市農協佐貫支所

010 月 15 日（木）明和村役場

010 月 16 日（鉗東部児童館

相談時間は、いずれも午前10時か

ら午後 3 時までです。

※詳しくは、住民課へ。

自衛官募集

自衛隊では、二等陸•海·空士を

次のように募集しています。

〇応募資格＝ 18歳以上27歳未満の健

康な男子

〇応募手続＝役場住民課または自衛

隊群馬地方連絡部で受付

0試験期 H ＝受付時に指定

0合格者発表＝合格者には試験のお

おむね 1 カ月後に通知する。

※詳しくは、役場住民課または自衛

隊群馬地方連絡部合0272(21)4471 へ。

役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 4 年10 月 10 日
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: 10 月 1 H 現在 i 
！世帯数 2,983戸！
i人日総数 11,154人i
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こ
館林邑楽地区 館林地区 千代田

てか変更’※- 耳ｩ 鼻E 
日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

真中医院川田医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 館林地区と
10 月 11 日

合 (72) 1630 合 (72)3724 堀越医院ff(73)4151 ff(72)3163 同じです。曜

10 月 18 日
横田（婦）医院川村医院 慶友病院 館林地区と

当 fl (72)0255 合 (72) 1337 増田医院合(72) 1387 合(72)6000 同じです。

ID 月 25 日
古屋病院）1| 田（耳）医院 最上医院 小西医院

番
合(63)616| 合 (72)3314 多々良診療所 ff(72)3060 合(74)3763 合 (86)2261

II 月 1 日
白沢医院小倉医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 竹越医院 ” 戸て ; 医
合 (72) 1600 合 (72)0606 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 合 (84)313'i

11 月 8 日
落合医院大神医院 記念病院合(72)3155 礫川堂医院 館林地区と

合(72)3160 fl(62) 2200 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 同じです。

9 月の

`‘~ 

1仔霊。
ミ

救急車出動回数

●交通事故 5 件

●急病 4 件

●その他 6 件

●計 15 件

代
表
加
藤
米
子

咲

会

代
表
岡
安
栄

春
の
さ
つ
き
、
秋
の
菊
、
そ
し
て
松

柏
類
に
代
表
さ
れ
る
盆
栽
等
、
自
分
自

身
も
満
足
し
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
る

の
が
園
芸
部
で
す
。
部
員
は
六
十
二
名

で
、
部
員
相
互
の
技
術
の
向
上
と
親
睦

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
末
に
開
催
す
る
さ
つ
き
展
は
、

商
工
会
館
を
会
場
に
さ
つ
き
愛
好
家
か

自
慢
の
作
品
を
出
品
し
、
特
賞
に
上
毛

新
聞
社
賞
を
始
め
、
多
く
の
入
賞
作
品

を
選
び
表
彰
し
ま
す
。

十
一
月
に
は
中
央
公
民
館
を
会
場
に

園

芸

部

⑬ 

菊
花
展
を
盛
大
に
開
催
し
、
村
の
文
化

祭
に
花
を
添
え
て
お
り
ま
す
。
菊
愛
好

家
の
傑
作
を
一
堂
に
集
め
、
産
経
新
聞9,

9
,
1
 

し

婦
人
健
康
大
学
（
平
成
二
年
度
）
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
食
生
活
や
体

力
作
り
を
学
ぶ
な
か
で
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
仲
間
で
何
か
を
続
け

た
い
と
い
う
意
志
で
、
堀
口
さ
ん
に
踊

り
の
講
師
を
お
願
い
し
て
、
こ
の
会
か

発
足
し
ま
し
た
。

楽
し
み
、
そ
し
て
運
動
不
足
解
消
の

た
め
に
、
月
に
二
回
、
二
時
間
位
で
す

が
、
商
工
会
館
を
お
借
り
し
て
踊
り
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
家
で
は
、
な

か
な
か
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
い
の

で
、
全
身
運
動
は
美
容
と
健
康
に
た
い

へ
ん
良
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
員
一
同
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

遠
富
士
支
部

こほろぎ

短歌会

奈
良
照
子

社
賞
、
村
長
賞
等
の
特
賞
や
数
々
の
入

氏
名

賞
作
品
を
選
び
、
ご
来
賓
の
ご
列
席
の

口
汀
冒0
口
』
』
口
[
[
]
[
い
一
畠
国
王

査
後
に
審
査
員
の
先
生
に
ご
講
義
い
た
増
田□酸
子

だ
き
、
盆
栽
・
菊
作
り
の
基
本
等
を
学
田
口
友
里
恵

び
、
技
術
の
習
得
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

盆
栽
に
し
て
も
菊
作
り
に
し
て
も
、

知
れ
ば
知
る
程
奥
が
深
く
、
苦
労
も
多

い
で
す
が
そ
の
反
面
楽
し
さ
も
ひ
と
し

お
で
す
。
以
上
が
伝
統
あ
る
園
芸
部
の

姿
で
す
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

0
田
中
林
蔵
さ
ん
（
矢
島
）
は

3
万
円

圏
平
成
四
年
度
野
外
キ
ャ
ン
。
フ
参
加
者

は
1
,
3
1
5

円

圏
椋
ぎ
ん
だ
な
明
和
給
油
所
（
所
長
大

津
一
夫
さ
ん
）
は
8
3
5

円

卍
菅
野
あ
や
子
さ
ん
（
南
大
島
）
は3
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
椙
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。は

の

梅
雨
曇
は
重
た
く
た
れ
て
夕
庭
に
仄
か

明
る
む
ア
ジ
サ
イ
の
群
れ

野
本
み
ね
子

せ
み

昼
下
り
数
十
の
蝉
を
止
ら
せ
て
一
本
の

た

欅
は
母
の
ご
と
仔
つ

原
日
美
津
子

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出

ー
あ
め
で
だ
ー

父
母
名
続
柄

訊
”
二
男

贔
子
三
女

範
幸
三
女

光
子

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

町
田
ち
よ
子

4
8
蔵
造

阿
部
正
市

6
4
弘
美

飯
塚
隆

4
9
金
治

帆
足
ヒ
デ
7
4
清
蔵

鈴
木
一
郎

8
8
貞
雄

小
磯
松
王

8
4
た
ま

岩
瀬
理
絵

1
9
寛
行

野
本
秋
子
6
2

高
男

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

大新川新南千下梅地
大津江

輪里俣里島井黒原区

% %% % % % % ％閥

水
揚
げ
の
さ
ん
ま
は
荷
台
に
満
載
し
無

か
し
の

数
の
鵡
は
加
え
て
飛
び
立
つ

濯
田
初
江

竹
山
に
巣
造
り
し
雌
鳩
の
賊
に
襲
は
れ

し
か
産
卵
地
に
割
れ
ゐ
し

原
口
文
江

ぉ
L

昨
夜
来
降
り
つ
ぐ
雨
に
田
の
面
は
臼
海

と
化
し
畦
ま
で
消
え
ゆ
く

泉
田
政
子

は
ら
か
ら

米
痔
の
母
と
姉
妹
ら
の
顔
銀
色
に
輝
き

き
ぬ

て
お
り
鬼
怒
の
灯
り
に

大新新地

輪里

% % 

里 区
闘% 

平成 4 年10 月 1OH (16) 
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第37回村民体育祭



▲テントの下からは熱い声援が・

第37 回

村民体育祭

▲選手宣誓

楽
隊
の
ド
リ
ル
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
お

昼
の
ひ
と
と
き
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま

し
た
。

今
年
も
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
が
開
会
式
に
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
進
行
に
一
役
買
い
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

成
績
は
、
新
里
区
が
二
年
連
続
九
回

目
の
優
勝
を
し
、
準
優
勝
に
江
口
区
、

第
三
位
に
南
大
島
区
の
順
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
の
成
績
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

•K^. 

•
一

村
内
十
六
行
政
区
、
三
千
三
百
人
余

り
が
参
加
し
て
十
月
十
一
日
、
明
和
中

学
校
校
庭
で
「
第
三
十
七
回
村
民
体
育

祭
」
が
行
わ
れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
区
対
抗
得
点
競
技
十
五
種
目
を
含

む
二
十
七
種
目
が
行
わ
れ
、
各
地
区
の

テ
ン
ト
か
ら
歓
声
や
声
援
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
間
に
は
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
、
八
木
節
、
西
小
児
童
の
一
輪

車
乗
り
、
そ
れ
に
今
回
初
め
て
県
警
音

▲交通安全パレード

こな£9
• ^ .,.. 

さ
わ
や
か
な
秋
に
快
汗

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
と
ふ
れ
あ
い
を

▲先生といっしょに

▲息もぴったり…大なわとび
-_9`  

▲あわてないで、タバコはゆっくりと（タバコ火つけリレー）

平成 4 年11 月 10 日 (2) 
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ヽ和ヘヽ ヽ勺

▲開会式に花を添えてくれた明中吹奏楽部

▲東小児童による鼓笛隊

—•- ｷ-. t -

:
9
.
 

h
 

ム' 

▲選手・応援ー丸となって

▲力走する子どもたち

▲県警音楽隊パレード

第37回村民体育祭得点競技得点表

: 新 江

<上 : 梅 田 矢 中

嘉 ; 井 大 須 : JI I 入江 ケ

里 口 黒 原 島 島 谷 輪 カ良ロ 俣 谷

100 m 競 争 12 14 13 9 6 7 14 5 8 8 14 13 3 8 7 

400m リレー（小・女） 7 6 8 4 6 4 3 8 5 7 3 5 2 1 2 -

400m リレー（小・男） 8 8 6 6 4 5 4 7 3 2 5 7 3 2 1 

ボールカロッティ 7 5.5 7 2.5 8 5.5 5.5 2.5 2 5 5 5 2.5 25 8 2.5 2.5 2.5 

百足競争（男） 8 5 8 7 6 1 2 5 4 3 6 2 4 7 3 1 

百足競争（女） 6 8 3 5 5 8 6 7 4 2 3 4 7 1 2 -

玉 入 れ 8 4.5 1 7 3 7 4.5 8 6 45 2 1 4.5 6 2.5 2.5 

綱 り 1 き 2.5 5.5 2.5 5.5 7 8 2.5 8 2.5 5.5 2.5 5.5 2.5 7 2.5 2.5 

たばこ火つけリレー 8 5 1 2 7 3 4 6 5 6 7 4 2 1 8 3 

400m リレー（中・女） 7 8 8 4 4 6 5 2 5 7 3 3 6 2 1 -

400m リレー（中・男） 3 7 6 8 7 6 8 3 4 2 2 5 1 5 4 

400m リレー（一般女） 7 6 8 5 4 7 8 1 5 2 6 3 4 3 2 

400m リレー（一般男） 8 6 5 5 4 1 4 6 7 3 2 1 8 2 7 3 

カクテルリレー 4 6 7 8 7 8 5 2 6 4 3 5 3 1 2 -

得 点 合 計 95.5 94.5 83 5 78 78 76.5 75 5 70 5 67 61.5 61 61 58 48.5 46.5 14 5 

順 位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

(3) 

J｀｀□」．｀戸

▲さあ「ガンバル」ぞ

▲西小児童による一輪車乗り

て；

I 

▲進行などに活躍したボーイ・ガールスカウト

平成 4 年11 月 10 日
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ヽ
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ヽ

9
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9
9
9
9
9
9
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J

｛
十
月
四
日
⑪
明
和
中
学
校
校
｛

i
庭
で
十
＿
時
間
士
＿
分
と
い
う
長
i

~
時
問
試
合
の
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ

~
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
老
若
男
女
が
~

一
出
場
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
｛

｛
み
ま
し
だ
。

9

,

 

戦い抜いたコラソンソフt­
第3回村民マラソン

ソフt-ポール大会

--— ー・し 』Lつ・

▲健闘を誓い才屋手を交わす両監督

▲選手宣誓

x..隻,

一ーム

っ

きく

文全名

ニム

つ 1-f

きく
-一

大會名

言•[]]•t±±LJ 
口□咬lB睾即L し ， h硲褪詞L る4

NNGA! SCFlB~Ll • ~,. NAIGAI SOfTB~LL'‘ — 二塁

三塁

三
十
l
lチ
ー
ム
・
四
百
四
十
人
が

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

こ
れ
は
平
成
二
年
、
村
が
合
併
三
十

五
周
年
を
記
念
し
て
行
っ
た
事
業
の
一

つ
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
参
加

者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
ふ
れ
あ
い
、
つ

な
が
り
を
作
り
、
心
豊
か
で
潤
い
の
あ

る
生
活
を
ー
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

試
合
は
午
前
七
時
―
二
十
分
、
村
長
の

始
球
式
で
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
午
後
六
時

四
十
二
分
ま
で
、
休
み
な
し
の
連
続
。
フ

レ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
の
木
「
つ
げ
」
チ
ー
ム
と
、
村
の

花
「
き
く
」
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦

村
議
会
議
員
、
区
長
、
農
業
委
員
、
P

T
A

、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一
婦
人
、

郵
便
局
、
村
内
企
業
な
ど
チ
ビ
ッ
子
か

ら
大
人
ま
で
総
数
三
十
ニ
チ
ー
ム
、
四

百
四
十
人
が
参
加
。

勝
負
は
五
十
三
イ
ニ
ン
グ
、
「
つ
げ
」

1
2
6
対
8
6「
き
く
」
で
「
つ
げ
」
チ
ー
ム

が
前
回
に
引
き
続
き
勝
利
。
ホ
ー
ム
ラ

ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
賞
な
ど
の
各

賞
が
贈
ら
れ
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
総
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ

れ
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

▲ |26対86でつげ組の勝利 ▲村長の始球式（プレーボール）

平成 4 年11 月 10 日 (4) 



田ロ 縁さん 野本秋奈さん

◄

田
口
さ
ん
の
作
品

►

野
本
さ
ん
の
作
品

こ
の
ほ
ど
各
種
の
作
文
・
ポ
ス
タ
ー

・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
次
の
方
々

が
入
賞
し
ま
し
た
。

◎
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
過
H

、
村
審
査
を
パ
ス
し

た
二
十
点
が
県
審
査
ヘ
ー
。
こ
の
ほ
ど

そ
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
小
学
校
の

部
で
東
小
の
野
本
秋
奈
さ
ん
と
中
学
校

の
部
で
田
日
縁
さ
ん
が
優
秀
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
な
お
、
田
口
さ
ん
の
作
品
は

中
央
（
国
）
審
査
に
送
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
，
0

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
学
校
九
千

百
十
四
点
、
中
学
校
一
万
一
千
三
十
六

点
、
高
校
四
十
一
点
で
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
小
学
校
の
部
〔
敬
称
略
〕

唸
優
秀
野
本
秋
奈
（
東
小

2
)

食
佳
作
山
本
晴
子
（
東
小

5
)

＊
入
選
砂
賀
紳
悟
（
東
小

1
)

含
入
選
小
平
智
子
（
西
小

6
)

0
中
学
校
の
部

＊
優
秀
田
口

含
入
選
瀬
下

象命
恵
子

中

1
)

中

1
)

人
賞
お
め
で
と
う

◎
群
馬
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
「
第
二
十
三
回
農
協
貯
金
ポ
ス

タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内

で
、
ポ
ス
タ
ー
に
百
四
十
校
、
二
千
百

十
四
点
、
作
文
に
六
十
三
校
、
四
百
四

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
小
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部
〔
敬
称
略
〕

＊
銀
賞
立
岡
賢
持
（
東
小

4
)

0
小
学
校
作
文
の
部

＊
特
賞
（
農
林
中
央
金
庫
賞
）

小
牧
良
充
（
東
小

5
) 新井啓介君

◎
H

本
国
際
連
合
協
会
群
馬
県
本
部
な

ど
が
主
催
し
た
「
第
三
十
九
回
国
際
理

解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
こ
の
ほ
ど
行
わ

れ
、
小
学
校
の
部
で
東
小
の
新
井
啓
介

君
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
国
際
感
覚
を

持
っ
た
人
材
育
成
を
図
ろ
う
ー
と
小
・

中
学
生
を
対
象
に
毎
年
開
か
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
県
内
で
、
小
学
校
の
部
に

四
校
十
九
点
、
中
学
校
の
部
に
十
五
校

百
四
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

0
小
学
校
の
部
〔
敬
称
略
〕

＊
最
優
秀
賞
新
井
啓
介
（
東
小

3
)

r

も
の
を
大
切
に
す
る

ア
イ
テ
ア
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
L
作
品
募
集

県
で
は
「
も
の
を
大
切
に
す
る
ア
イ

デ
ア
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
も
の
を
大
切
に
す
る
意
識

を
高
め
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
群
馬
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
l
t
l
募
集
内
容

主
催
の
「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
進
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
お
よ
び
廃
品

ま
し
た
。
・
不
用
品
な
ど
を
利
用
し
た
ア
イ
デ
ア

な
お
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
作
品

で
三
十
五
回
目
を
迎
え
る
書
道
の
部
に
l
t
l
応
募
資
格

は
県
内
で
、
半
紙
に
四
百
四
十
一
校
、
〇
児
童
•
生
徒
の
部

二
千
百
三
十
四
点
、
条
幅
に
三
百
五
十
県
内
の
小
・
中
・
高
校
の
児
童
生
徒

六
校
、
千
二
百
二
十
六
点
、
二
十
回
目

0

一
般
の
部

の
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
は
県
内
で
、
三
百
県
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人

四
十
七
校
、
千
三
百
七
点
の
応
募
が
あ
l
t
l
応
募
方
法

り
ま
し
た
。
．
リ
ポ
ー
ト
用
紙
な
ど
に
作
品
名
、
使

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
用
材
料
、
使
用
方
法
、
住
所
、
氏
名
、

0
書
道
・
条
幅
の
部
〔
敬
称
略
〕
年
齢
、
職
業
（
児
童
生
徒
は
学
校
名
・

＊
銀
賞
星
野
雅
之
（
中

1
)

学
年
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

、
。

明
和
中
学
校
？
提
出
日
平
成
5
年
1
月
8
日
⑥
•
9
日
由
・

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

1
1
日
⑪
の
い
ず
れ
か
の
日
に
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
大
手
町
県
産

社
会
福
祉
協
力
校
の
活
動
が
認
め
ら
業
会
館
一
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
、
こ
の
ほ
ど
第
一
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
圏
表
彰
な
ど

ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
十
四
応
募
作
品
は
審
査
の
う
え
、
表
彰
・

日
、
兵
庫
県
明
石
市
で
開
か
れ
、
そ
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

席
上
で
、
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
※
問
い
合
わ
せ
先

1
1

県
庁
県
民
生
活
課

し
た
。

6
o
2
7
2闘
1
1
1
1

…
内
線
2
4
6
2

へ
。

小牧良充君

0
中
学
校
作
文
の
部

玄
優
秀
賞
田
村
真
希
恵

（
中
2

(5) 平成 4 年11 月 10 日



話題lVラいろ
運
動
会
と
一
年
置
き
に
開
か
れ
て
い

る
文
化
祭
が
、
十
月
二
十
二
日
、
二
十

三
日
、
明
和
中
学
校
で
行
わ
れ
、
父
兄

や
地
元
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲合唱コンクール

レ・キf・ 一‘... f i • F̀  ジ．
｢ ’ ツ ;. ' 9. ^ ' ...:: ゴ. I ・． . 々 ュ、● E~ ．ーコ

.“',. 
｀・

` ,,_.,'!. 
ごー＝＝→—― • — 

` 
ヽ｀

ン

” 

染 表
各
ク
ラ
ス
・
各
学
年

•
P
T
A

の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作

品
展
示
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
ま

し
た
。

明
和
中
学
校
で
文
化
祭

れ
い
め
い
さ
い

（
黎
明
祭
）

聴
講
生
五
百
人
が
感
餡

ヽ
jドンノゞ

( 
表発ジテス

恒
例
の
村
民
文
化
大
学
は
、
十
月
十

▲
六
H
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
野
球
評
論
家
、

金
田
正
一
さ
ん
が
「
私
の
野
球
人
生
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

持
ち
前
の
ユ
ニ
ー
ク
な
明
る
さ
と
パ

ワ
ー
で
野
球
人
生
の
苦
労
話
を
交
え
熱

弁
を
ふ
る
い
聴
講
生
五
百
人
ほ
ど
を
感

銘
さ
せ
ま
し
た
。

て
こ
の
講
座
は
公
民
館
事
業
の
一
環
と
而

ナ
且ボ

し
て
開
講
し
て
い
る
も
の
で
、
一
セ
ッ
講

を
卜
三
講
座
で
開
か
れ
、
二
十
三
日
・
日
本
ぅ

ジ
る

＿
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
石
川
牧
子
さ
ん
、
ふ

セ
ニ
十
六
H
.
T
B
S

解
説
委
員
新
堀
俊
明
を

ッ
弁さ

ん
と
続
き
、
各
氏
が
個
性
豊
か
に
逸
熱• 

メに
話
を
披
露
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

船風
• 

上江黒でメは打ちとミニ運動会

▼熱心に聴いている聴講生

▼パン食い競争をする子どもたち
、よ

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
よ
う
と
、
十
月
四
日
⑪

上
江
黒
で
は
、
宝
寿
寺
境

内
で
ミ
ニ
運
動
会
と
初
め

て
の
試
み
と
し
て
そ
ば
打

ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
江
黒
昭
和
会
（
会
長1
1

江
森
浩
さ
ん
）
が
主
催
し
、

老
人
会
、
子
ど
も
会
、
小
学
校

P
T
A

等
が
協
力
、
老
若
男
女

百
人
余
り
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
に
汗
を
流
し
、
昼
食
に

は
、
そ
ば
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で

舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
初
秋
の
一

日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

平成 4 年11 月 10 日 (6) 



話題LYラいろ
十
月
二
十
五
日
、
大
輪
の
八
木
山
常

光
寺
（
曹
洞
宗
）
で
大
遠
忌
法
要
が
、

館
林
市
、
邑
楽
郡
内
の
曹
涸
宗
住
職
二

十
名
を
は
じ
め
、
来
賓
、
檀
徒
の
人
た

ち
百
三
十
人
余
り
が
参
列
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

永
禄
元
年
十
月
、
八
木
山
常
光
寺
が

開
山
さ
れ
ま
し
て
今
年
で
四
百
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
先
祖
が
偉
大
な

る
行
跡
を
残
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
の

繁
栄
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
行
事
の
―
つ
、
檀
徒
児
童

の
稚
児
行
列
は
見
事
な
も
の
で
、
三
歳

▲大遠忌法要

逗ぷな心寧＿ ! 塁
▲集落内を練り歩く稚児行列

か
ら
十
二
歳
ま
で
の
六
十
八
人
が
冠
な

ど
を
ま
と
っ
た
稚
児
姿
で
集
落
内
を
練

り
歩
く
と
つ
め
か
け
た
沿
道
の
人
た
ち

か
ら
「
か
わ
い
い
ね
、
す
て
き
ね
」
の

声
が
行
く
先
々
で
聞
か
れ
見
物
人
を
魅

了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
一
時
間
後
、
境
内
に
到
着
し
、

全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
常
光
寺
本
堂
で
は
、
午
前
十

時
十
五
分
か
ら
開
山
、
歴
住
大
和
尚
大

遠
忌
、
午
前
十
一
時
か
ら
檀
徒
先
祖
大

報
恩
忌
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

l 9, 

▲境内を出発する稚児

大
輪
常
光
寺
開
山
四
百
周
年
で
稚
児
行
列

利
根
川
総
合
運
動
場
南
側
に
秋
を
代

表
す
る
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環

と
し
て
、
村
職
員
が
植
え
、
管
理
し
て

パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら

研
修
生
来
庁

南
米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
か

ら
、
青
果
物
流
通
シ
ス
テ

ム
研
修
の
た
め
四
人
の
方

が
来
庁
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
本
村
梅
原
に

在
住
で
今
年
五
月
か
ら
パ

ラ
グ
ア
イ
で
野
菜
顆
の
集

荷
と
出
荷
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
指
導
し
て
い
る
儀

川
林
蔵
さ
ん
の
知
人
で
、

こ
れ
か
ら
一
カ
月
間
群
馬

県
、
東
京
都
、
福
岡
県
な

ど
で
研
修
す
る
予
定
で

す
。 コスモスの

花満開

▲玄関前で村長と記念撮影

(7) 

き
た
も
の
で
す
。
さ
わ
や
か
な
風
に
ゆ

れ
る
コ
ス
モ
ス
は
、
人
の
心
を
な
ご
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
肥
培
管
理
を
十
分
行

い
、
毎
年
花
を
開
か
せ
る
よ
う
努
力
し

て
行
き
ま
す
。

▲満開のコスモス畑

平成 4 年11 月 10 日



⑥
期
日

1
1
1
2
月

1
3日
⑭

⑥
会
場

1
1

社
会
体
育
館

⑥
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
の
方
〔
小

学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
一
般
（
高

校
生
含
む
）
の
部
〕

⑥
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
1
月

2
6日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

大
佐
貫
老
人
ク
―
r
7
僅
勝

老
人
福
祉
セ
‘
X
7
1
新
人

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
優
勝
1
1

大
佐
貫
老
人
ク
ラ
ブ
▽
準

優
勝
1
1

南
大
島
上
老
人
ク
ラ
ブ
B

▽
第

三
位
1
1

千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ
・
大
輪
長

寿
会 第

3
3回
卓
球
大
会

参
加
者
募
集

ムチJ
 c
 

会寿長輪大r
 

-
:
n
c
1
た

F
t
”
し

J
／
ざ
―
r涵
二
勝

-
2

石
ニ
コ
～
一
パ

9
0t
4
r
ー

T
-
4

▽
優
勝
1
1

大
輪
長
痔
会
C

▽
準
優
勝

1
1

大
輪
長
痔
会
B

▽
第
三
位
1
1

川
俣
白

大
輪
長
寿
会

C
優
勝

老
人
福
祉
セ
‘
ご
勺
J

ボ
ー
ル
カ
n
ッ
テ
ィ
大
会

▲優勝した「大佐貫老人クラブ」チーム

第
7
回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

【
一
般
男
子
の
部
】
〔
敬
称
略
〕

▽
優
勝
1
1

関
本
学
・
坂
村
秀
樹
組

▽
準
優
勝
1
1

畑
忠
男
・
小
松
修
組

▽
第
三
位
1
1

小
内
敏
明
・
小
峰
浩
組

•
石
川
和
夫
・
新
井
正
章
組

【
一
般
女
子
の
部
】

▽
優
勝
1
1

中
山
弘
美
・
江
森
員
里
子
組

▽
準
優
勝
1
1

蓮
見
良
子
・
成
田
一
枝
組

▽
第
三
位
1
1

持
田
秀
子
•
関
口
初
美
組

▲優勝した「南大島上・下老人クラブ A 」チーム

【
一
般
男
子
の
部
】
〔
敬
称
略
〕

▽
優
勝
1
1

柿
沼
哲
也
・
木
村
弘
組

▽
準
優
勝
1
1

川
上
文
良
・
小
島
一
浩
組

▽
第
三
位
1
1

新
井
和
彦
・
藤
倉
忠
組

【
中
学
生
男
子
の
部
】

▽
優
勝
1
1

橋
本
裕
司
．
勝
野
修
平
組

第
1
8回
村
民
ツ
つ
ト
テ
ニ
ス
大
会

▽
優
勝
1
1

南
大
島
上
・
下
老
人
ク
ラ

ブ
A

▽
準
優
勝
1
1

千
津
井
老
人
ク
ラ
ブ

B

▽
第
三
位
1
1

須
賀
八
千
代
会
A
▽
第

四
位
1
1

南
大
島
上
・
下
老
人
ク
ラ
ブ
B

南
大
皐
上
・
下
老
人
ク
―
っ

7
A
僅
勝

老
人
福
祉
セ
‘
ご
勺
J

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

寿
会
A

▽
第
四
位
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ

▲一般女子の部優勝「中山・江森組」 ▲一般男子の部優勝「関本・坂村組」

▲中学生の部優勝「橋本．勝野組」「砂賀・栗原組」 ▲一般男子の部優勝「柿沼・木村組」

▽
準
優
勝
1
1

根
岸
正
浩
・
小
久
保
直
樹

組
▽
第
三
位
1
1

立
岡
功
之
・
坂
村
文
敏

組【
中
学
生
女
子
の
部
】

▽
優
勝
1
1

砂
賀
絵
里
花
・
栗
原
千
佳

組
▽
準
優
勝
1
1

渡
辺
静
香
・
篠
木
良
江

組
▽
第
三
位
1
1

牛
久
保
恵
子
・
田
口
律

子
組

平成 4 年11 月 10 日 (8) 



澄
む
瞳
も
て
明
る
＜
語
る
学
園
の
娘
ら

み
ょ
→

の
欠
け
し
歯
妙
に
気
に
な
る

（
榛
名
学
園
に
て
）
江
森
政
美

し
わ

田
植
え
終
わ
し
跛
な
き
ま
で
に
む
く
み

た
る
手
を
お
し
隠
し
杜
に
出
勤
す

立
岡
正
夫

か
ほ
や
が
沼

こほろぎ

短歌会 新井初太郎さん

自
治
大
臣
表
彰

新
井
初
太
郎
さ
ん

江
口
の
新
井
初
太
郎
さ
ん
（
八
ー
）
は
、

こ
の
ほ
ど
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
新
井
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年

八
月
ま
で
、
十
二
年
間
も
の
永
き
に
わ

た
り
村
議
会
議
長
と
し
て
、
公
正
な
議

会
運
営
に
尽
力
さ
れ
地
方
自
治
の
発
展

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
郡
議
長
会
会
長
を
昭
和
五
十

二
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
八
年
八
月
ま

で
六
年
五
カ
月
、
さ
ら
に
県
議
長
会
会

長
を
昭
和
五
十
六
年
六
月
か
ら
昭
和
五

十
八
年
八
月
ま
で
二
年
三
カ
月
歴
任
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
偉
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

ま
つ

犯
罪
を
し
た
者
の
改
善
お
よ
び
更
生

を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
に

当
た
る
保
護
司
と
し
て
、
矢
島
の
渡
邊

和
夫
さ
ん
（
六
二
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
護
司
の
仕
事
は
、
渡
邊
さ
ん

の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
社
会
的
信

望
も
厚
い
人
に
適
し
て
お
り
、
渡
邊
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

第
3
回
グ
ぅ
ゥ
‘
xド

ゴ
ル
つ
大
会

▽
優
勝
1
1

柿
沼
け
さ
子
▽
準
優
勝
1
1

吉
永
静
江
▽
第
三
位
1
1

清
水
治
雄
▽
第だ

朝
か
ら
の
強
い
日
射
し
に
泣
く
孫
を
抱

け
ば
体
音
の
ぬ
く
も
り
伝
ふ瀬

下
一
江

き
じ
ゅ
う
き

日
中
の
騒
音
い
づ
こ
起
重
機
は
恐
竜
の

ご
と
し
づ
ま
る
夜
の
工
事
場
に

奈
良
原
き
く
の

す
い
か

切
り
売
り
の
西
瓜
で
足
り
る
老
二
人
今

日
も
小
さ
め
を
選
び
て
求
む

柿
沼

渡邊和夫さん

保
護
司
に
渡
邊
さ
ん

四
位
1
1

関
口
し
ず
▽
第
五
位
1
1

始
沢
き

み
▽
第
六
位
1
1

恩
田
義
雄
〔
敬
称
略
〕ん

~
さ

1
r
'
:
`
l

』
]

＂
P
り
‘`
rt
{
i
琴
牛
乳
の
効
果

芯
，
；
ふ
↑
ふ
"
]
]
柿
①
牛
乳
の
た
ん
ぱ
く
質
は
、
自
律
神
経

｀
｀
万

4
9う
｛
に
働
い
て
血
圧
を
下
げ
る
。

，
ぶ
ぎ
②
牛
乳
の
た
ん
ぱ
く
質
は
‘
血
圧
を
上

5
心
卜3水
皇
清
げ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
外
へ
追
い
出

召
ら
す
作
用
が
あ
る
。

喜
疇
〗
左
③
牛
乳
の
た
ん
ぱ
く
質
は
、
血
管
を
し

④
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
高
血
圧
を

io
い
な
や
か
に
し
、
動
脈
硬
化
を
防
＜
゜

防
ぐ
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
⑤
胃
か
い
よ
う
や
胃
酸
過
多
の
治
療
薬
。

1
1月
9
日
ー

1
5日
⑥
肌
を
美
し
く
す
る
美
容
効
果
。

牛
乳
は
完
全
食
品
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

⑥
統
一
標
語
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。

「
点
検
を
重
ね
て
築
く
、
火
災
ゼ
ロ
」
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
は

1
0
0
グ
ラ
ム
中

1
0
0
ミ

⑥
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
リ
グ
ラ
ム
と
多
く
、
し
か
も
た
い
へ
ん

L

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
吸
収
率
が
よ
く
、
有
効
な
カ
ル
シ
ウ
ム

し
な
い
供
給
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ

2

子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
ム
の
吸
収
は
、
リ
ン
・
ビ
タ
ミ
ン

D
.

で
遊
ば
せ
な
い
良
質
た
ん
ば
く
質
が
十
分
あ
る
と
よ
く

3

風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
な
り
ま
す
が
、
牛
乳
に
は
そ
れ
ら
が
十

4

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
分
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
吸
収
率
が
高

を
は
な
れ
な
い
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

5

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
に
つ
い
て
は
、
先

置
か
な
い
月
号
ま
で
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
骨

6

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
が
弱
ま
る
ば
か
り
か
、
外
部
の
刺
激
に

1

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
敏
感
に
な
り
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
起

を
近
づ
け
な
い
こ
す
要
因
に
も
な
り
ま
す
ね
。
で
す
か

ら
成
長
期
の
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ

ハ
ロ
ー
健
康
⑧

ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
や
す
い

中
年
過
ぎ
の
女
性
、
そ
し
て
骨
の
老
化

が
起
こ
り
始
め
た
お
年
寄
り
も
、
良
質

な
カ
ル
シ
ウ
ム
源
と
し
て
毎
日
牛
乳
を

飲
み
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
栄
養
素
と
し
て
は
、
人
間

の
細
胞
を
作
り
出
す
の
に
必
要
な
必
須

ア
ミ
ノ
酸
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
だ
良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
、
消
化
の
よ
い
脂
肪
、

乳
児
に
は
欠
か
せ
な
い
乳
糖
な
ど
を
含

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
脂
肪
分
に
は

飽
和
脂
肪
酸
が
多
い
の
で
、
お
年
寄
り

や
肥
満
ぎ
み
の
方
に
は
ロ
ー
フ
ァ
ッ
ト

牛
乳
や
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
飲
む
ほ
う
が

理
想
的
で
す
。贔

よ
く
、
冷
た
い
牛
乳
を
急
い
で
飲
む

と
胃
が
痛
く
な
っ
た
り
、
下
痢
を
し
た

り
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
ゆ

っ
く
り
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
牛
乳
は
胃
か
い

よ
う
や
胃
酸
過
多
の
有
効
な
治
療
薬
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
に
な
っ
て
、
牛
乳
が
飲
み
に
く

く
な
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
乳
糖
を
分
解
す
る
酵
素
の
分
泌
が
減

っ
て
く
る
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人

に
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
い
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
牛
乳
に
は
肌
を
美
し
く
す
る

美
容
効
果
も
あ
り
ま
す
。
風
呂
に
入
れ

た
り
、
牛
乳
を
入
れ
た
お
湯
で
洗
顔
す

る
と
肌
が
な
め
ら
か
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
牛
乳
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
の
健
康
食
品
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

(9) 平成 4 年11 月 10 日
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年金についての疑問

ご相談ください

保険料を納める方、年金の受給や

各種手続きをしたい方など、どんな

ことでも結構です。相談は無料です。

お気軽にご相談ください。

圏日 時＝ 11 月 17 日伏）

午前10時～午後 3 時

圏会場＝村中央公民館講堂
圏相談員＝社会保険事務所相談官

※詳しくは、住民課へ。

第3回親子のつとい

参加者募集

圏期 B =11 月 28 日（士）～笞9 日（日）

Ill場所＝県立妙義少年自然の家

Ill参加対象者＝県内に在住する小・

中学生とその親

Ill募集人員＝ 80人

圏内 容＝星の観察、野外活動

Ill募集期限＝ 11 月 21 日（士）

Ill参加費＝ 1 人当たり 2,500円

Ill 申し込み・問い合わせ先＝住所・

氏名・年齢・性別・電話番号を明

記のうえ、はがきで〒379-02 甘

楽郡妙義町諸戸1106 県立妙義少

年自然の家合0274(73)2101 へ。

1 1 月は雇用保険
推進月間です

雇用保険の失業給付は、労働者が

失業した時に再就職するまでの間、

生活の安定を計るため支給されるも

のです。しかしながら、本制度の趣

旨に反し、受給中に就職やアルバイ

ト、自営業をしていても届け出をし

ないで不正に受給する人が後を絶た

ない状況です。

不正受給をしても必ず発見され、
支給停止や倍額返還などのほか、刑
法による処罰を受けますので、雇用

保険の失業給付を受けている方は正

しく申告をしましょう。

※詳しくは、館林公共職業安定所

合(72)4365へ

平成 5 年度

保育園児募集

圏募集期間＝ 11 月 10 日閲から 30 日(JI)

まで

〇募集人員＝東保育園60人、中央保

育園90人、西保育園90人

〇対象児＝就学前の幼児

圏入園資格＝村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで幼児の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育にかけると認められる世帯の

幼児等。

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

ください。

館林厚生病院

調理師募集

館林厚生病院では調理師を募集し

ています。

圏職種・人員＝調理師……若干名

®応募資格＝調理師の有資格者およ

び平成 4 年度卒業見込み（資格取

得見込み）の方で、年齢は20歳～
40歳未満の男女

圏応募期間＝ 11 月 2 日（月）～ 25 日（水）

〇提出書顆＝履歴書および調理師の

免許の写し（有資格者）

＊試験＝作文および面接試験

0試験日＝ 11 月 30 日（月）

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

（館林厚生病院）庶務課人事係 合

(72)3140へ。

餅つきとしめなわづくり

参加者募集

亜期日＝12 月 12 日（土）～ 13 日（日）

圏会 場＝県立東毛少年自然の家

圏対象者＝小・中学生とその保護者

＊募集人員＝ 100人（申し込み順）

0内 容＝◇餅つき◇しめなわづく

り◇師走の民族的行事の話

圏参加費＝ 1 人当たり 2,600円

〇申し込み・問い合わせ先＝ 12 月 5

日までに県立東毛少年自然の家（〒

379-23 新田郡薮塚本町大字藪塚

3657) ffi) 277(78)5666へ電話かはが

きで申し込んでください。

村の無料法律相談

◇日時＝ 12 月 10 日（杓午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 12月 1 B から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児・健診

◇日時＝12月 10 B （杓午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 12 月 1 日因午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 12月 15 日（灼午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 12 月 17 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝12 月 3 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

1 歳 6 カ月児健診

◇日時＝ 11 月 17 日（灼午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 1 歳 6 カ月～ 8 カ月児

平成 4 年11 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です (10) 
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平成4年分
年末調整等説明会

0日時＝11 月 18 日（水）午後 1 時30分

0場所＝村中央公民館

源泉徴収義務者は必ず受けるようにしましょ

つ。

※詳しくは、館林税務署ff(72)4373へお問い合わ

せください。

群馬県最低賃金

10月 1 日から改正されました

日額 4,380円

時間額 548円

詳しくは、

群馬労働基準局

合0272(31)4516

募金はユニセフに寄付
ボーイスカウト

ボーイスカウト明和第 1 団は、村民体育祭時

に募金活動を行い、 7,774円の浄財を集めました。

それを闘日本ユニセフ協会に寄付され、礼状

をいただきました。

(11) 

公正証書の作成は公証役場で

公証制度は、国の機関である公証人が公正証書を作成するなど

して、権利の争いを防ぎ、住民の方々の財産や権利を守る、いわ

ば予防司法としての役割を果たす制度です。

公証事務に関する記事を、今月から平成 5 年 2 月まで 4 回に分

けて掲載します。

遺言は公正証書で（1)

〇利点

①国の機関である公証人が作るので、

②原本が公証役場に保存されるので、

がありません。

③裁判所の検認不要のため、相続人が裁判所に行く手間、時間、

費用が省けるほか、相続人間の争いの種になりません。

④名義書替えが、他の相続人の印鑑不要のため、簡単にでき、

相続人間の争いを防止できます。

⑤内容が他に漏れる心配がありません。

⑥節税できるほか、手数料が安価です。

⑦センターに集中登録され、作成公証役場、 日付、番号等が簡

単に分かります。

＠手続き

①遺言者の印鑑証明書 ②遺言者の固定資産評価証明書

産をもらう人の戸籍謄本と住民票 ④証人二人の住民票

※問い合わせ先＝太田公証役場（太田市飯田町1245-1 清水ビル

1 階）合(45)8469へ。

内容が正確です。

紛失、破棄、偽造の心配

武蔵大橋が時間で全面通行止

③遺

主要地方道足利邑楽行田線、

利根大堰水門設備工事のため、

なります。

0期間＝ 11 月 16 日（月）～ 21 日（士）

圏時 間＝午前 9 時から午後 5 時まで全面通行止となります。

※詳しくは、水資源開発公団利根導水総合管理所合0485(57)1501 へ。

役場の電話番号は

行田市須加地内武蔵大橋において、

下記のとおり時間で全面通行止と

至蓮LJしー＿□二□ lLJ[9]算旨
昭

7；□□;的
村
の
最
高
齢
者
で
あ
っ
た
須

賀
の
神
谷
た
け
さ
ん
が
去
る
十

月
二
十
六
日
午
前

0
時
三
十
分

老
衰
の
た
め
自
宅
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

生
前
は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が

何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ
た
神
谷

さ
ん
。
こ
こ
に
村
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
ょ
う
。

村
の
最
高
齢
者

神
谷
た
け
さ
ん
逝
去

(84) 3 1 1 1 です 平成 4 年11 月 10 日
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し
9
し
9
し
ヽ
ヽ
9
9
9
ー
し
し
9
9
‘

―

ご
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

11 月 15 日
落合医院川田（耳）医院 後藤（内）医院合 (72)0134 永寿堂医院 館林地区と

曜 fl(72) 3160 合 (72)3314 上野医院合(72)3330 合 (72)4469 同じです。

11 月 22 日
古屋病院川村医院 森下医院ff(73) 7776 海宝医院 館林地区と

当
fl (63)616| 合 (72) 1337 田内医院合(72)3855 合 (74)0811 同じです。

11 月 29 日
真中医院川田医院 安楽岡医院合(72)0572 新橋病院 小西医院

合(72) 1630 合 (72)3724 横田（善）医院合 (72)4970 合（75)30 I I 合(86)2261
番

ふ話□て : ま寺12 月 6 日
横田偶）医院小倉医院 大石医院合(74)2362 岡田医院 竹越医院

医
合(72) 0255 合 (72)0606 堀越医院合(73)415| fi' (72)3163 合 (84)3137

12 月 13 日
落合医院大神医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 館林地区と

合(72)3160 合 (62)2200 田内医院合(72) 3855 合 (72)6000 同じです。

10月の

皐
救急車出動回数

●交通事故 3 件

●急病 10 件

●その他 8 件

●計 21 件

代
表

甘
い
花
の
香
り
か
研
修
室
い
っ
ぱ
い

に
漂
い
、
机
の
上
に
は
と
り
ど
り
の
花

の
包
み
が
番
号
を
つ
け
て
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
や
が
て
二
十
一
名
の
会
員
が
抽

選
番
号
を
確
か
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
花
の
前
に
座
る
。

今
日
は
、
生
花
愛
好
会
が
一
年
間
の

成
果
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
公
民
館

ま
つ
り
の
生
け
込
み
の
日
で
あ
る
。

春
を
先
取
り
し
た
あ
で
や
か
な
色
彩

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ

大
木
美
奈
子

は
じ
め
ま
し
て
、
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
で

す
。
「
二
歳
児
放
送
教
室
」
で
知
り
合
っ ⑮ 

代
表
江
森
政
美

生
花
愛
好
会

⑭ 

人
の
心
を
和

と
、
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
し

ば
ら
く
花
と
取
り
組
む
真
剣
な
時
が
流

れ
、
ほ
っ
／
．
と
言
う
た
め
息
も
聞
か
れ

る
。
花
の
命
と
花
の
美
し
さ
を
最
高
に

表
現
し
て
あ
げ
よ
う
と
、
何
も
忘
れ
て

没
頭
す
る
幸
せ
な
時
間
で
あ
る
。

先
生
の
ご
指
導
を
項
い
た
花
か
ら
、

次
々
と
ロ
ビ
ー
に
運
び
、
白
布
で
飾
ら

れ
た
机
の
上
に
は
と
り
ど
り
の
花
器
に

生
け
ら
れ
た
花
々
が
並
び
、
名
札
が
つ

け
ら
れ
て
一
段
落
、
ロ
ビ
ー
か
一
層
華

や
か
な
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
一

同
揃
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
花
の
持
ち
味
を

確
か
め
な
が
ら
、
生
け
方
を
観
賞
す
る

時
間
も
う
れ
し
い
。

花
は
本
当
に
美
し
く
、

た
お
母
さ
ん
達
で
結
成
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
一
―
年
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
月
第
一

水
曜
日
中
央
公
民
館
に
集
ま
り
、
親
子

で
人
形
劇
、
ゲ
ー
ム
や
歌
遊
び
な
ど
を

行
い
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
企
画
、
準
備
、
進
行
と
す

べ
て
お
母
さ
ん
達
の
手
作
り
の
サ
ー
ク

ル
で
す
。
春
は
遠
足
、
夏
は
水
遊
び
、

秋
は
公
園
で
の
外
遊
び
、
冬
は
ク
リ
ス

マ
ス
会
と
季
節
ご
と
の
催
し
も
充
実
し

て
き
ま
し
た
。

会
報
「
ひ
よ
こ
通
信
」
も
毎
月
発
行

し
、
”
み
ん
な
で
楽
し
く
育
児
を
し
ま
し

ょ
う
”
を
合
言
葉
に
、
今
後
も
か
わ
い

い
子
ど
も
達
の
た
め
に
メ
ン
バ
ー
全
員

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
歳
六
カ
月
か
ら
保
育
園
入
園
前
の

子
ど
も
が
い
る
お
母
さ
ん
、
よ
ろ
し
か

っ
た
ら
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
限
ま
で
に

一
今
月
の
納
め
一

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入

月
で
す
。

納
期
限
は

3
0日
で
す
。

納
め
ま
し
ょ
う
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
]

〇
柿
沼
秋
―
一
さ
ん
（
田
島
）
は
5

万
円

0
飯
塚
明
子
さ
ん
（
千
津
井
）
は3
万
円

0
鈴
木
ぎ
ん
さ
ん
（
新
里
）
は

5

万
円

0
森
田
聖
清
君
、
佐
藤
加
奈
恵
さ
ん
・

祐
輔
君
（
上
江
黒
）
は1
千
円

0
野
本
高
男
さ
ん
（
大
輪
）
は

5

万
円

阻珊卿疇暉躙躙諏譴罪繭噸

や
か
に
し
て
く
れ
る
。
何
事
も
忘
れ
て

花
と
取
り
組
む
時
間
が
う
れ
し
く
て
、

も
う
何
年
も
生
花
を
続
け
て
い
る
。

講
習
会
は
、
毎
月
最
終
土
曜
H

、
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
行

っ
て
い
ま
す
。

大早小大栗柳河福闘金瀧甲
橋川松矢原田内島ハ子澤原

原 加か

閏］開已贔：夏届罰：舜杞斐々夏［翠且認ど繁き讐ぎ名
ゆ満由 順義ひ政一正直正和幸和公昌和房 晴嘉順雄 X
か希智ろ 正 hナ
り男子 子男子一子美—子榮恵夫美男美浩枝 美行子二iぅ

長長―長長長長長長―長長続
男女勇男女男女男男勇女女柄

ー
あ
く
や
み
ー

年
齢
世
帯
主

6
5
信
男

9
3
芳
雄

7
3
義
行

7
9
貴
美
男

1
0
2
憲

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

0
小
磯
た
ま
さ
ん
（
川
俣
）
は
2

万
円

0
関
日
廣
利
さ
ん
（
新
里
）
は

3

万
円

0
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
昧
（
足
利
市
）
は

9
千
円

〇
松
本
芳
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は

3
0万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
幅
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出

神牛奈松岡
谷久良本安氏
保

た正長い血名
け市松と豆

須上田大南地
江大

賀黒島輪島区

嗚冗％％％ i喜

南中南新南梅新江下入
大大大 江ケ
島谷島里島原里口黒谷谷里

中

% ％桝： % % ％男％ ％賓％

氏

新地

区
闘% 

あ
め
で
だ
ー

平成 4 年11 月］ 0 日 (12) 
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文化祭・健康まつり・商工祭



L 

公
民
館
事
業
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
文
化
祭
が
十
一
月
一
、
二
、

三
日
の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
を
メ
ー

ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

切
り
絵
、
書
道
、
日
本
画
、
陶
芸
、

手
芸
、
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ
ー
、
生
け
花
な

ど
、
と
こ
ろ
狭
し
と
展
示
、
そ
れ
ぞ
れ

の
出
来
栄
え
に
訪
れ
た
人
た
ち
を
感
心

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
視
聴
覚
室
で
は
よ
み
き
か
せ

か
、
談
話
室
で
は
荼
会
が
、
講
堂
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
、

盛
大
な
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

初
日
の
一
日
に
は
健
康
ま
つ
り
が
、

三
日
に
は
商
工
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
並
行
し

て
開
か
れ
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
健
康

ク
イ
ズ
、
腕
相
撲
大
会
、
そ
し
て
、
も

ち
つ
き
大
会
、
バ
ザ
ー
、
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
、
軽
飛
行
機
の
体
験
試
乗
（
地
上

滑
走
）
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

◄

健
康
ま
つ
り
「
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
」

`
’
'
‘
9

よ

I
I
'
r
,
‘

-ｷ 

^•,~ 

迄
i
/
」
『

{
f
t
`

}

~

1

"

-

.

 

K-

菊
花
展
も
並
行
し
て
行
わ
れ
、
会
場

の
随
所
に
丹
精
込
め
た
大
輪
の
菊
花
が

飾
ら
れ
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

た
だ
よ
う
菊
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

秋
を
飾
る
文
化
祭

▲家族連れで賑わう

▲芸能発表会 ▲商工祭「模擬店」 ▲商工祭「もちつき大会」

平成 4 年12 月 10 日 (2) 



0
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）
1
1

武

井
英
夫

0
最
優
等
（
村
長
賞
）
1
1

吉
永
年
雄
▼

同
（
村
議
長
賞
）1
1

関
本
宗
市
▼
同
（
市

農
協
長
賞
）
1
1

岡
安
長
吉
▼
同
（
商
工

会
長
賞
）
1
1

坂
上
若
栄
▼
同
（
教
育
長

賞
）
1
1

関
口
治
助
▼
同
（
文
化
協
会
長

賞
）
1
1

島
田
彦
一
▼
同
（
文
化
協
会
園

芸
部
長
賞
）
1
1

関
本
政
市

0
優
等
1
1

関
本
宗
市
、
島
田
彦
一
、
武

文
化
協
会
園
芸
部
の
部

1
3
8

点

出
o
o
o
者3
8
名

武
井
英
夫
さ
ん
特
選

菊
蕉
る
秋
ー
、
文
化
祭
と
並
行
し
て

開
か
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
菊
花
展
の
表
彰
式
が
十

一
月
二
日
、
村
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

武
井
英
夫
さ
ん
が
特
選
に
師
く
な
ど
、

次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

〈
上
位
入
選
者
紹
介
〉

菊
花
展

武井英夫さん

井
英
夫
、

村
み
や
、
岡
安
長
吉
、

関
本
政
市

関
口
治
助
、

i
 

i
 

i
 一

i
 

i
 

石
i一一

〔
散
称
略
〕
i

一i
 

老
人
ク
ラ
ブ
の
部
i

一

薗
者

1
2
3
名
1
2
3

点
i一

【
大
輪
の
部
】
一

衝
特
選

1
1

島
田
よ
し
i

衡
最
優
等
1
1

吉
永
年
雄
・
田
口
志
か
i

一

圏
優
等

1
1
田
口
千
代
・
門
間
と
よ
一

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】
i

0
特
選

1
1

秋
野
し
づ
か
i

0
最
優
等
1
1

清
水
義
雄
・
田
島
定
治
一

i
 

＊
優
等

1
1
田
島
孝
子
・
渡
辺
周
蔵
一

〔
敬
称
略
〕
i

i
 

i
 

菊
つ
く
り
教
室
の
部
一

i
 

出
品
者
2
3
名
3
7
点
―i

 
i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 一

【
競
技
花
の
部
】

圏
特
選

1
1

柿
沼
た
け

奎
最
優
等
1
1

砂
賀
ふ
じ

0
優
等

1
1

阿
部
な
み

【
自
由
花
の
部
】

圏
特
選

1
1

新
井
繁
二
郎

奎
最
優
等
1
1

坂
上
若
栄

唖
優
等

1
1

高
橋
末
松

〔
敬
称
略
〕

「
納
税
は

未
来
の
た
め
のみ

ん
な
の
貯
金
」

飯
野
剛
志
（
中

3

税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

税
意
識
の
高
揚
と
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
関
東
信
越
国
税
局
主

催
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
学
生
対
象
）

で
、
本
村
で
は
次
の
生
徒
が
入
賞
し
ま

し
た
。
〔
敬
称
略
〕

◎
館
林
税
務
署
長
賞

「
生
か
し
ま
す

税
は
み
ん
な
の

ノ
ー
ト
ナ
ー
」

゜
ヽ

内
田
真
由
美
（
中

3
)

内田真由美さん

◎
館
林
財
務
事
務
所
長
賞

◎
明
和
村
長
賞

篠
原
新
一
（
下
江
黒
）

木
村
行
男
（
江
日
）

立
川
祐
一
（
梅
原
）

小
磯
伸
二
（
南
大
島
）

団
員
歴
6
年

団
員
歴
7
年

団
員
歴
6
年

団
員
歴
6

年

館
林
地
区
消
防
組
合

団
長
表
彰

木村裕子さん

「
税
金
を

納
め
て
安
心住

み
よ
い
社
会
」

木
村
裕
子
（
中
2

飯野剛志君

ー：
▲入賞した選手たち

十
月
二
十
八
日
、
県
営
敷
島
陸
上
競

技
場
で
、
第
二
十
一
回
県
小
学
校
陸
上

教
室
記
録
会
が
、
二
十
三
郡
市
か
ら
千

百
四
人
の
チ
ビ
ッ
子
選
手
が
参
加
し
、

ト
ラ
ッ
ク
五
種
目
、
フ
ィ
ー
ル
ド
四
種

目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

百
メ
ー
ト
ル

＊
第
二
位
森
田
純
一
（
東
小

6
)

〇
走
り
高
跳
び

含
第
一
位
森
原
昌
代
（
東
小

6
)

＊
第
二
位
上
野
浩
一
（
東
小

6
)

0

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

＊
第
六
位
高
瀬
裕
介
・
上
野
浩
一
・

田
子
真
二
•
森
田
純
一
（
東
小

6
)

〔
敬
称
略
〕

教県

学
校
陸

室
記
録

会

小

上

松
本
貴
之
（
大
輪
）
団
員
歴

6

年

石
村
吉
久
（
大
佐
貰
）
団
員
歴
8
年

◎
須
賀
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
永
井
和
子
）

◎
上
江
黒
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
原
島
美

知
子
）
〔
敬
称
略
〕

(3) 平成 4 年12 月 10 日



式
一

帷追者没
一

翡村
『
毯
磁
皇
室
繭

和明

ーウ

19和
ゃ

I がii
9 - - l長 1一

戦没者追悼式

しめやかに

日
本
は
戦
後
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

緊
栄
と
平
和
の
か
げ
に
は
祖
国
の
た
め
、

若
く
し
て
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
多
く

の
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
、

こ
れ
等
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
毎
年
追

悼
式
を
行
い
、
英
霊
の
ご
め
い
福
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

菊
輪
を
献
花

り

か

゜゜。゚
‘0
1
3
 

十
一
月
四
日
、
中
央
公
民
館
で
「
平

0

成
四
年
度
村
戦
没
者
追
悼
式
」
が
、
遺
t

:
1
月
号
一

゜

族
や
関
係
者
お
よ
そ
三
百
人
が
参
列
し

て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
~

0
前
助
役
、
関
口
凌
次
氏
の
勲
五
等
双

先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
若
き
命

0

光
旭
日
章
受
章
祝
賀
会

を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
、
三
百
余
名
の
村

e
o
優
良
青
年
農
業
者
と
し
て
、
小
磯
伸

゜

内
戦
没
者
に
対
し
村
民
あ
げ
て
追
悼
の
＞
ニ
・
英
美
子
さ
ん
夫
妻
表
彰
さ
れ
る

意
を
表
わ
す
た
め
、
例
年
こ
の
時
期
に

3〔
つ
』
月
号
一

実
施
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
「
戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ

V
0

新
春
恒
例
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
-
―
-

゜

れ
た
墓
標
を
囲
む
よ
う
に

0

百
五
十
八
人
参
加
）
、
各
部
門
優
勝
者

菊
の
花
が
飾
ら
れ
、
整
然
〇
紹
介

と
静
ま
り
か
え
る
雰
囲
気

e
0

故
・
田
口
重
夫
氏
、
勲
六
等
瑞
宝
章

゜

の
中
、
式
は
助
役
の
開
会

A

受
章

の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
館

0
0
館
林
地
区
消
防
組
合
出
初
め
式

林
地
区
消
防
組
合
音
楽
隊

0

ぷ
．
り
、

9

の
演
奏
で
国
歌
斉
唱
、
そ

<
d
'
-
l
-
-
l

□

O
r
,
-
‘

、
.
-
.

し
て
参
列
者
全
員
で
一
分

0

間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
0

村
長
式
辞
、
知
事
、
村
議

0
`
,
C

会

会
議
長
、
村
遺
族
会
長
の

X

大

追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら

0
-

れ
ま
し
た
。
〇
ー
，

I
I

・
ラ

_
_
 
'
・
マ

〇
ゴ
民

式
次
第
が
進
む
に
つ
れ

0
~

会
場
は
一
段
と
静
け
さ
を

0

村

増
し
、
目
頭
を
熟
く
す
る
0
:
I

．
▲

参
列
者
も
み
ら
れ
、
大
戦
。

゜

□L
m
i
□乃
か
み
し
め
て
い
。
〔

3

月
号
一

゜

最
後
に
参
列
者
一
人
ひ

0
0
福
田
峯
次
氏
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章

と
り
が
霊
前
に
進
み
出
て
、
V

受
章

゜

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
¢
0
中
学
二
年
生
を
対
象
に
「
立
春
式
」

約
一
輪
を
供
え
ま
し
た
。

0
0
北
海
道
犬
展
覧
会
お
よ
び
獣
猟
競
技

0

会
が
河
川
敷
総
合
運
動
場
で
開
催

”
広
報
め

え

る
平
成
四
年

:
4
月
号
一

0

平
成
四
年
度
予
算
、
三
十
五
億
二
千

万
円
で
ス
タ
ー
ト

0

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
完
成

0

公
民
館
ま
つ
り

（
大
輪
）

u
5
月
号
一

〇
衆
院
群
馬
二
区
補
欠
選
挙
結
果
、
谷

津
氏
、
中
島
氏
当
選

0

田
島
徳
蔵
院
で
三
十
三
年
に
一
度
の

御
開
帳
祭

0

明
和
工
業
団
地

碑
完
成

内
に
記
念

〖6

月
号
一

〇
利
根
加
用
水
土
地
改
良
区
総
代
二
十

四
人
決
ま
る

〇
利
根
川
河
川
敷
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

野
営
大
会
開
催

ぃ
ゎ
“

▲デイサービスセンター完成

で

平成 4 年12 月 10 日

` 
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歳
末
だ
す
け
あ
い
運
動
i

゜゜

1
2月
1

日
ー
3
1日
。

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
正
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
明
る
い
お

0

月
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
歳
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

0゜

末
た
す
け
あ
い
運
動
か
行
わ
れ
て
い
ま
お
願
い
し
ま
す
。
＜

゜゜゜゜゜i]
7
月
号
一

V
0

役
場
八
月
か
ら
毎
週
土
曜
閉
庁
ス
タ

゜o
ー
ト

0
0
県
政
モ
ニ
タ
ー
に
橋
本
文
江
さ
ん
と

0

柿
沼
み
さ
子
さ
ん
、
食
品
衛
生
モ
ニ

タ
ー
に
堀
ロ
キ
ヨ
子
さ
ん

゜゜i
百8
月
号
一

V
0

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

0
0
村
税
完
納
表
彰
式

゜0
0
参
院
通
常
選
挙
結
果
、
中
曽
根
氏
、

0

上
野
氏
当
選
（
群
馬
選
挙
区
）

゜0 
0
英
語
指
導
助
手
ブ
ラ
ド
リ
ー
・
イ
ン

0

グ
ム
ン
ソ
ン
さ
ん
来
村

O
O
九
月
か
ら
学
校
週
五
日
制
（
毎
月
第

v

二
土
曜
日
休
業
）
ス
タ
ー
ト

゜iP
9
月
号
一

e
o

十
二
年
ぶ
り
復
活
、
村
納
涼
祭

0
 

0
メ
キ
シ
コ
の
高
校
生
、
西
小
を
訪
問

゜0
0
長
痔
者
紹
介
、
長
舟
ベ
ス
ト

1
0
0
人

i
且
汀
亨
こ

o
w

、
^
g
皇
よ
的

0

ゞ
ゃ
ー
＼

o

t

n
 

゜

冬の票民交通安全運動
『運動期間』

平成 4 年12 月 11 日から 31 日までの21 日間

『スローガン』

ゆずりあい•ありがとう

（ベルトよし 思いやりよし 速度よし）

『運動の重点』•••シートベルト着用の徹底

四輪乗用中の事故により死亡するケースか

多く発生しているが、そのうちの 8 割以上が

シートベルト非着用である。そこで、シート

ベルト着用の徹底を重点に運動を展開し交通

死亡事故の抑止を図ることとする。

新
秋
野
橋
橋
棠
整
備
工
事
（
下
部
エ
）

を
行
う
た
め
、
建
設
業
者
五
社
に
よ
る

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
三
、

O

―
七

万
九
千
円
（
消
費
税
含
む
）
で
、
荒
井

建
設
株
式
会
社
（
大
佐
貫
）
と
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

新
秋
野
橋
橋
梁
整
備
工
事

荒
井
建
設
抹
と
契
約

平
成
四
年
第
三
回
村
議
会
臨
時
会
は
、

十
一
月
十
六
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、

一
議
案
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

t
 

-出で員l卜 1“'· 

第
三
回
村
議
会
臨
時
会

．
．
、

▲村民体育祭

▲ボーイスカウト野営大会

盃1
0
月
号
一

0

ふ
る
さ
と
公
園
（
仮
称
）
着
工
な
る

0

第
十
三
回
村
老
人
福
祉
大
会

0

第
三
十
八
回
村
成
人
式

0

明
中
吹
奏
楽
部
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
で
銀
賞
受
賞

0

第
十
二
回
村
防
災
訓
練

0

第
三
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

0

第
十
三
回
村
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会t1
1

月
号
一

0

第
三
十
七
回
村
民
体
育
祭

,
0第
―
二
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

0

明
和
中
学
校
で
文
化
祭
（
黎
明
祭
）

0

大
輪
常
光
寺
で
開
山
四
百
周
年

0

新
井
初
太
郎
氏
（
元
村
議
会
議
長
）

自
治
大
臣
表
彰
受
章

商
工
祭

f1
2
月
号
一

0

文
化
祭
、
健
康
ま
つ
り
、

0

戦
没
者
追
悼
式

0

日
興
リ
カ
閻
、
村
に
五
十
万
円
寄
付

祭
0

第
三
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

0

西
小
児
童
が
竹
馬
な
ど
伝
承

涼内斎寸木
• 

(5) 平成 4 年12 月 10 日
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^ ̀  ▲しめ縄づくりに挑戦している児童

十
一
月
十
三
日
、
西
小
学
校
五
•
六

年
生
の
児
童
が
村
内
の
お
年
寄
り
た
ち

と
、
郷
土
に
伝
わ
る
「
し
め
縄
づ
く
り
」

な
ど
で
、
交
流
学
習
「
お
年
寄
り
に
学

ぶ
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
老
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
昔
か
ら
の
生
活
の
知
恵
な
ど
を
学
び
、

郷
土
へ
の
理
解
、
愛
着
と
高
齢
者
を
尊

ぶ
心
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か

れ
て
い
ま
す
。

竹
馬. 
民
話
な
ど
伝
承

児
童
百
八
十
三
人
が
一
グ
ル
ー
プ
ニ

十
人
前
後
で
、
九
カ
所
の
集
会
所
や
公

民
館
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

伝
わ
る
「
竹
馬
」
「
し
め
飾
り
」
「
お
手

玉
」
な
ど
の
作
り
方
、
遊
び
方
、
さ
ら

に
は
、
わ
ら
べ
歌
、
民
話
、
伝
説
、
言

い
伝
え
な
ど
を
伝
承
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た

作
品
が
出
来
上
が
る
た
び
に
歓
声
を
上

げ
、
物
を
作
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が

ら
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

西
小
児
童
が
し
め
縄
づ
く
り

家庭婦人ゴ Iしつ

教室で快汗

家
庭
婦
人
を
対
象
に
、

ゴ
ル
フ
の
持
つ
楽
し
さ

と
健
康
づ
く
り
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
村

教
育
委
員
会
の
主
催
で

ゴ
ル
フ
教
室
が
十
一
月
、

十
二
月
の
延
べ
八
日
間
、

館
林
市
内
の
ゴ
ル
フ
練

習
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
教
室
は
、

普
段
運
動
す
る
機
会
の

少
な
い
家
庭
婦
人
を
対

象
に
初
め
て
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

，ヅ:..●と；，·• 
・ニ

▲竹馬づくりを伝承している児童

福
祉
バ
ザ
ー

合
年
も
盛
況

十
一
月
二
十
三
日
、
主
婦
の
間
に
す

っ
か
り
定
着
し
た
、
福
祉
バ
ザ
ー
か
中

央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
寄
付
し
て
い
た

-

)

 
, い

だ
い
た
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど
の
日

ぱ
用
雑
貨
品
か
ら
、
ね
ぎ
、
臼
菜
な
ど
の

＼
野
菜
そ
し
て
、
衣
料
、
バ
ッ
ク
な
ど
二

で
千
六
百
九
十
四
点
が
会
場
狭
し
と
並
べ

人
ら
れ
、
市
価
の
半
値
以
下
と
あ
っ
て
近

八
隣
近
在
の
主
婦
ら
も
含
め
五
百
人
は
ど

4

、
か
押
し
よ
せ
、
開
店
一
時
間
余
り
で
半

分
以
上
売
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
昨

人も場
年
よ
り
九
万
七
千
二
百
七
十
五
円
多
い

会
百
一
万
八
千
四
百
九
十
五
円
の
売
り
上

勾
げ
、
全
額
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

▲
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成 4 年12 月 10 日 (6) 
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▲石井さんから村長へ手渡す

老
人
・
婦
人
の
学
級
生

村
長
と
懇
談

侍
学
級
生
と
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ

ー
生
が
村
の
ト
ッ
プ
、
斎
藤
村
長
を
招

い
て
十
一
月
二
十
六
日
、
懇
談
会
「
村

長
と
語
る
」
が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
例
年
村
教
育
委
員
会
が
婦
人

・
高
齢
者
学
級
の
一
環
と
し
て
開
い
て

い
る
も
の
で
、
五
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
、

ふ
る
さ
と
公
園
、
教
育
関
係
、
環
境
整

備
、
道
路
改
修
、
河
川
敷
施
設
な
ど
十

四
項
目
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
ヒ
ザ

を
交
え
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
（
詳
細
は
次
号
で
紹
介
の
予
定
で
す
。
）

日
興
リ
カ
株
式
会
社

村
に
五
十
万
円
寄
付日

興
リ
カ
株
式
会
社
（
本

社
・
東
京
都
千
代
田
区
•
取

締
役
社
長
石
井
久
雄
さ
ん
）

は
、
十
一
月
五
日
村
に
、
村

立
図
書
館
用
図
書
の
購
入
に

当
て
て
く
だ
さ
い
と
、
五
十

万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
日
興
リ
カ
株
式
会
社

群
馬
工
場
が
開
設
十
周
年
を

迎
え
た
記
念
の
お
礼
と
し
て

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

A
、

▲優勝者・ベストグロスの人たち

(7) 

西
幼
稚
園
で
は
、
十
一
月
十
九
日
近

く
の
西
保
育
園
児
六
十
八
人
を
招
き
、

「
お
店
や
さ
ん
」
ご
っ
こ
を
行
い
、
園
児

間
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

園
児
が
折
紙
や
画
用
紙
、
布
テ
ー
プ

で
工
夫
を
凝
ら
し
作
っ
た
品
物
。
首
飾

り
、
洋
服
、
お
面
、
お
菓
子
、
お
も
ち

ゃ
な
ど
を
、
紙
で
作
っ
た
お
金
で
商
売

し
、
「
こ
れ
い
く
ら
で
す
か
」
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ま
た
ど
う
ぞ
」

な
ど
と
商
売
こ
と
ば
を
交
わ
し
、
大
人

の
日
常
会
話
さ
な
が
ら
に
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
、
貴
重
な
体
験
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
五
日
に
は
中

央
幼
稚
園
、
十
一
月
十
九
日
に
は
東
幼

稚
園
で
も
同
様
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ
ス
、
オ
ッ
ト

勝
1
1

藤
野
亨

7
8
7
2
.
o

〔
※
藤
野
さ
んB
G

賞
獲
得
〕

〇
準
優
勝
1
1

田
口
孝
夫

8
5
7
3
.
o

0

第
三
位
1
1

石
村
正

9
6
7
3
.
2

0

第
四
位
1
1

江
森
勝
也

8
7
7
3
.
8

0

第
五
位
1
1
前
田
義
男

9
1
7
4
.
2

0

優

グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

0

優
勝

1
1

篠
木
保
雄

8
7
7
1
.
4

〇
準
優
勝
1
1
島
田
晋

8
3
7
3
.
4

0

第
三
位
1
1
始
沢
一
彦

8
2
7
4
.
8

〔
※
始
沢
さ
んB
G

賞
獲
得
〕

〔
敬
称
略
〕

④
一
般
男
子

④
シ

ー
ア

十
一
月
―
―
十
日
、
第3
回
村
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
七
十
七
人
の
参
加
を
得
て
新

太
田
ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
、
一
般
男
子
、

一
般
女
子
、
シ
ニ
ア
の
三
部
門
で
日
頃

の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ク
ロ
ス
、

1

・
ト

勝
1
1
関
口
幸
子

9
3
7
3
.
8

〔
※
関
口
さ
ん
B
G

賞
獲
得
〕

〇
準
優
勝
1
1
小
川
光
代

1
0
3
7
7
.
8

0

第
三
位
1
1
梅
沢
洋
子

1
0
8
7
8
.
o

0

優 ④
一
般
女
子

r
お
店
や
さ
ん
」
ご
っ
こ

で
圃
児
閾
の
交
流

第
3

回
村
民

コ
ル
フ
大
会

平成 4 年12 月 10 日



◎
期
日

1
1

平
成
5
年
1
月
1
7
日
⑪

◎
会
場

1
1

明
和
中
学
校
周
辺

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
者

◎
部
門
・
礼
離

▽
小
学
生
1
.
2
年
：
·
n
k
m
▽
同
3

.
4

年
：
·
団
k
m
▽
同
5
.
6
年
：
·
⑳
k
m

▽
中
学
生
（
男
）
：
•
印
k
m
▽
同
（
女
）

め
k
m
▽
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

◎
期
日

1
1

平
成
5
年
1
月
1
5
B⑤

◎
会
場

1
1

赤
沢
ス
キ
ー
場
（
新
治
村
）

◎
募
集
人
員
1
1
7
0
人

◎
参
加
費
1
1
1

人
当
た
り
3
,
0
0
0

円
（
昼
食
代
合
む
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
2
月

2
6
日
ま
で
に
杜
会
体
育
館
へ
。

▽
優
勝
1
1

新
里
・
田
島
ソ
フ
ト
ク
ラ

フ
▽
準
優
勝
1
1

矢
島
・
大
輪
ソ
フ
ト
ク

新
里
・
田
島
ソ
フr
っ
―Z
フ
儘
勝

第
1
2回
壮
年
ソ
フr
ポ
ー
ル
大
会

..,'’1,.., •. 1,.9 、

,,..  - .  -.,屯］．，＇J,ヽ:<‘’:、翌＇．、＼ソ，，
·_"’’'/99, i,999999 rn, 、99999 999,̀999999, 1 .""'‘.,.,―-キ芦ふふ心枷一：益だ”

▲優勝した「上江黒宝寿クラブ C 」チーム

▲優勝した「特殊電装（樹」チーム

▽
優
勝
1
1

特
殊
電
装
抹
▽
準
優
勝
1
1

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

親
子
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

▽
優
勝
1
1

上
江
黒
宝
痔
ク
ラ
ブ
C

▽

準
優
勝
1
1

大
輪
長
舟
会
C

▽
第
三
位
1
1

南
大
島
上
老
人
ク
ラ
ブ
C

▽
第
四
位
1
1

新
里
老
人
ク
ラ
ブ
B

特
殊
装
株
擾
勝

第
4

回
野
球
協
会
長

杯
争
奪
野
球
大
会

電

上
江
黒
宝
寿
つ
一
フ
フC
偏
勝

第

7

回
ボ
ー
J
u

カ
ロ
ッ
一
プ
ィ
大
会

印
k
m
▽
壮
年
(
3
0歳
以
上
）
…
的
k
m

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一
チ
ー

ム
5
人
（
一
般
男
女
）
に
よ
る
団
体
戦
」

·
：
⑩
k
m
▽
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
）
一
般
男
女
：
·
⑱
k
m
▽
一
般

女
子
・
・
m
k
m

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1

平
成

5
年
1
月

1
0
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

▲優勝した「新里•田島ソフトクラブ」チーム

ラ
ブ

▲優勝した「橋本産業（梱」チーム

▽
優
勝
1
1

橋
本
産
業
昧
▽
準
優
勝
1
1

や
ま
う
ソ
フ
ト
部
▽
第
三
位

1
1

日
東
製

器
ソ
フ
ト
部
・
役
場
職
員
ク
ラ
ブ

―’「 '....:....,,9.,,...,.., 

A
リ
ー
ク
新
里
ソ
フ
ト
・

B

リ
ー
ク

M
S
c

イ
ー
ク
ル
ス
僅
勝

第
8
回
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

協
会
旗
争
奪
リ
ー
ク
戦

4
月
2
2
日
か
ら
1
0
月
6
日
ま
で
の
夜

間
、
第
8
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争

奪
リ
ー
グ
戦
か
、
小
・
中
学
校
校
庭
を

会
場
に
1
0
チ
ー
ム
が
2
リ
ー
グ
で
総
当

た
り
を
2
度
対
戦
、
正
に
実
力
N
o
l
を
決

橋
本
産
業
株
優
勝

第
1
2
回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ポ
ー
J
I
J
大
会

◄
B

リ
ー
ク
優
勝
「
M
S
C

イ
ー
ク
ル
ス
」
チ
ー
ム

J

'

 

' 

`
 

n

,

9

 

►
A

リ
ー
グ
優
勝
「
新
里
ソ
フ
ト
」
チ
ー
ム

め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
い
い
汁
を
か
き
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

平成 4 年12 月 1OH (8) 



彎

十
二
月
一
日
付
で
次
の
方
々
が
厚
生

大
臣
か
ら
民
生
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

氏
名
担
当
地
区
年
齢
再
・
新

0

蓮
見
由
雄
（
斗
合
田
•
6
8
歳
）
再

0

二
十
里
功
（
下
江
黒
•
6
3
歳
）
再

0

野
木
村
節
（
上
江
黒
•
6
0
歳
）
再

0

野
本
ト
ヨ
子
（
千
津
井
•
6
1
歳
）
新

0

福
島
登
志
子
（
江
口
•
5
3
歳
）
新

0

新
井
清
（
田
島
•
6
9
歳
）
再

〇
帆
足
寛
（
南
大
島
•
6
3
歳
）
新

0

本
澤
春
雄
（
南
大
島
•
6
6
歳
）
再

0

平
井
た
ま
江
（
新
里
•
5
5
歳
）
新

〇
奥
澤
一
三
（
新
里
•
5
7
歳
）
再

0

坂
上
な
み
子
（
中
谷
•
6
0
歳
）
新

0

田
部
井
岩
雄
（
梅
原
•
6
4
歳
）
再

0

藤
野
宗
次
（
川
俣
•
6
3
歳
）
再

0

加
藤
幸
雄
（
須
賀
•
6
7
歳
）
再

〇
原
口
美
津
子
（
大
輪
•
5
8
歳
）
再

0

松
本
芳
雄
（
大
輪
•
6
4
歳
）
再

0

清
水
榮
二
（
矢
島
、
入
ケ
谷.

6
2
歳
）
新

0

石
村
艶
子
（
大
佐
貫
•
5
9
歳
）
新

※
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総
務
1
1

松
本

＂
ヵ
雄
、
副
総
務1
1

蓮
見
由
雄
•
本
澤
春

雄
〔
敬
称
略
〕

平
成
四
年
四
月
、
休
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
に
お
け
る
応
急
的
歯
科
診
療
サ

ー
ビ
ス
を
目
的
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
住
民
の
方
に
快
適
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
診
療
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蒼
所
在
地
1
1

館
林
市
仲
町
五
ー
ニ
十
五

市
民
セ
ン
タ
ー
分
室
内
（
地
図
参
照
）

f
t
l
診
療
日
1
1

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
（
十
二
月
二
十
九
日
＼
一
月

三
日
）

圏
診
療
時
間
1
1

午
前
九
時
i
午
後
一
時

※
詳
し
く
は
、
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

休
祝
日
診
療
所
6
⑬
8
8
1
8
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

|
』
』本町

□
丁
ー

直
平
成
五
年
二
月
二
日

〇
応
募
資
格
1
1

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
者
、
矯
正
視
力
⑱
以
上

〇
募
集
人
員
1
1

三
十
人

0
試
験
日

0

第
一
次
試
験

館
林
高
等
看
護
学
院

学
生
募
集

休
祝
日
歯
科
診
療
を
実
施

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

※〇衡 00¢` ｰ さ (73) 詳ら願修第第試試第
い 7 し十書業ニ一験験二
0 1 く九受年次次科会次

7 は日付限試試目場試
5 ‘ま II II 験験 II 験
ヘ館で平三： : 当
お林 成年： : 学平
問高 五 : : 院成
い等 年 : : 講五
合看一面学堂生
わ護月接科 百
せ学六試試
＜院日験験 ] 
だ合か 日

ｷ--.--.- -•- -•- -.--•ーゴここ

年
賀
状
は
あ
早
目
に
I
.

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
け
付
け
・
｛

を
十
二
月
十
五
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
・
｛

二
十
五
日
ま
で
に
差
し
出
さ
な
い
と
元
．
｛

旦
に
配
達
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
・
―

郵
便
番
号
と
住
所
（
番
地
、
棟
番
号
、
．
―

室
番
号
、
0
0
様
方
ま
で
）
は
正
し
く

ハ
ッ
キ
リ
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

●咳や痰が切れないときに

畠水：〖三りニオ[:O輪切
[ 前の夜に大根を輪切りにし、水あめ大さし 1 杯のせ深皿 l
に入れ、ラップをかけておくと次の朝、水が取れる。それ

を飲むとよい。

•二日酔い・食べすぎに

（大根の絞リi十を飲｀が

●干した葉は

浴用に

尿
病
、
利
尿
、
熱
取
り
、
頭
痛
の
予
防
、

治
療
に
役
立
ち
ま
す
。

大
根
の
葉
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ

タ
ミ
ン
A
、

B
l、
鉄
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
ニ
キ
ビ
や
吹
き
出
も
の
が
治
り
、

き
れ
い
な
み
ず
み
ず
し
い
肌
に
な
り
ま

す
。
ほ
か
に
歯
ぐ
き
の
出
血
な
ど
に
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

寒
い
冬
の
日
、
お
で
ん
や
ふ
ろ
ふ
き

大
根
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
大
根
お
ろ
し
は
食
べ
る
直
前
に
お
ろ

す
こ
と
。
一
時
間
も
た
っ
と
味
も
ビ
タ

ミ
ン

C

も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

(9) 

館
林
高
等
技
術
専
門
校
．
ー
大
根
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ジ
ア
ス
タ

入
校
生
募
集
．
ー
ゼ
が
含
ま
れ
、
デ
ン
プ
ン
の
消
化
を

．
助
け
る
た
め
胃
腸
の
弱
い
人
に
有
効
で

〇
応
募
資
格
1
1

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
．
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン

C

や
繊
維
も
多

・
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
・
い
の
で
便
秘
や
肌
あ
れ
に
も
効
果
が
あ

圏
募
集
科
目
・
訓
練
期
間
．
り
ま
す
。

0

機
械
科
：
…
…
…
…
…
…
•
一
年
．
大
根
の
皮
に
は
、
毛
細
血
管
を
強
化

0

自
動
車
整
備
科
：
…
…
…
•
一
年
．
す
る
作
用
が
あ
る
た
め
、
高
血
圧
‘
糖

〇
板
金
科
…
…
…
…
…
…
六
カ
月
．
｛

0
受
付
期
間
1
1

平
成
五
年
一
月
十
一
日
・
｛

か
ら
二
十
日
ま
で

0
試
験
日
1
1

平
成
五
年
一
月
二
十
二
日
．
―

（
三
十
歳
以
上
の
人
・
職
安
か
ら
指
示
．
｛

さ
れ
た
人
は
面
接
の
み
）
．
｛

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校
・
｛

6
⑰
0
2
2
9
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
．
｛

た
さ
し

口大根飴

9
0
‘、
こ

@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
@
 

大
根
の
効
用

胃
腸
病
・
高
血
圧

脳
卒
中
の
予
防
な
と
に

ハ
ロ
ー
健
康
⑨

平成 4 年12 月 10 日



（·-一づくーらしの情報・一 9`ご案内9-•ーロー一．）
農業委員会委員の

選挙人名簿に登録を

毎年 1 月 1 日現在で村農業委員会

委員の選挙人名簿が作成されます。

選挙権を有する人は平成 5 年 1 月 8

日までに必ず登録しましょう。

0選挙権を有する人＝村内に住所が

あり、平成 5 年 3 月 31 日現在満20

歳以上で10アール以上の農地を耕

作している者、または、その配偶

者や同居の親族で年間60 日以上耕

作に従事している者

衡登録申請＝登録申請書は、各地区

の区長さんを通じて配布しますの

で必要事項を記載して提出してく

ださしヽ。

※詳しくは、村選挙管理委員会（総

務課内）へお問い合わせください。

第 3回健康ポスター

コンワール作品募集
蒼応募資格＝県内在住、在勤、在学

の中学生以上の人

屯応募点数＝ 1 人 1 点とする

〇応募作品＝自分で創作した未発表

の作品に限ります。

〇応募締切＝平成 5 年 1 月 14 日

蒼その他＝用紙は B 3 判で、紙質、

手法、色彩は自由。図案は健康づ

くりを題材とした標語を入れて、

標語に合う図案とします。

作品の裏には、住所、氏名、年齢、

性別、電話番号、勤務先（学校名、

学年）を明記してください。

〇提出先＝役場保健課国保係

※詳しくは、保健課国保係へお問い

合わせください。

年金相談サービス

センターがオープン
国民年金、厚生年金の業務を行う

年金相談サービスセンターが、新前

橋駅前にオープンしました。業務内

容は、次のとおりです。

①年金に関する相談

②年金請求書、住所変更届などの受

付および用紙の配布

③年金証書、源泉徴収票の再交付

※詳しくは、新前橋年金相談サービ

スセンター合0272(54)1333へお

問い合わせください。

農業所得の雇人費等

控除は 1 月 11 日まで

平成 4 年中に屑人費、小作料を支

払った方および新しく大農具（トラ

クター、コンバインなど）を購入後

申告をしていない方は、 1 月 11 日ま

でに役場税務課に領収書と認め印を

持参の上申告してください。

提出しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができな

くなりますので、申告を忘れないで

くださしヽ。

※詳しくは、税務課にお問い合わせ

ください。

年末年始の水道故障は

次の業者に

12月 26 日（土） 金子水道ff (84)2148

12 月 27 日（日） 島田設備合（84)3282

12 月 28 日（月）高田設備合（84)3736

12 月 29 日（火）富塚水道合 (84)3247

12 月 30 日（水）松本水道合 (84)2839 

12 月 31 日（木）石崎水道合 (84)4147 

1 月 1 日（命大川水道合（73)0721 

'1 月 2 日（士） 金子水道合 (84)2148 

1 月 3 日（日） 島田設備合 (84)3282 

1 月 4 日（月）高田設備合（84)3736

水道管にも冬じたくを．I

利根加用水土地改良区

組合員の皆様へお願い

農業委員会に届け済み、あるいは

登記の完了により土地改良区の台帳

も自然に加除されるとお考えの方が

多いようです。土地改良区の台帳は、

組合員の移動通知により加除される

ことになっております。従って他の

人（県市町村も含む）に売却しても、

組合員からの通知かないとそのまま

賦課されますので移動かありました

ら必ずお届けください。

また、水田を畑に変更する際の農

地転用地区除外の届け出も必ずして

ください。届け出のないものについ

ては、そのまま水田として賦課され

ます。

※詳しくは、利根加用水土地改良区

合 (86)3402へお問い合わせくださ

しヽ。

村の無料法律相談

◇日時＝ 1 月 11 日（月）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 1 月 4 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

乳児健診

◇日時＝ 1 月 14 日（木）午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 1 月 5 日（火）午前 9 時3(Y分～

10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

1 月は都合により休ませていただき

ます。

交通事故相談

• H 時＝ 1 月 14 日（木） 午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 1 月 7 H （木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

むし歯予防教室

◇日時＝ 12 月 17 日（木）午後 1 時～ 1 

時30分受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 2 歳児希望者

平成 4 年12 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です (10) 



三輪車で遊ふ彩ちゃん

ヽ

晃
さ
ん
島
の
長
女
大

久
芙
子
さ
ん
南

こ
ま
つ
ば
ら
あ
や

小
松
原
彩
ち
ゃ
ん

(
2歳
1
1カ
月
）

「水遊びや砂遊びが大好きで、毎日元気に遊ん

でいます。

誰からも好かれる、やさしい子に育ってほ

しい」とお母さん。

ヽ
9’ 

’ 
々

ヽ·
, 

金銭の貸借は公正証書で(2)
◎利点

①国の機関である公証人が作るので、裁判所、税務署等で極め

·て強力な証拠力があります。

②原本が公証役場に保存されるので、紛失、改ざんの心配があ

りません。

③金銭債務を履行しないときは直ちに強制執行できる旨の条項

を付けると、相手方が債務不履行のときは、裁判しないで、

不動産、動産、給料等を差押え、債権を取立てできます。（判

決と同じ効力）。

④債務者が倒産したときは、簡単に配当要求ができます。

⑤契約が誠実に履行されます。

⑥争いを防止できます。

◎手続き

あらかじめ次の書類（各ー通）を提出（郵送可） し、公証役

場で文書を作った後、当事者または代理人が公証役場に出向い

て、内容を確認、押印します。

①当事者の印鑑証明書（会社の場合は、会社の登記簿謄本、代

表者の印鑑証明書）

②当事者が公証役場に出向けない場合は、委任状と代理人の印

鑑証明書

※問い合わせ先＝太田公証役場（太田市飯田町1245-1 清水ビル

1 階）合 (45) 8469へお問い合わせください。

年末・年始の役場等業務

役場業務
役場の一般業務は、 12 月 29 日（火）から 1 月

3 日（日）まで年末・年始の休みとなります。

出生届、死亡届など届け出の業務につい

ては平常どおりです。

中央公民館〉休館
社会体育館

中央公民館、社会体育館は、 12 月 29 日（火）

から 1 月 3 日（日）まで年末・年始の休館とな

ります。

老人福祉センター〉休館
テイサーヒスセンター
老人福祉センター、デイサービスセンタ

ーは、 12 月 28 日（月）から 1 月 4 日（月）まで年末

・年始の休館となります。

年末・年始のコミ収集
年末・年始のゴミ収集は、 12 月 30 日（水）が

最終日となり、年始は 1 月 5 日（火）から開始

します。ゴミは指定された紙袋で当日の朝

8 時30分までに出してください。

12月は年末正量取引強調月間です

県では、毎年12月を年末正量取引強調月間と

定め、商店、消費者の方々に正しい計量で売り

買いをしていただくよう運動をすすめています。

※詳しくは、県計量検定所企画課合0272(63)2436

へお問い合わせください。

(11) 

平成5年 1 月 1 日から戸籍手数料改定
戸籍手数料令の一部改正により、平成 5 年 1 月 1 日から戸籍謄

本等の交付手数料が、下記のとおり改定されます。

戸籍手数料一覧表

六ヘ口
手数料額

申 請 内
現行 改定

①戸籍の謄抄本 1通 300円 1通 400円

②除籍の謄抄本 1通 500円 1通 700円

③戸籍に記載した事項に関する証明
証明事項11牛 証明事項1件

200円 300円

④除籍に記載した事項に関する証明
証明事項1件 証明事項1件

300円 400円

⑤届出・申請の受理または届書その他
1通 200円 1通 300円

の書類の記載事項の証明書

⑥上質紙を用いた受理証明書
1通 1通

（婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁
1,000円 1,300円

または認知の届出）

⑦届書その他の書類の閲覧
書:英頁 1 f牛 書洪頁 1 f牛

200円 300円

笠懸野岩宿文化資料館オープン
笠懸町の岩宿遺跡の隣に、日本歴史の始まりである岩宿文化を、

全国各地の石器と豊かな映像で紹介するユニークな資料館がオー

プンしました。復元されたマンモスの全身骨格と、ロシア科学ア

カデミーが発掘した本物の骨が話題を呼んでいます。

また、遺跡では地層観察ドームが無料開放されています。

圏開館時間＝午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時30分まで）

〇入場料 （個人） （団体）

般 500円 400円

高校生 300円 240円

小中学生 200円 100円

0休館日＝毎週月曜日（祝日と重なる場合は翌日）

※詳しくは、笠懸野岩宿文化資料館合0277(76)1701へお問い合わ

せください。

役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 4 年12 月 10 日
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冒：
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

12 月 13 日
落合医院大神医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 館林地区と

曜 合(72)3160 合 (62)2200 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 同じです。

12 月 20 日
白沢医院川田（耳）医院 最上医院 館林地区と

当
合 (72) 1600 fl'(72) 3314 森下医院合(73)7776 合(74)3763 同じです。 いすりま

12 月 27 日
浜野病院川村医院 大塚医院合(72)0176 海宝医院 館林地区と

番
合(88)5678 合 (72) 1337 神尾医院合(75)1288 fl(74)0811 同じです。 の

1 月 3 日
根岸医院川田医院 礫川堂医院 小西医院 ふ話］でで; ま寺

医
合 (72)3262 ff(72) 3724 記念病院合(72)3155 ff(74)0184 合(86)2261

1 月 10 日
古屋病院小倉医院 後藤的）医院合 (72)0134 永寿堂医院 館林地区と

fl(63)6161 fl(72)0606 上野医院ff(72) 3330 合 (72)4469 同じです。

11 月の

響
救急車出動回数

●交通事故 4 件

●急病 7 件

●その他 4 件

●計 15 件

代
表
石
川
照
子

代
表
篠
木
う
め

顧
問
奈
良
マ
サ
子

す
み
れ
会
は
、
元
は
本
村
の
民
舞
団

体
の
生
み
の
親
で
あ
る
明
和
民
謡
会
で

し
た
。
長
く
続
い
た
民
舞
か
ら
日
本
舞

踊
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
現
在
の
若
柳

流
の
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
し

て
会
名
も
す
み
れ
会
と
変
更
し
ま
し
た
。

首
振
り
三
年
と
申
し
ま
す
よ
う
に
、

な
か
な
か
首
が
動
か
ず
心
配
し
ま
し
た

が
、
練
習
の
か
い
あ
っ
て
大
阪
し
ぐ
れ

や
奴
さ
ん
な
ど
の
数
々
の
踊
り
が
完
成

切
り
絵
ワ
ラ
ブ

切
り
絵
は
、
昔
か
ら
あ
る
日
本
の
和

紙
を
刃
物
を
使
っ
て
絵
に
す
る
も
の
で ⑰ ⑮ 

そ
う
か
い

す
。
刃
物
に
よ
っ
て
切
り
上
げ
た
爽
快

味
と
シ
ャ
ー
プ
な
切
り
口
は
、
緊
張
感

を
と
も
な
う
迫
力
と
し
て
表
現
さ
れ
、

切
り
絵
の
生
命
と
も
言
え
ま
す
。
切
り

絵
は
、
鑑
賞
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

自
ら
が
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
手
に
し
て

初
め
て
自
己
を
発
見
し
、
創
造
の
喜
び

を
生
活
に
取
り
入
れ
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
度
ナ
イ
フ
を
手
に
す
る
と

や
め
ら
れ
な
い
と
い
う
‘
誰
に
で
も
簡

単
に
で
き
る
楽
し
い
教
室
で
す
。

教
室
は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
中

央
公
民
館
で
、
第
ニ
・
第
四
水
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
、
研
修
会
と
し
て
切
り
絵

館
見
学
と
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
が
あ
り
、

今
年
は
潮
来
へ
あ
や
め
の
ス
ケ
ッ
チ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
切
り
絵

で
生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

'
-
9
 

し
た
時
の
喜
び
は
格
別
で
す
。
た
ん
す

ガ
ラ
ス
戸
の
光
は
や
す
し
一
日
を
縫
ひ

居
る
手
元
に
夕
や
け
の
染
む

石
村
艶
子

真
向
ひ
し
濃
き
夕
焼
に
眠
が
く
ら
み
見

え
ぬ
信
号
に
し
ば
し
た
ぢ
ろ
ぐ篠

木
よ
し

す
み
か

造
成
こ
主
処
追
わ
れ
し
む
く
鳥
に
団
地

た
っ
叶
机
可

の
生
活
怯
や
か
さ
る
る

田
芝
支

野
村
初
枝

部
こほろぎ

短歌会
そ
で

の
中
の
着
物
を
特
る
が
わ
る
着
て
、
袖

つ
ま

を
つ
ま
み
悽
を
持
ち
扇
と
共
に
踊
る
、

0

そ
ん
な
楽
し
い
人
生
を
過
ご
せ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
中
央

公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
仲
間
と

の
親
睦
を
図
り
な
か
ら
踊
り
を
ず
っ
と

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

〇
牛
久
保
貴
芙
男
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
5

万
円

〇
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会
は

1

万
1
0
0
円

0
神
谷
憲
さ
ん
（
須
賀
）
は

1
0万
円

〇
奈
良
義
行
さ
ん
（
田
島
）
は

3

万
円

圏
岡
安
信
男
さ
ん
（
南
大
島
）
は
5

万
円

圏
株
式
会
社
大
成
は
2

万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

1
1

あ
め
で
だ
I
I

氏
名
父
母
名
続
柄

t
し

澤
浦
倫
疇
す
炉
三
男

に
つ
●
j

峨
川
樹
W
i
E
”
長
男

森
尻
純
平
戸
智
げ
長
男

ち
な
み

渡
邊
千
奈
美
町
美
輝
長
女

関
口
顕
也
園
隆
枝
三
男

佐
山
脊

R
[』
見
長
男

忍
穏
“
げ
長
女

本
島
綾
華
口
輝
二
女

1
1

あ
く
や
み
ー

名
年
齢
世
帯
主

貞
夫

6
2
光
則

重
治

7
5

肇

一
司
6
0

治
雄

英
雄

8
1
昭
博

常
雄

9
2
範
雄

ち
ょ

8
5
安
弘

晴
子
3
9

四
郎

足
痛
を
う
っ
た
ふ
る
吾
に
老
医
師
「
年

は
I
J

な
の
で
す
ね
」
と
言
い
つ
鍼
さ
す

始
沢
良
子
お
お
み
こ
し

若
手
大
工
の
手
作
り
仕
土
げ
し
大
御
輿

出
初
め
を
担
ぐ
吾
息
の
姿
追
ふ立

川
つ
や
子

ち
そ
く
き
ぎ

遅
速
あ
れ
ど
や
が
て
素
顔
に
戻
る
樹
々

直
に
装
ほ
ふ
愛
し
か
れ
ど
も

砂
賀
久
美
子

つ
る
つ
る
に
光
れ
る
木
の
根
に
す
が
り

つ
つ
三
條
の
滝
へ
山
道
下
る

立
川
ふ
さ

鳩
放
つ
か
ま
へ
も
や
さ
し
き
て
女
像
赤

松
林
の
風
に
吹
か
れ
つ

小荒落柿多渡松
泉川合沼田邊本氏

野
ロ
タ
カ

新新須江江矢新地 敬
称
略
）

区
悶

里
％

島
％

ロ
％

ロ
％

賀
％

里
凶

里
凶

南須新中須南梅新地
大大
島賀里谷賀島原里区

% ％凶％ % % % ％闊'1

（
敬
称
略
）

平成 4 年12 月 10 日 (12) 



⑤ 
広輯
●発行／明和村役場〒370-07 群馬県邑楽郡明和村大字新里・編集／総務課広報係 •印刷／東京広告株式会社

1993 • No.376 
く 10 日発行〉



村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
五
年
の
薙
か

し
い
新
春
を
迎
え
、
つ
つ
し
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
村
政
の
各
分
野
に
わ
た
り
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
村
の
振
興
、
発
展
に
微
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う
景
気

後
退
を
は
じ
め
と
し
て
、
わ
が
国
を
と

り
ま
く
経
済
は
、
内
外
共
に
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
た
も
の
の
、
政
府
の
内
需

拡
大
策
と
証
券
市
場
の
活
性
策
等
を
柱

と
し
た
総
合
経
済
対
策
お
よ
び
、
生
活

大
国
五
カ
年
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
景

気
の
回
復
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

反
面
、
円
高
、
ド
ル
安
を
配
慮
し
、

コ
メ
市
場
開
放
問
題
、
公
定
歩
合
の
引

き
下
げ
、
地
価
税
法
施
行
な
ど
変
動
の

日
本
経
済
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
参
院
選

自
民
党
過
半
数
獲
得
、
国
連
平
和
維
持

活
動

(
P
K
o
)
協
力
法
成
立
、
暴
力

団
対
策
法
施
行
、
衆
院
定
数
是
正
「
九

増
十
減
」
案
成
立
、
北
方
領
土
問
題
、

国
際
的
に
は
、
ロ
シ
ア
で
価
格
改
革
、

物
価
上
昇
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦

崩
壊
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
解
体
、
地

球
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル

・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
五
輪
開
催
、
米
大
統

領
選
で
ク
リ
ン
ト
ン
氏
当
選
、
国
内
的

に
は
、
両
陛
下
中
国
初
訪
問
、
公
示
地

文
化
の
香
り
高
い
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
礼
た
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

価
十
七
年
ぶ
り
下
落
、
山
形
新
幹
線
開

通
、
学
校
五
日
制
ス
タ
ー
ト
、
日
本
人

初
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
飛
行
士
毛
利
衛

さ
ん
宇
宙
へ
、
そ
し
て
猛
暑
に
残
暑
、

台
風
ラ
ッ
シ
ュ
と
、
自
然
界
を
含

め
明
暗
変
化
に
と
ん
だ
社
会
情
勢
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
本
村
は
幸
い

議
会
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
ご
支
援

明和村長

斎 藤 憲
Aよ‘‘

年頭のあいさつ
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
中
学
校
南
校

舎
大
規
模
改
造
工
事
、
ふ
る
さ
と
公
園

内
多
目
的
広
場
の
建
設
、
西
小
学
校
北

側
校
庭
整
備
工
事
、
さ
ら
に
、
道
路
改

良
、
用
排
水
路
の
改
修
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
開
始
を
始
め
と
す
る
福
祉
の
充
実
、

産
業
・
教
育
文
化
の
振
興
等
々
総
合
計

画
に
沿
っ
た
予
定
事
業
を
堅
実
に
執
行

し
、
次
代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
と
り

わ
け
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
推
進
、
全
世
帯
に
消
火
器
設
置
の
推

進
、
ふ
る
さ
と
公
園
内
に
温
水
プ
ー
ル
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
建
設
の
推

進
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
推
進
、
東

部
工
業
団
地
の
推
進
、
保
育
園
・
幼
稚

園
の
運
営
体
制
の
検
討
、
中
学
校
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
設
置
の
推
進
、
さ

ら
に
、
生
活
関
連
環
境
整
備
、
農
業
基

盤
整
備
、
道
路
改
良
、
福
祉
教
育
文
化

の
向
上
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
む
考

え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に

向
け
て
、
一
層
皆

様
の
創
意
と
英
知

を
結
集
し
、
新
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い

「
文
化
の
香
り
高

い
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
み
よ

い
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
勇
断
と

情
熱
を
も
っ
て
村
政
執
行
に
あ
た
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁

栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

第
四
回
村
議
会
定
例
会

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
十
八
日
力
ら
二

十
一
日
ま
で
の
会
期
四
日
間
で
開
力
れ
、
村
長
提
出
議

案
七
件
に
つ
い
て
審
議
ガ
行
わ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
ど

あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
王
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
ニ
・
八
七
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
主
な
内
容
は
、
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
（
平
成
四
年
四
月
一
日
適
用
）

こ
れ
に
よ
り
改
定
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
▽
高
校
卒
…
一
三
万

六
、
二
0
0
円
▽
短
大
卒
…
一
四
万
六
、

六
0
0
円
▽
大
学
卒
…
一
五
万
七
、
九

0
0
円
と
な
り
ま
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
五
、
六
九
七
万
五
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
四

0
億
八
、
八
六
五

万
三
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に

平
成
四
年
度

般
会
計
補
正
予
算

職
員
給
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
、
地

域
福
祉
基
金
積
立
金
お
よ
び
ふ
る
さ
と

の
広
場
等
工
事
費
の
追
加
に
伴
う
補
正

で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
村
税
：
五
、
五
五
七
万
二
千
円
（
一

三
億
三
、
四
八
七
万
九
千
円
）
▼
地
方

交
付
税
…
一
億
0

、

0
七
一
万
六
千
円

（
八
億
三
、
一
三
六
万
六
千
円
）
▼
国

庫
支
出
金
…
四
万
一
千
円
減
額
〔
保
険

基
盤
安
定
負
担
金
減
額
〕
（
一
億
四
、
八

0
五
万
五
千
円
）
▼
県
支
出
金
：
·
二
万

一
千
円
滅
額
〔
保
険
基
盤
安
定
負
担
金

減
額
〕
（
七
、
七
八
一
万
八
千
円
）
▼
財

産
収
入... 

七
万
九
千
円
（
一
億
一
、
八

二
七
万
四
千
円
）
▼
寄
附
金
…
五

0
万

円
（
五
0
万
一
千
円
）
▼
諸
収
入
…
一

七
万
円
（
二
億
一
、
九
七
四
万
九
千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
議
会
費
…
六
万
七
千
円
（
六
、
七

六
六
万
一
千
円
）
▼
総
務
費
…
四
四
万

五
千
円
（
五
億
三
、
0
七
七
万
四
千
円
）

▼
民
生
費
：
八
、
0
四
九
万
四
千
円
（
五

億
七
、
八
四
七
万
一
千
円
）
▼
衛
生
費

平成 5 年 1 月 10 日 広報めいわ (2) 



平
成
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
村
議

会
を
代
表
し
、
つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
五
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
迎
え
ま
し
て
、
こ
こ
に
村

民
の
皆
様
と
と
も
に
栄
え
ゆ
く
明
和
村

平

の
将
来
を
こ
と
ほ
ぎ
、
あ
わ
せ
て
村
政

の
伸
展
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、

ご
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

た
、
平
索
は
議
会
に
対
し
格
別
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

村議会議長

島田誠司

新年のあいさつ

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
ニ
―
二
七
万
九
千
円
を
追
加

し
総
額
を
五
億
二
、
六
二
四
万
五
千
円

成
度

国
民
陣
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

四

年

…
一
九
三
万
八
千
円
（
一
億
七
、
二
六

四
万
円
）
▼
農
林
水
産
業
費
…
一

0
1

―

万
一
千
円
（
一
億
八
、

0
三
三
万
四
千

円
）
▼
商
工
費
…
一
七
万
二
千
円
（
四
、

一
七
一
一
万
二
千
円
）
▼
土
木
費
…
六
、

六
二
六
万
二
千
円
（
一
六
億
四
、
九
九

三
万
五
千
円
）
▼
教
育
費
…
六
五
七
万

六
千
円
（
四
億
九
、
六
六
七
万
四
千
円
）

に
し
ま
し
た
。

主
に
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
・

高
額
療
養
費
の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
国
庫
支
出
金
…
一
0
万
七
千
円
（
一

億
三
、
五
七
三
万
三
千
円
）
▼
共
同
事

業
交
付
金
…
一
五
二
万
一
千
円
（
三
三

二
万
九
千
円
）
▼
繰
入
金
…
―
二
六
万

四
千
円
（
四
、
四
四
二
万
四
千
円
）
▼

繰
越
金
…
九
四
八
万
七
千
円
（
三
、

0

一
四
万
七
千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
総
務
費
…
五
一
万
六
千
円
（
二
、

―
―
四
万
一
千
円
）
▼
保
険
給
付
費
：
·

一
、
0
三
四
万
二
千
円
（
三
億
八
、
七

七
0
万
四
千
円
）
▼
共
同
事
業
費
拠
出

金
…
一
五
二
万
一
千
円
（
四
五
四
万
五

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
収
人
、

支
出
そ
れ
ぞ
れ
三
六
万
円
を
追
加
し
、

総
額
の
収
入
を
一
億
一
、
〇
六
八
万
五

千
円
、
支
出
を
一
億
0
、
七
0

一
万
円

に
し
ま
し
た
。

主
に
消
費
税
の
追
加
分
と
給
与
改
定

に
伴
う
も
の
で
す
。

【
収
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

営
業
収
益
…
三
六
万
円
（
一
億
0

、

0
六
八
万
二
千
円
）

【
支
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
際
情
勢
、
国
内
経
済
と
も
に
激

動
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
にP
K
o

協
力
法
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
北

方
領
土
問
題
、
コ
メ
の
自
由
化
問
題
、

佐
川
急
便
事
件
な
ど
、
さ
ら
に
は
、
バ

ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
景
気
の
低
迷

に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
政
府

も
地
方
自
治
体
も
厳
し
い
財
政
難
の
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
景
気
低
迷
の
余
波
は
、
本
年
に

も
色
濃
く
影
を
お
と
し
て
お
り
、
ま
た

景
気
の
回
復
後
に
お
い
て
も
、
従
前
の

よ
う
な
、
大
幅
な
財
政
の
自
然
増
収
を

期
待
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
情
勢
に
あ

り
ま
す
。

本
村
議
会
と
し
て
も
、
厳
し
い
財
政

危
機
を
乗
り
越
え
、
「
明
る
＜
住
み
よ
い

調
和
の
と
れ
た
」
明
和
村
を
モ
ッ
ト
ー

平
成
四
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

千
円

▼
営
業
費
用
…
六
万
五
千
円
（
九
、

七
一
九
万
七
千
円
）
▼
営
業
外
費
用
…

二
九
万
五
千
円
（
九
三
一
万
三
千
円
）

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
ふ
れ
あ
い
と

ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
）
建
設

二
億
三
千
百
余
万
円
で
契
約

一
ふ
る
さ
と
の
広
場
（
ふ
れ
あ
い
と
ス

ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
）
建
設
工
事
の
た
め
、

建
設
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
二
億
三
、
一
七
五
万
円
（
消

費
税
含
む
）
で
荒
井
建
設
株
式
会
社
（
明

和
村
大
佐
貫
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締

結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

に
し
た
村
政
推
進
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

公
園
建
設
推
進
を
は
じ
め
、
生
活
道
路

の
整
備
、
用
排
水
路
の
改
修
、
産
業
、

教
育
文
化
の
振
興
、
保
健
福
祉
の
充
実

等
、
村
民
の
住
み
よ
い
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
、
執
行
機
関
と
相
協
調
し

て
、
財
政
の
許
す
限
り
最
大
限
の
行
政

効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ
て

努
力
す
べ
き
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

村
議
会
は
、
村
民
の
代
表
と
し
て
、

議
決
機
関
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し

つ
つ
、
村
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
五
年
が
、
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

す。 つにさ 本紙 議議議議議議議議議議副 お本 迎
議願 ［一かを 員員員員員員員員員員長 い ｛斧

えも
さつ , 関始 且 原泉石泉森栗薗小明申しろょせて
て‘ 根沢 日田崎公田尻原部平 [ 責し
たし、 新年
だの

<~ ~ ~ 慎三嘉昭 " } 木ー 夏 手号 まくきあ 市郎男ー 一郎茂 明章会す
まい
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'--------------------------------------------------------------------------—` 

! 「会、村ではどんなことガ課題になっていi
｛るの力」 など、寿学級生・女性ふれあいi
iセミナ一生ガ合同で、村のトップを招いて、
：村の情勢等についてヒザを交え話し合う「村
i長と語る」ガ11月26日、中央公民舘で開力れ、

i例年好評でこの日も50人ほどが参加し、終始
i和や力に進められ有意義な半日を過ごしましi
! だ。その概要は次のとありです。
'-------- -- - ----- -- - ----- ------ ---- -------- - -------- ------------------------J 

質
問
ふ
る
さ
と
公
園
の
中
に
ど
の
よ

う
な
建
物
が
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、
建

物
の
中
に
村
の
文
化
財
な
ど
展
示
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
か
。

具
体
的
に
は
決
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
計
画
と
し
て
展
示
ス

ペ
ー
ス
も
考
え
て
い
き
だ
い

村
長
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と

し
て
、
昭
和
六
十
三
年
に
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
公
園
建
設
を
望
む

声
が
多
く
、
公
園
の
建
設
と
予
定
地
の

決
定
に
つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

推
進
委
員
会
を
設
立
し
、
地
権
者
の
ご

協
力
に
よ
り
建
設
の
運
び
と
な
り
ま
し

こ
。t
 ふる

さ
と
公
園
計
画
は
、
や
す
ら
ぎ

と
文
化
の
ゾ
ー
ン

(
Aゾ
ー
ン
）
、
ふ
れ
＇

あ
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ゾ
ー
ン

(
Bゾ
ー

ン
）
、
温
水
プ
ー
ル
の
ゾ
ー
ン
(
Cゾ
ー

ン
）
の
三
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
、
平
成

四
年
度
か
ら
四
カ
年
事
業
計
画
で
平
成

ふ
る
さ
と
公
園
（
仮
称
）
内
の
建
物

お
よ
び
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

七
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
二
十
億
円
で
す
。

平
成
四
年
度
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
北
側
の

B

ゾ
ー
ン
に
多
目
的
広
場
を
約
四
億
円

（
土
地
代
含
む
）
掛
け
て
建
設
し
ま
す
。

面
積
は
約
―
•
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
周
囲

に
樹
木
を
植
え
、
一
周
一
一
百
メ
ー
ト
ル

の
ト
ラ
ッ
ク
を
備
え
た
ク
レ
ー
舗
装
の

近
代
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
五
年

三
月
末
に
完
成
の
予
定
で
す
。

平
成
五
年
度
は
、
南
大
島
村
営
住
宅

南
側
の
C

ゾ
ー
ン
に
温
水
プ
ー
ル
を
メ

イ
ン
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
芝
生
の
広

場
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
温
水
プ
ー

ル
建
設
に
つ
い
て
は
、
約
一
億
円
掛
け

て
土
地
と
基
礎
工
事
を
村
で
負
担
し
、

建
物
等
に
つ
い
て
は
B
&
G

（
ブ
ル
ー

シ
ー
＆
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）
財
団
（
東

京
都
港
区
）
が
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
と

し
て
約
五
億
円
を
掛
け
て
建
設
し
、
三

年
間
は
B
&
G

財
団
の
所
有
で
村
が
維

持
管
理
を
行
い
、
三
年
後
に
無
償
で
村

に
提
供
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
こ

の
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て
、
夏
季
し

か
利
用
で
き
な
い
プ
ー
ル
を
建
設
し
た

自
治
体
は
全
国
で
四
四
八
カ
所
、
県
内

で
も
三
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で
は

一
年
中
利
用
で
き
る
温
水
プ
ー
ル
の
建

で
す
。

平
成
六
年
度
は
B

ゾ
ー
ン
西
側
の
A

ゾ
ー
ン
に
多
目
的
な
建
物
を
建
設
す
る

計
画
で
す
が
、
具
体
的
に
は
決
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
面
積
は
約
―

·
O
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
計
画
と
し
て
は
土
地
の
有

ふるさと公園（仮称）完成予想固

設
計
画
を
申
請
し
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
温
水
。
フ
ー
ル
の
東
側
に
全
天

候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
と
、
芝
生
の

広
場
を
約
四
億
円
掛
け
て
建
設
す
る
予

定
で
、
面
積
は
約
―
•
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

村
長
を
囲
ん
で
懇
談

寿
学
級
生
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生

効
利
用
か
ら
一
二
階
建
て
に
し
て
、
図
書

館
、
商
工
会
館
、
勤
労
者
会
館
、
地
場

産
業
品
や
文
化
財
の
展
示
場
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
推
進
委
員
会
で
審
議
し
、

決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
七
年
度
は
、
A

ゾ
ー
ン
に
噴
水
、

カ
ス
ケ
ー
ド
な
ど
修
景
施
設
を
建
設
し
、

四
カ
年
事
業
を
完
了
す
る
計
画
で
す
。

質
問
学
校
給
食
を
セ
ン
タ
ー
方
式
に

す
る
予
定
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
、
あ
る
と
す
れ
ば
い
つ
頃
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

村
長
現
在
、
本
村
は
副
食
給
食
（
御

飯
の
み
持
参
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小

•
中
学
校
・
保
育
園
の
給
食
担
当
者
十

二
人
と
栄
養
士
一
人
の
十
三
人
体
制
で

約
一
、
六
0
0
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
状
況
は
、
公
立
小
学
校
三
六

五
校
の
内
、
副
食
給
食
を
実
施
し
て
い

る
学
校
は
本
村
の
二
校
だ
け
で
あ
り
、

三
六
三
校
は
完
全
給
食
で
す
。
ま
た
、

公
立
中
学
校
一
八
三
校
の
内
、
副
食
給

食
を
実
施
し
て
い
る
学
校
は
四
校
で
、

そ
の
中
に
本
村
の
中
学
校
が
含
ま
れ
て

お
り
、
一
七
九
校
は
完
全
給
食
で
す
。

本
村
の
学
校
給
食
は
県
内
で
も
遅
れ
て

い
る
状
況
で
す
の
で
、
今
後
改
善
を
図

っ
て
行
く
考
え
で
す
。

近
隣
の
市
・
町
で
給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
館
林
市
・

諮
問
委
員
会
で
の

結
誦
に
委
ね
だ
い

学
校
給
食
に
つ
い

て

平成 5 年 1 月 10 日 広報めいわ (4) 



質
問
保
育
園
と
幼
稚
園
が
、
な
ぜ
年

齢
別
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

村
長
県
内
の
状
況
は
、
公
立
の
保
育

園
は
一
五
六
園
、
私
立
は
二
六
二
園
、

公
立
の
幼
稚
園
は
―
ニ
ニ
園
、
私
立
は

一
三
九
園
あ
り
ま
す
。
人
日
一
万
一
千

人
位
で
公
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
が
各

三
園
あ
る
の
は
、
県
内
で
も
本
村
だ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出
生
率
の
低

下
で
園
児
が
減
少
し
、
現
状
維
持
は
将

来
困
難
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
は
‘
三
園
を
二
園
、
あ
る
い
は

一
園
に
減
少
さ
せ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
七
十
五
人

か
ら
な
る
諮
問
委
員
会
（
調
査
研
究
員

含
む
）
で
審
議
し
結
論
を
出
し
て
い
く

考
え
で
す
。

現
時
点
で
は
、
村
長
と
し
て
、
具
体

的
な
考
え
は
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
齢
別
に
分
か
れ
て
い
る
の
は
、
本

来
な
ら
良
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
が
三
園

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園

が
六
園
あ
る
だ
め

保
育
園
・
幼
稚
園
に
つ
い
て

千
代
田
町
・
邑
楽
町
で
、
大
泉
町
は
民

間
業
者
委
託
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

方
針
と
し
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
で
実
施
す
る
の
が
効
率
が
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
最
終
的
な
結
論
は
平
成
四

年
十
二
月
発
足
の
七
十
五
人
か
ら
な
る

諮
問
委
員
会
（
調
査
研
究
員
含
む
）
で

審
議
し
決
定
し
た
答
申
に
基
づ
い
て
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
長
西
部
地
区
の
利
根
川
総
合
運
動

建
設
省
の
河
川
敷
利
用

計
画
に
基
づ
い
て

ず
つ
あ
り
ま
す
の
で
年
齢
別
に
分
か
れ

て
い
る
の
で
す
。

転
入
し
て
来
た
方
に
は
理
解
で
き
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
状
況
で

保
育
園
・
幼
稚
園
が
三
園
あ
る
も
の
を

ど
の
よ
う
な
方
向
付
け
を
し
た
ら
よ
い

か
決
定
す
る
の
が
先
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
年
齢
別
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
東
部
地
区
の

河
川
敷
の
開
発
計
画
に
つ
い
て

質
問
村
内
の
河
川
敷
は
、
西
部
は
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
部
・
東
部
は

今
後
開
発
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▲幼稚園運動会

有
効

場
は
、
館
林
市
と
共
同
で
作
り
、

利
用
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
建
設
省
で
は
、
将
来
の
計
画

の
中
で
河
川
敷
の
中
央
ま
で
護
岸
工
事

の
予
定
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
元

年
、
建
設
省
で
は
十
力
年
策
定
計
画
が

決
定
と
な
り
、
「
自
然
ゾ
ー
ン
」
「
自
然

整
備
ゾ
ー
ン
」
「
自
然
利
用
ゾ
ー
ン
」
の

三
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
、
将
来
の
河
川
敷

利
用
計
画
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
本
村
の
河
川
敷
は
「
自
然
利
用
ゾ

ー
ン
」
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
時
点
で
は
何
も
作
る
こ
と
が
で
き
な

い
し
、
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
然
利
用
ゾ
ー
ン
」
を
変
更
す
る

の
は
、
十
年
に
一
度
の
見
直
し
の
時
だ

け
で
、
こ
の
計
画
は
平
成
元
年
に
決
定

と
な
り
ま
し
た
の
で
次
の
変
更
は
平
成

十
年
と
な
り
、
途
中
で
変
更
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
村
で
は
、
将
来
は
河
川

当
分
の
間
従
来
の
方
法

で
継
続
し
て
い
き
だ
い

、ヽ
オ

—— 
ー
リ

T
.

っ

て

生
ゴ
ミ
収
集
場
所
の

食
い
散
ら
か
し
防
止
用' 

ッ
ト
、

敷
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、

平
成
四
年
度
予
算
に
一
、
八
四

0
万
円

の
調
査
費
を
計
上
し
て
専
門
家
に
依
頼

し
検
討
し
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

質
問
生
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
に
犬
や
猫

の
食
い
散
ら
か
し
防
止
用
の
ネ
ッ
ト
な

ど
処
置
で
き
ま
せ
ん
か
。

村
長
村
内
の
生
ゴ
ミ
収
集
場
所
は
全

部
で
八
十
一
カ
所
あ
り
、
毎
週
月
曜
日

と
金
曜
日
の
当
日
午
前
八
時
三
十
分
ま

で
に
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
は
、

自
治
体
で
処
理
を
す
る
と
い
う
法
律
が

あ
り
ま
す
が
、
本
村
は
処
理
施
設
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
館
林
市
に
お
願
い

し
て
、
一
年
契
約
で
毎
年
更
新
し
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
方
法
は
議
員
さ
ん

等
に
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
住
民
の
方
々
に
は
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

食
い
散
ら
か
し
の
問
題
に
つ
い
て
は

本
村
で
も
収
集
場
所
に
鉄
骨
で
作
っ
て

設
置
し
よ
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
設
置
す
る
と
決
め
ら
れ
た
日
以

▲熱心に聞いている学級生
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今
後
と
も
基
本
方
針
に
基

づ
き
指
定
紙
袋
の
み
収
集

し
ま
す
の
で
住
民
の
方
々

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

村
長
本
村
は
、
指
定
紙
袋
以
外
は
収

集
し
な
い
と
い
う
基
本
方
針
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

黒
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
っ
て
い
る
ゴ

ミ
を
指
定
紙
袋
に
入
れ
替
え
る
の
は
手

間
が
か
か
り
、
ま
た
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
に
し
て
お
く
と
犬
や
猫
が
食
い
散
ら

か
す
た
め
、
や
む
を
得
ず
回
収
し
ま
し

た
が
、
村
の
方
針
は
あ
く
ま
で
も
指
定

の
紙
袋
以
外
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、

本
村
の
方
法
で
住
民
の
方
々
に
は
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
の
紙
袋
は
、
七
k
g
か
ら
九
k
g
の

生
ゴ
ミ
が
入
り
ま
す
。
現
在
、
一
日
平

長寸
均
約
七
t
の
生
ゴ
ミ
が
出
て
い
ま
す
の

木．
る
で
、
自
家
処
理
で
き
る
ゴ
ミ
は
処
理
し

月
て
い
た
だ
き
、
決
め
ら
れ
た
曜
日
と
時

す日説
間
を
守
っ
て
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

• 

質
問
ビ
ン
・
缶
等
の
収
集
回
数
が
増

え
な
い
か
。
そ
れ
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

・
ビ
ン
の
ふ
た
・
粗
大
ゴ
、
ミ
の
出
し
方

が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ビ
ン
・
缶
等
の
収
集
回
数
を

平
成
五
年
度
で
は
も
う
少
し

増
や
し
だ
い
。
粗
大
コ
ミ
の
回

収
を
実
施
す
る
時
は
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

村
長
現
在
ニ
カ
月
に
一
回
の
割
合
で

実
施
し
て
い
る
ビ
ン
・
缶
等
の
収
集
回

．
缶
等
の
収
集
回
数

と
粗
大
ゴ
ミ
等
の
出
し
方

_
-
、

し
しビ

ン

つ

て

質
問
粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
も
館
林
市
に

委
託
で
き
ま
せ
ん
か
。

粗
大
ゴ
ミ
の
委
託
に
つ
い
て

外
に
も
ゴ
ミ
を
持
ち
出
し
て
必
ず
汚
＜

な
っ
て
し
ま
い
、
逆
に
取
除
い
て
い
る

市
町
村
も
あ
り
ま
す
の
で
、
近
所
の
ゴ

ミ
を
出
す
人
に
責
任
を
持
っ
て
管
理
し

て
い
た
だ
き
た
い
考
え
で
す
。

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
ゴ
ミ
の
有

料
化
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ゴ

ミ
等
の
問
題
は
住
民
と
自
治
体
が
一
緒

に
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

本
村
も
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
る
た
め

に
、
ワ
ン
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
簡
易
焼
却

炉
の
購
入
に
は
補
助
金
を
出
し
て
い
ま

す
の
で
、
当
分
の
間
は
従
来
の
方
法
で

継
続
し
て
い
き
た
い
考
え
で
い
ま
す
。

質
問
量
が
あ
ま
り
入
ら
な
い
。
黒
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
ゴ
ミ
を
入
れ
て
そ
の
上
に

指
定
袋
を
貼
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

数
を
、
平
成
五
年
度
で
は
も
う
少
し
増

や
し
た
い
考
え
で
い
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ス
ー

パ
ー
等
で
買
い
求
め
た
食
品
用
ト
レ
ー

は
そ
の
ま
ま
、
大
き
な
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
は
刻
ん
で
生
ゴ
ミ
と
一
緒
に
指
定
紙

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン
の
ふ
た
で
金
属
製
ふ
た
は
金
属

類
と
一
緒
に
、
ビ
ニ
ー
ル
製
ふ
た
は
生

ゴ
ミ
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ゴ
ミ
は
年
に
二
回
実
施
を
予
定

集
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
す
る
日
時
、
品

収
目
等
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

I

I

I

 
ゴ
す
。
粗
大
ゴ
ミ
で
回
収
可
能
な
品
目
は

▲
調
査
時
で
二
十
九
品
目
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
そ
の
中
の
七
品
目
を
収
集
し
て
い

ま
す
。

質
問
焼
灰
の
始
末
に
困
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
処
理
が
よ
い
か
、
何
か
妙
案
は

あ
り
ま
す
か
。

村
長
焼
灰
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で

各
家
庭
で
庭
等
の
空
地
を
利
用
し
て
埋

め
立
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

委
託
で
き
ま
せ
ん

村
長
館
林
市
と
の
契
約
は
、
生
ゴ
ミ

の
焼
却
処
分
だ
け
を
一
年
契
約
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
粗
大
ゴ
ミ
の
処
分
は

委
託
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
本

村
で
処
理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
粗
大
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
を
造
り
処

理
し
て
い
ま
す
。

生
ゴ
ミ
が
委
託
で
き
な
く

な
っ
た
時
の
村
の
対
応
と

村
独
自
の
建
設
計
画
は

質
問
現
在
、
館
林
市
に
委
託
し
て
い

る
生
ゴ
ミ
が
委
託
で
き
な
く
な
っ
た
時

の
村
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
村
独
自
の
施
設
建
設

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

議
員
さ
ん
と
一
緒
に
協
議

し
ま
す
。
村
独
自
の
施
設
建

設
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

自
家
処
理
し
て
い
た
だ
き
だ
い

焼
灰
の
始
末
に
つ
い
て

つ

て

指
定
紙
袋
の
再
検
討

_
-
、
ｻ

l

,
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地
元
で
協
議
し
て
結
論
を

出
し
て
い
だ
だ
き
だ
い

村
長
館
林
市
と
の
契
約
は
一
年
で
す

が
、
何
か
突
発
的
な
予
測
も
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
た
時
は
、
議
員
さ
ん
に
緊

急
臨
時
会
を
開
き
ま
す
と
申
し
上
げ
て

お
り
、
議
員
さ
ん
と
一
緒
に
協
議
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
一
年
契
約
で

す
が
従
来
通
り
館
林
市
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
独
自
の
施
設
建
設
計
画
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

質
問
中
谷
地
内
ホ
テ
ル
―
―
―
二
周
辺

の
小
さ
な
橋
付
近
の
河
川
の
悪
臭
に
つ

い
て
。

村
長
本
村
の
土
地
改
良
事
業
は
、
昭

和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て

実
施
さ
れ
、
経
費
が
掛
か
る
の
で
用
排

水
兼
用
に
し
て
水
路
を
使
用
す
る
よ
う

土
地
改
良
か
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
本

村
に
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
は
土
地

柄
に
な
じ
ん
で
い
た
だ
け
な
い
と
、
理

解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
農
家
の
方
が
土
地
を
売
却
し

て
そ
の
場
所
に
建
物
か
建
ち
、
雑
排
水

か
排
出
し
て
困
る
の
で
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
て
も
、
用
排
水
が
兼
用

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
我
慢
し
て
い
た

だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
の
場
所
に
つ
い
て
は
調
査
し
た

結
果
、
水
か
よ
ど
ん
で
い
ま
し
た
か
、

逆
に
近
所
の
人
か
ら
は
、
防
火
用
水
と

し
て
役
立
つ
か
ら
堰
は
外
さ
な
い
で
は

河
川
の
悪
臭
に
つ
い
て

村
長
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は

現
在
は
白
紙
に
戻
つ
て
い
る

質
問
館
林
市
と
の
合
併
は
ど
う
か
。

館
林
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

質
問
生
活
用
水
が
田
に
流
れ
込
ん
で

い
る
現
状
を
調
査
し
、
解
決
し
て
ほ
し

い
。
排
水
路
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
、

汚
水
、
悪
臭
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

村
長
本
村
の
水
路
は
、
用
排
水
兼
用

に
な
っ
て
い
る
所
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
現
状
把
握
の
た
め
、
で
き
る
限
り

調
査
等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
用
排
水
兼
用
の
水
路
の
た
め

雑
排
水
が
流
れ
込
み
ま
す
の
で
、
開
発

許
可
、
新
築
の
際
に
は
合
併
浄
化
槽
、

あ
る
い
は
沈
澱
分
離
ろ
過
槽
を
設
置
し

て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
で
き
る
限
り
き
れ
い
な
水
に

し
て
流
す
よ
う
村
で
は
、
合
併
浄
化
槽

等
を
設
置
す
る
場
合
に
は
補
助
金
を
出

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

で
き
る
限
り
調
査
等
を

実
施
し
て
い
き
だ
い

家
庭
用
雑
排
水
に
つ
い
て

し
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
中
谷
地
区
で
協
議

し
て
結
論
を
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
村
と
し
て
も
悪
臭
が
漂

わ
な
い
よ
う
行
政
指
導
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲拡幅・改修された道路

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
よ
う
に
反
対
が
四

+
•
―
―
-
%
、
賛
成
が
三
十
九
％
で
一
・

三
％
反
対
か
多
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分

析
し
て
み
ま
す
と
、
利
根
川
沿
い
の
行

政
区
で
反
対
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
行

政
区
で
賛
成
が
多
か
っ
た
と
い
う
結
果

で
し
た
。
ま
た
、
年
齢
別
で
は
、
五
十

歳
代
の
反
対
が
一
番
多
く
、
次
に
二
十

歳
代
と
い
う
順
で
し
た
。

そ
し
て
、
合
併
問
題
は
、
前
村
長
さ

ん
が
五
年
間
政
治
生
命
を
か
け
て
合
併

推
進
に
最
大
の
努
力
を
し
て
き
ま
し
た

が
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
時
点
で
白
紙
に
戻
っ
た
と
考

え
、
現
時
点
で
取
り
上
げ
る
の
は
時
期

尚
早
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
の
拡
幅
・
改
修
に
つ
い
て

質
問
道
路
の
拡
輻
や
改
修
に
つ
い
て

の
手
順
や
状
況
を
話
し
て
い
た
だ
き
た

、
。
し

村
長
地
権
者
の
同
意
を
得
て
、
区
長

さ
ん
を
通
じ
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
取

り
ま
と
め
た
申
請
書
を
道
路
改
良
促
進

協
議
会
で
審
議
し
、
順
番
等
を
決
定
し

て
い
ま
す
。
―
つ
の
基
準
と
し
て
、
年

間
五
千
メ
ー
ト
ル
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
権
者
の
同
意
を
得
て

申
請
し
、
道
路
改
良
促
進

協
議
会
で
審
議
決
定

▲メモを取りながら聞いている学級生

平
成
四
年
四
月
一
日
現
在
、
申
請
さ
れ

て
い
る
所
は
、
七
十
八
路
線
、
二
万
五

千
八
十
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
毎
年
五
千

メ
ー
ト
ル
実
施
し
て
も
五
年
は
か
か
り

ま
す
。

今
ま
で
は
、
順
番
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
前
年
度
か
ら
、
道
路
改
良
促

進
協
議
会
の
了
承
を
得
て
、
日
常
生
活

道
路
を
最
優
先
に
道
路
改
良
を
促
進
す

る
と
い
う
考
え
方
を
三
割
か
ら
四
割
反

映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
順
番
を
早
め
て

道
路
改
良
す
る
よ
う
に
方
針
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
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明
和
俳
句
会

恵
方
と
や
雪
の
赤
城
に
真
向
え
り

松
本
夜
詩
夫

こ
う
え
ん

香
煙
に
厄
を
預
け
し
初
観
音轡

訳
芳
子

色
分
け
て
名
札
に
替
え
る
祝
箸荒井

み
ね
子

福田峯次氏

勲六等単光旭日章受章

叙勲祝賀会

き
ょ
し
よ
く

初
日
記
虚
飾
め
き
た
る
事
す
こ
し

日
名
子
春
実

な
っ

一
分
間
過
ぎ
し
去
年
の
懐
か
し
き

高
橋
三
重
子

ぷ
し
ょ
う

字
数
減
り
不
精
さ
目
立
つ
初
日
記

山
下
富
治

あ
ん
ど
が
ゆ

平
熱
や
今
朝
は
安
堵
の
な
ず
な
粥

江
原
さ
い

す

初
孫
の
運
動
会
や
髪
を
杭
き

え
ほ
う
ふ
｀
，
森
戸
は
ひ
ろ

氏
神
を
恵
方
と
決
め
て
夫
婦
の
歩

山
下
ふ
で

元
村
議
会
議
員
の
福
田
峯
次
さ
ん
（
八
八
）

が
、
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
、

そ
の
栄
誉
を
た
た
え
て
十
二
月
十
四
日
、

中
央
公
民
館
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

こ
。t
 主催

者
の
村
長
、
村
議
会
議
長
を
は

じ
め
来
賓
と
し
て
地
元
選
出
の
国
会
議

員
、
県
会
議
員
そ
れ
に
村
議
会
議
員
、

区
長
、
農
業
委
員
な
ど
村
内
各
種
団
体

か
ら
百
二
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
受
章

を
祝
福
し
ま
し
た
。

式
は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま

り
、
受
章
者
紹
介
、
主
催
者
の
あ
い
さ

つ
、
記
念
品
贈
呈
と
続
き
、
そ
し
て
来

賓
祝
辞
が
披
露
さ
れ
る
と
一
層
厳
粛
み

を
増
し
受
章
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
乾
杯
、
万
歳
三
唱
と
続
き

祝
賀
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
祝
福
の
拍
手

が
館
内
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
日
、
江
口
の
子
供
た
ち

（
子
供
育
成
会
代
表
新
井
輝
武
さ
ん
）

は
一
年
間
、
無
事
、
健
康
で
登
校
で
き

た
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
区
内
の

神
社
な
ど
公
共
施
設
を
清
掃
。
更
に
、

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

高
齢
者
を
尊
ぶ
心
を
養
っ
て
も
ら
お
う

と
例
年
行
わ
れ
、
し
め
飾
り
づ
く
り
な

ど
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
有
意
義
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

感
謝
を
込
め
て

神
社
な
と
清
掃

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
か
ら
支
給
さ

れ
て
い
る
年
金
の
う
ち
老
齢
給
付
を
受

け
て
い
る
人
全
員
に
、
一
月
下
旬
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
平
成
四
年
中
に
支
払
わ

れ
た
年
金
額
や
源
泉
徴
収
税
額
な
ど
か

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
や
還
付
請
求
を
す
る
と
き

は
、
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

財
産
を
も
ら
つ
だ
と
き

平
成
4
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
は
、

2
月

1

日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
現

金
、
預
貯
金
、
有
価
証
券
、
土
地
、
家

源
泉
徴
収

送
ら
れ
ま

票

すが

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

講
演
会
が
開
か
れ
ま
す

屋
、
事
業
用
財
産
、
貴
金
属
、
宝
石
、

美
術
品
な
ど
の
合
計
額
が
、
1

月
1

日

か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
一
年
間
に
6
0

万
円
を
こ
え
た
部
分
に
つ
い
て
か
か
り

ま
す
。

な
お
、
夫
婦
の
間
で
居
住
用
不
動
産

な
ど
の
贈
与
か
あ
っ
た
と
き
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
基
礎
控
除
6
0
万

円
の
ほ
か
に
配
偶
者
控
除
と
し
て
最
高

2
,
0
0
0
万
円
ま
で
が
課
税
価
格
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
こ
の
贈
与
税
の

配
偶
者
控
除
は
、
原
則
と
し
て
一
生
に

一
度
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
の
問
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し

て
い
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
関
心
は
、
か
つ
て
な
い
程
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
村
民
が
と

も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
、
ま
た
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
人

等
、
村
民
を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
な
お
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

ちt
 

供

0
日
時

1
1

平
成
5
年
1

月
2
5
日
囲
午

子る
後
1

時
3
0
分
か
ら
3
時
ま
で

ぃ

0
会
場

1
1

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

てし
圏
演
題

1
1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
社
会
活

掃
動
の
意
義

清吐
〇
講
師

1
1

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

神
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
山
田
美
和
子
先

生

• 
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【
小
学
生
男
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

森
田
純
一
▽
準
優
勝
1
1

田

子
真
二
▽
第
三
位
1
1

木
村
和
彦

【
小
学
生
女
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

田
ロ
カ
ヨ
子
▽
準
優
勝
1
1

第
3
3回
村
民
卓
球
大
会

＊
期
日

1
1
2

月

2
8日
同

合
会
場

1
1

赤
沢
ス
キ
ー
場
（
新
治
村
）

＊
募
集
人
員
1
1
7
0
人

＊
参
加
費
1
1
1

人
3
,
0
0
0

円
（
昼

食
代
含
む
）

＊
申
し
込
み
1
1
1

月

2
0
日
か
ら
社
会
体

育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

参
加
者
募
集

ス
キ

教
室

【
A
プ
ロ
ッ
ク
】

▽
優
勝
1
1

明
和
愛
好
会
▽
準
優
勝
1
1

チ

ェ
リ
ー
ズ

【B
プ
ロ
ッ
ク
】

▽
優
勝
1
1

ニ
ュ
ー
リ
リ
ー
ズ
▽
準
優
勝

1
1

大
佐
貫
ク
ラ
ブ

八
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

第

1
8

回
秋
季

根
岸
加
奈
▽
第
三
位
1
1

中
島
沙
織

【
中
学
生
男
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

始
沢
勲
▽
準
優
勝
1
1

鑓
田

崇
人
▽
第
三
位
1
1

坂
上
喜
一

【
中
学
生
女
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

須
永
明
美
▽
準
優
勝
1
1

大

津
紘
子
▽
第
三
位
1
1

秋
田
香
耶
子

【
一
般
男
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

塚
原
裕
之
▽
準
優
勝
1
1

小

林
達
也
▽
第
三
位
1
1

原
秀
一

【
一
般
女
子
の
部
・
シ
ン
グ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

田
部
井
恵
美
子
▽
準
優
勝

1
1

田
口
雪
枝
▽
第
三
位
1
1

野
口
志
乃

【
一
般
男
子
の
部
・
ダ
プ
ル
ス
】

▽
優
勝
1
1

塚
原
裕
之
・
小
林
達
也
組

▽
準
優
勝
1
1

小
松
原
義
男
・
原
秀
一
組

▽
第
三
位
1
1

松
沢
盛
人
・
新
井
規
久
組

【
一
般
女
子
の
部
・
ダ
プ
ル
ス
】

▽
優
勝
I
I

田
口
雪
枝
・
荒
木
佳
代
子

組
▽
準
優
勝
1
1

野
口
志
乃
・
田
口
江
梨

子
組
▽
第
三
位
1
1

須
永
明
美
・
大
津
紘

子
組
〔
敬
称
略
〕

A
フ
ロ
ッ
ク
明
和
愛
好
会

B
フ
ロ
ッ
つ
ニ
ュ
ー
リ
リ
ー
ス
儘
勝

不眠症の解消・疲労の回復などに．／

年りす監念ブ すれ見板・野ム勝日支回 大：舅！
た L る督な＾そごるる事倉監球が戦ま部春県
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す。ど叶年しん年し゜と 3 0 が田明郡霰か球主 4>
し球野f:野ま し月で決清和内校ら大催予年
て部球つは球す てに破勝美西 26 庭 11 会のill B 
‘だにた ク゜ 出開り戦さ少チ 月邑第
少よ対が、残ラ 場か‘でん年 1 渓 8 楽 18 会球
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▲明和西少年野球クラブのナイン

玉ねぎの効用

る。

。)

(9) 広報めいわ

ハ
ロ
ー
健
康
⑩

ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
黄
褐
色
の
薄
い
外
皮
に
は
、

ク
エ
ル
セ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
て
、
脳

の
毛
細
血
管
を
強
く
す
る
働
き
が
あ
り
、

動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

玉
ね
ぎ
の
辛
味
と
に
お
い
の
正
体
は
、

揮
発
性
の
硫
化
ア
リ
ル
で
、
延
髄
を
剌

激
し
て
血
液
の
循
環
を
促
進
さ
せ
、
発

汗
、
解
熱
、
消
炎
な
ど
の
作
用
を
あ
ら

わ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
玉
ね
ぎ
に
含
ま
れ
て
い
る

ア
リ
ル
・
プ
ロ
フ
ィ
ル
ジ
サ
ル
サ
イ
ド

が
、
糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
に
有
効
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平成 5 年 1 月 10 日
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十
二
月
二
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で

「
し
め
飾
り
」
づ
く
り
か
行
わ
れ
、
親
子

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
か
ら
指
導
を

受
け
、
二
時
間
ほ
ど
で
一
人
ニ
ー
三
本

作
り
上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
味
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
体
験
を
し
、
作
る
喜
び
を

か
み
し
め
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

に
チ
ャ
レ

、
)
i
、
)

，，9 、 -グ一

,,- -... ,-ｷ 
--4 - .^.-

▲「しめ飾り」づくりに挑戦している親子

親
子
で
r
し
め
飾
り
」

▲もちつきを体験している園児

12月 11 日、村では独居老人や重度障害者等を対象に「み

んなで明るいお正月を迎えましょう」と恒例の歳末慰問

を行いました。今回の対象者は157人。村長、助役と 2 班

に分かれてそれぞれ訪問し、慰問金品を贈り激励しまし

た。

訪問先々では「 1 年かたつのは早いものですね、これ

をいただくと、師走を実感します。毎年ありがとうござ

います」、「お元気ですか、お互い良いお正月を迎えまし

ょう」など会話を弾ませ、年末年始談義に花をさかせて

いました。

み
ん
な
で
明
3

い
お
正
月
t
迎
え
ま
し
ょ
う

中央保育園では、 12 月 10 B 、杵と臼を使って

園児と保母が協力して、 もちつき大会が行われ、

もち米 7 キロをペッタン、ペッタンとつき上げ

ました。

園児たちは家庭では味わうことが少なくなっ

たもちつきを体験、つき上げたもちを雑煮や黄

な粉もちで、舌つづみを打っていました。

なお、西保育園では12 月 9 B 、東保育園では

12 月 11 日同様に行われました。

保
育
圃
児
が

も
ち
つ
き
を
体
順

電線の近＜であふないぁそひはやめましょう I

/1  

平成 5 年 1 月 10 日

電線などに「ダコ」が、ひっかか

ても電柱や鉄塔にのぽらないで

ぐに近くの東京電力へお知らせ

〈ださい。

4
 
3
 
2
 

わ
\ 

しめ報

鉄
塔
や
電
柱
に
の
ほ
っ
た
り
、
発
広

電
所
・
変
電
所
・
水
路
な
ど
の
柵

の
中
に
入
ら
な
い
こ
と
。

電
線
に
長
い
棒
な
ど
を
近
づ
け
た

り
し
な
い
こ
と
。

電
線
の
近
く
で
た
こ
あ
げ
や
模
型

飛
行
機
遊
び
は
さ
け
る
こ
と
。

も
し
電
線
に
た
こ
や
模
型
飛
行
機

が
ひ
っ
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
最

寄
り
の
東
京
電
力
へ
連
絡
し
、
自

分
で
は
絶
対
に
取
ら
な
い
こ
と
。

た
あ
け
は

電
線
の
な
じ
所
で

こ

(10) 
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▲カラオケを楽しんでいる通所者

昨
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

十
二
月
十
七
日
か
ら
五
日
間
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

職
員
が
手
づ
く
り
で
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
、
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
少

し
で
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
初
め
て

開
か
れ
、
多
彩
な
催
し
に
、
お

年
寄
り
は
感
激
し
、
時
間
を
忘

れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

テ
イ
サ
ー
ヒ
ス
セ
‘
石
勺
ー

で
ク
リ
ス
マ
ス
会

県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思

想
の
普
及
を
徹
底
し
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
促

進
し
て
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し

た
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
十
二

月
十
一
日
か
ら
行
わ
れ
、
運
動
初
日

に
本
村
で
は
、
村
交
通
対
策
協
議
会

主
催
、
村
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
の

協
力
を
得
て
、
フ
ジ
マ
ー
ト
明
和
店

前
で
買
物
客
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
マ
）

に
対
し
て
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

▲買物客にチラシ等を配布する安協婦人部

防
止
t
呼
ひ
掛
け

買
物
害
に
交
通
事
故

一一一一

心
の
み
れ
あ
じ
t
-

第
五
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ラ
オ
i

ケ
大
会
が
十
二
月
九
日
、
村
内
に
居
住
一

す
る
満
六
十
歳
以
上
の
老
人
を
対
象
に
一

開
か
れ
、
十
六
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
一

表
四
十
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
＝

一

し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
-
=

す
。
（
敬
称
略
）
一

食
優
勝

1
1

金
子
ヒ
ロ
子
（
中
谷
）
一

玄
準
優
勝
1
1

多
田
好
民
（
上
江
黒
）
＝

一

含
第
三
位
1
1

折
原
昭
三
郎
（
大
佐
貫
）
＝

玄
優
秀
賞
I
I

▽
吉
本
謙
次
▽
篠
木
は
つ
i

▽
泉
田
辰
雄
一

玄
特
別
賞
I
I
▽
田
口
千
代
▽
二
十
里
嘉
一

雄
▽
金
子
増
蔵
▽
石
川
宗
佑
▽
福
島
猛
一

一一

▽
関
口
重
市
▽
金
子
折
子
▽
新
井
茂

一一一一一一一一
ん
一
さ田
一

多
一、

一
ん
一
さこ金

一、
一

ん
一
さ原
一

折
一

ら
一が
一
左

•-

□9 

I ¥ 
カ

う

ォ

ケ

で

学
生
募
集
・
N
H
K

学
園

N
H
K

学
園
で
は
、
全
国
ど
こ
に
い

て
も
入
学
で
き
る
平
成
五
年
度
の
高
等

学
校
の
生
徒
と
専
攻
科
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

圏
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
（
通
信
教

育
）
0
3
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格

が
取
得

〇
申
込
受
付
2
月

1

日
1
4
月
1
5
日

0
高
等
学
校
選
科
生
コ
ー
ス
（
通
信
教

育
）
〇
希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単

位
取
得

〇
申
込
受
付
2
月

1

日
1
4
月
1
5
日

0
高
等
学
校
専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
）
社
会
福
祉
コ
ー
ス

0
高
卒
後
、
2
年
間
の
学
習
で
「

N
H

K

学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
認

定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

〇
申
込
受
付
2
月
1
日
1
4
月
5
日

※
詳
し
く
は
、
〒
1
8
6
|
0
1
東
京
都
国

立
市
富
士
見
台

2
|
3
6
N
H
K

学
園

8
E
l
l
係
6
0
4
2
5⑰
3
1
5
1

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

財
形
教
育
融
資
の
ご
案
内

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
財
形
貯
蓄

を
し
て
い
る
勤
労
者
ま
た
は
そ
の
親
族

に
、
高
校
、
短
大
、
大
学
な
ど
の
進
学

や
在
学
中
に
必
要
な
教
育
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

I
l
l
融
資
の
対
象
と
な
る
費
用

0
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
下

宿
代
等
居
住
費
用

圏
融
資
の
対
象
と
な
る
教
育
施
設

0
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど

学
生
募
集
・
放
送
大
学

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
を
活
用
し
て

講
義
を
行
う
放
送
大
学
で
は
、
平
成
五

年
度
第
一
学
期
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す

〇
募
集
人
員

0
全
科
履
修
生
7
,
0
0
0
人

0
選
科
・
科
目
履
修
生
1
0
,
0
0
0

人
奎
出
願
受
付
期
間
1
1

平
成
4
年
1
2
月
1
5

日
か
ら
平
成
5
年
2
月
1
5
日
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先
1
1

放
送
大
学
群
馬
学

習
セ
ン
タ
ー
6
0
2
7
2

⑫
5
3
8
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
電
力
か
ら
お
知
ら
せ

(11) 

圏
融
資
額
日

゜月

〇
財
形
残
高
の
5
倍
以
内
で
ー

進
学
資
金
（
入
学
時
）
3
0
0
万
円
ー
年5
 

修
学
資
金
（
在
学
中
）
1
5
0
万
円

蒼
融
資
条
件
成

平

〇
返
済
期
間
…
…
6
年
以
内

〇
融
資
利
率
…
…
年

6
.
2
4
%

※
詳
し
く
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
群
馬

雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
6
0
2
7
2
閲
6

1
0
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
近
、
電
気
の
検
査
や
ト
イ
レ
の
脱

臭
フ
ァ
ン
修
理
と
い
っ
て
、
高
額
な
検

査
料
・
修
理
代
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
事

件
が
、
県
内
東
毛
地
区
を
中
心
に
多
発

し
て
い
ま
す
。
東
京
電
力
は
検
査
の
際

に
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
な
く
、
点
わ
\ 

検
・
修
理
等
に
つ
い
て
も
、
工
事
業
者
し
｀
め

に
委
託
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
報
広

場
合
は
、
東
京
電
力
へ
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



CE匹団の／冒口輯戸口三稟□内□三り
地下水利用者は

定期報告を

県では、貴重な地下水を将来にわ

たって有効かつ適切に利用していく

ため要綱を制定し、一定の要件を備

えた揚水施設を用いて地下水を利用

し、届出を済ませている方は、毎年

2 月の末日がその前年 1 年間に採取

した地下水採取量の報告期限となっ

ていますので、地下水採取量報告書

2 部を役場企画開発課まで提出して

ください。

※詳しくは、役場企画開発課までお

問い合わせください。

看護婦・准看護婦募集

館林厚生病院

圏職種＝看護婦・准看護婦（臨時職

員）

0人員＝若干名

衡応募資格＝看護婦または准看護婦

の有資格者で年齢は20歳～45歳未

満の女性の方

圏応募期限＝平成 5 年 1 月 31 日まで

圏提出書類＝履歴書、看護婦または

准看護婦の免許の写し

衡試験＝面接試験・ 2 月 10 日

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

（館林厚生病院）庶務課人事係合(72)

3140へお問い合わせください。

冬空のつとい
参加者募集

圏期日＝平成 5 年 1 月 23 日（士）～ 24 日

（日） 1 泊 2 日

圏会場＝東毛少年自然の家

圏対象および募集人員＝小・中・養

護学校の児童生徒 100人

圏費用＝ 2,500円（食事代等）

卍内容＝星座についての映画と話、

星の観察、野外炊事など

衡申込方法＝直接電話でお申し込み

ください。

慟申込期間＝平成 4 年12 月 1 日～平

成 5 年 1 月 16 日まで

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666へお問い合わせく

ださい。

所得税・消費税の

確定申告はあ早めに

平成 4 年分の所得税確定申告は、

2 月 16 日から 3 月 15 日、個人事業者

の方の消費税確定申告は 1 月 1 日か

ら 3 月 31 日までとなっています。

期限間近になりますと大変込み合

いますので、できるだけ早めにお済

ませください。

東毛地区新就職

予定者研修会

圏期日＝平成 5 年 2 月 13 日（士）～ 14 日

（日） 1 泊 2 日

衡会場＝県立金山青年の家

而内容＝社会人になる心構えや就職

に関する基礎知識を学ぶ研修会

圏対象＝東毛地区高卒予定者50人

唖費用＝ 2,600円（食事代等）

®申込期間＝平成 5 年 1 月 4 日～ 29

日

＊申込方法＝所定の用紙に記入の上

各学校で一括して申し込む。

唖申込先＝県立金山青年の家（太田

市熊野町39-34) 合(22) 7956へ申

し込みしてください。

平成4年工業に関する

統計調査にご協力を

平成 4 年12 月 31 日現在で製造業を

営む事業所を対象に「工業統計調査」

「石油等消費構造統計調査」が全国一

斉に実施されます。「工業統計調査」

では、従業員数、原材料費、製造品

出荷額などを調査します。「石油等消

費構造統計調査」では、燃料、電力

の使用料などを調査します。調査の

方法は県知事から任命された調査員

が事業所を直接訪問し、調査票の記

入をお願いし、記入していただいた

調査票を回収するという方法で行い

ます。提出された調査票は、統計法

により厳重に秘密が守られ、統計作

成の目的以外は一切使用しません。

※詳しくは、役場経済課商工係へお

問い合わせください。

村の無料法律相談

◇日時＝ 2 月 10 日（水）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 2 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

乳児健診

◇日時＝ 2 月 10 日（水）午後 1 時～ 2

時受付

◇場所＝保健センター

健康相談

◇日時＝ 2 月 2 日（灼午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 2 月 15 日(}=j)午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 2 月 18 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 2 月 4 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

乳幼児健診

◇日時＝ 1 月 29 日（鉗午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝乳幼児希望者

平成 5 年 1 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 広報めいわ (12) 
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カムバック．！在宅の看護婦さん

県では、看護婦不足に対処するために、保健

婦、助産婦、看護婦、准看護婦の資格を持って

いる方で、現在家庭にいたり、資格を活用して

いない方々にナースバンクヘの登録をお願いし

ています。

登録されますと、就職相談、再教育講習など

が無料で受けられます。登録を希望される方は、
保健センター合(84)4686保健婦までご連絡くださ

し、

不動産の賃貸借・売買は公正証書で(3)

精神保健相談を開催

圏日時＝毎月第 1 •第 3- 火曜日

午後 1 時30分から 4 時まで

圏場所＝館林保健所検診室

Ill対象者＝一般住民・患者およびその家族•関

係者

圏実施内容＝個別相談

圏担当医師＝大塚医院長 大塚俊雄先生

Ill申込方法＝電話予約制

圏申込先＝館林保健所健康指導課合(72)3230ヘ

お申し込みください。

住宅金融公庫融資のご案内
圏受付期限＝平成 5 年 3 月 19 日まで

圏申込資格＝財形貯蓄（一般財形貯蓄・財形年

金貯蓄•財形住宅貯蓄）を 1 年以上行い、そ

の貯蓄残高が50万円以上ある方

Ill金利＝当初金利を4.55％とする変動金利

圏融資額＝財形貯蓄残高の10倍までの額（最高

4,000万円まで）

※問い合わせ先＝住宅金融公庫北関東支店 サ

ービス相談室合0272(32)6656へお問い合わせくだ

さい。

◎利点

①国の機関である公証人が作るので、裁判所、税務署等で極め

て強力な証拠力があります。

②原本が公証役場に保存されるので、紛失、改ざんの心配があ

りません。

③当事者双方の権利が保全されます。
④金銭債務を履行しないときは直ちに強制執行できる旨の条項

を付けると、相手方が債務不履行のときは、裁判しないで、

不動産、動産、給料等を差押え、債権を取立てできます（判

決と同じ効力）。

⑤債務者が倒産したときは、簡単に配当要求ができます。

⑥契約が誠実に履行されます。

⑦争いを防止できます。

◎手続き

あらかじめ次の書類（各ー通）を提出（郵送可）し、公証役

場で文書を作った後、当事者または代理人が公証役場に出向い

て、内容を確認、押印する。

①当事者の印鑑証明書（会社の場合は、会社の登記簿謄本、代

表者の印鑑証明書）

②当事者が公証役場に出向けない場合は、委任状と代理人の印

鑑証明書

※問い合わせ先＝太田公証役場（太田市飯田町1245- 1 清水ビル

1 階）合(45)8469へお問い合わせください。

建築基準法に基づく道路境界線のお知らせ

建築物等を新築、増築、改築などする時に、その建築敷地が接

する建築基準法第42条第 2 項で指定する道路の幅員が1. 8メートル

以上、 4 メートル未満の場合には、その道路の中心線から左右 2

メートルずつ後退した線をその道路の境界線と見なします。従っ

て、この後退した線と実際の道路とに挟まれた部分（下図の斜線

部分）は、道路部分と見なされるので、その部分の所有権は所有

者本人に帰属しますが、建築物（軒や庇を含む）、門、塀、擁壁等
は一切設けることはできません。 一

なお、道路の片側が、崖地・川・線路敷地等に面する場合は、

崖地・川・線路敷地等のある側の道路境界線から 4 メートルとっ

た線を道路境界線とみなします。

この制度の目的は、幅員 4 メートル未満の狭い道路に接する敷

地にも住宅等が建築できる緩和措置であります。また、将来幅員

4 メートルの道路が確保されることを目的とするものです。

※詳しくは、館林土木事務所合(72)4355か役場建設課にお問い合わ

せください。
隣地境界線

二：：二：分（斜線）
l道路中心線 2m （幅員1. 8m以上 4m未満の道路） l（点線）…—＿ l ……·--..一●ー ょ甕竺雙l·＿竺1_ （幅員1. 8m以上 4m未満の道路）

2m （点線）

隣地境界線

道路後退部分（斜線）

道路後退線

川（崖地、線路敷き等）

「 2月の園芸」をテーマに緑化講座開かれる
Ill 日時＝平成 5 年 2 月 4 日（木）午前10時から正午まで

Ill場所＝県緑化センター 邑楽町大字中野3924- 1 

Ill募集人員＝ 35人

Illその他＝雨天決行、参加費無料

圏申込先＝県緑化センター合(88)7188へお申し込みください。

(13) 広報めいわ

←ー道路後退線

役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 5 年 1 月 10 日
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冨
館林邑楽地区 館林地区・ 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

1 月 17 日
真中医院大神医院 森下医院合(73) 7776 岡田医院 竹越医院

曜 ff(72) 1630 合 (62)2200 清河堂医院合(72)3070 合 (72)3163 ff(84)3137 

1 月 24 日
浜野病院川田（耳）医院 大石医院合(74)2362 新橋病院 館林地区と

当
合(88)5678 合 (72)3314 堀越医院ff(73)4151 合 (75)30 I I 同じです。

1 月 31 日
横田⑱）医院川村医院 安良岡医院合(72)0572 海宝医院 館林地区と

番
合(72)0255 合 (72) 1337 横田（善）医院合 (72)4970 合 (74)0811 同じです。

; :i時; ;r 2 月 7 日
白沢医院川田医院 増田医院合(72) 1387 慶友病院 小西医院

医
合(72) 1600 合 (72)3724 田内医院合(72)3855 合 (72)6000 合 (86)2261

2 月 14 日
落合医院小倉医院 須田医院合(72)0862 最上医院 館林地区と

合(72)3160 合 (72)0606 横田（善）医院合(72)4970 合 (74)3763 同じです。

12 月 25 日

現在

忌
救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 3 件

•その他 1 件

●計 8 件

゜

代
表
浦
上
紀
子

よ
み
き
か
せ
の
会

⑱ 

明
和
短
歌
研
究
会
は
、
元
「
こ
ほ
ろ

ぎ
短
歌
会
」
と
も
言
い
ま
し
て
、
心
か

ら
短
歌
を
愛
す
る
人
達
の
勉
強
会
で
す
。

今
は
、
か
ほ
や
か
沼
、
田
芝
、
遠
富
士

の
三
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に
な
っ
て
明
和

短
歌
研
究
会
と
な
り
、
会
員
は
十
九
名

で
す
。

月
一
回
、
中
央
公
民
館
に
各
自
詠
歌

を
持
ち
ょ
っ
て
、
講
師
の
先
生
の
批
評

添
削
等
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
春
秋
折
り
を
み
て
歌
碑
を
尋
ね

代
表

奈
良
原
キ
ク
ノ

明
和
短
歌
研
究
会

⑱ 

た
り
、
吟
行
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

短
歌
と
申
し
ま
す
と
万
葉
集
の
歌
な

ど
が
す
ぐ
頭
に
浮
ん
で
き
て
、
一
口
に

難
し
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎

日
の
生
活
の
中
の
感
動
を
五
、
七
、
五
、

七
、
七
、
の
三
十
一
文
字
の
中
に
収
め

れ
ば
よ
い
と
考
え
れ
ば
、
非
常
に
気
も

楽
に
な
り
ま
す
。
短
歌
を
考
え
て
い
る

間
は
、
誰
に
も
侵
さ
れ
な
い
自
分
だ
け

の
世
界
が
あ
り
ま
す
し
、
自
ず
か
ら
周

囲
の
事
柄
に
も
敏
感
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
全
く
気
が
つ
か
な
か
っ
た
路
傍
の

小
さ
な
花
も
植
物
図
鑑
を
開
い
て
名
を

覚
え
た
り
す
る
こ
と
で
観
察
力
も
増
し

ま
す
し
、
心
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
頭

を
働
か
せ
ま
す
の
で
老
化
防
止
に
も
な

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
明
和
村
を
中
心
に
本
の

読
み
き
か
せ
や
紙
芝
居
、
あ
る
い
は
人

形
劇
と
、
比
較
的
低
年
齢
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。
依
頼
が
あ
れ
ば
村
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
の
誕
生
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
等

の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
熱
心
に
本
に
聞
き
入
っ

た
り
、
劇
を
見
た
り
し
て
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
素
直
な
反
応
が
楽
し
み
で
、

会
員
一
同
本
選
び
や
人
形
劇
の
道
具
作

ぅ
り
に
一
生
懸
命
励
ん
で
お
り
ま
す
。

す汀
会
員
数
は
約
十
名
で
、
皆
村
内
に
住

せ
む
主
婦
ば
か
り
で
す
。
特
別
な
芸
人
は

き
い
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
紹
介
欄
を
読
ん

ヵみ
だ
あ
な
た
も
、
よ
み
き
か
せ
お
ば
さ
ん

ょで
の
一
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、

館民
若
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
か
わ

公
い
い
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
輪
を
広
げ

• 

ま
し
ょ
う
。

短
歌
の
仲
間
は
、
上
手
下
手
に
関
係

な
く
共
通
の
話
題
を
も
ち
、
共
通
の
感

情
で
結
ば
れ
た
心
の
友
で
す
。
で
す
か

ら
、
月
一
回
の
勉
強
会
を
皆
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
貴
重
な
生
活
の
中
で
の
感
動

を
三
十
一
文
字
に
託
し
て
生
き
の
証
に

し
た
い
も
の
で
す
。
短
歌
は
人
生
の
回

顧
録
と
も
な
り
ま
し
ょ
う
。
短
歌
を
愛

す
る
方
ど
う
ぞ
ご
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

ベ迅
釘
―
―

し

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

〇
柿
沼
昭
博
さ
ん
（
江
口
）
は
3
0
万
円

0
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
1
0
1万8
千
4
9
5
円

0
明
和
村
商
工
会
は
1

万
円

0
落
合
範
雄
さ
ん
（
須
賀
）
は
5

万
円

0
荒
川
安
弘
さ
ん
（
新
里
）
は

1
0万
円

〇
小
松
原
―
二
郎
さ
ん
（
南
大
島
）
は
3

万
円

＊
野
木
村
幸
良
さ
ん
（
上
江
黒
）
は5
万
円

0
川
島
銀
次
さ
ん
（
梅
原
）
は
5
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

野
本

大
宮

福
島

小
林

編
集
後

拓怠里 1) 美み昌ま理 1) 名
未心い佳心翫紗さ

1
1

あ
め
で
だ
ー

父
母
名
続
柄

“
い
長
女

麟
鱈
―
―
男

直
疇
長
女

鱈
閂
二
女

鱈
正
長
男

ー
あ
く
や
み

I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

小
松
原
松
雄

6
4

吉
本
も
と

8
5

野
木
村
い
と

8
1

川
島
し
も

7
8

松
本
ち
ゃ
ぅ
8
4

奈
良
原
次
郎

8
2

落
合
一
夫
7
1

木
村
志
げ

8
7

田
中 氏

敏、卜よ安銀幸
ン正

夫イし司次良

記 新川矢大梅上大南地
江大

単俣島輪原黒輪島区

%%% % % ％桝％闘

平成 5 年］月 10 日

（
敬
称
略
）

期
限
ま
で
に

＿
今
月
の
納
め
一

』
国
民
年
全
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。

納
期
限
は
2
9
日
で
す
。

納
め
ま
し
ょ
う
。

十
二
月
下
旬
、
久
し
振
り
に
子
供
た

ち
と
一
緒
に
神
社
清
掃
を
し
ま
し
た
。

私
か
子
供
の
頃
、
木
登
り
や
か
く
れ
ん

ほ
を
し
た
思
い
出
深
い
神
社
で
す
。

今
、
私
の
子
供
た
ち
が
木
登
り
な
ど

で
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
月
日

が
経
つ
の
は
早
い
も
の
だ
と
し
み
じ
み

思
う
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

k
s
.

新
里

南
大
島

田
島

田

島

矢地

島区

% % ％弱％闊＇，

広報めいわ

（
敬
称
略
）

(14) 
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所得税、村・県民税など

申告はお早め
ヽ

一
‘ 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六

日
因
か
ら
始
ま
り
、
申
告
と
納
税
の
期

限
は
三
月
十
五
日
⑪
で
す
。

⑥
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や
家
賃

収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
人
な
ど
で
、
四
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

②
一
般
の
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
四
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が
一
、

五
0
0
万
円
を
超
え
る
人
や
、
ニ
カ
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で

年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人
。
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な

ど
で
す
。

巳
月

1
6日
ー

3
月
1
5日

所
得
税
の
確
定
申
告
は

所得税と村・県民税の申告期問は

2月16日から3月15日までです。こ

の申告は、昨年 1 年間の所得を申告

するだめの大切な手続きです。申告

の受け付けは、別表の日程で行いま

すので、早めに申告してください。

所得税申告納税相談日程

月日 時間 種 別 該 当 区 畠
2 月 午前 所得税申告 下江黒・中谷
------ - - - -疇•疇•一一＇響嘗疇~ー―』- •- -----------------------

中18 日 午後 ” 上江黒・南大島

2 月 午前 所得税申告 梅原・川俣 央-------響響-響幽＊＊ _——• _ - ·~ - ·~ •• ·嘗“------ ---------------

19 日 午後 ” 千津井・新里

午前 所得税申告 斗合田・須賀
公

2 月
ｷｷｷ ------ - - - - - - - - - - -→呻→ ·~—疇•“•疇• ··噸· ＊幽＊---------------

民22 日 午後 " 江ロ・田島
2 月 午前 所得税申告 大輪・入ヶ谷 館

響------- ·雫’ー一→―――→ - • • ·皿噸一 ー··'- - - • - - • ·~ • ·—` - - - - - - - - - -

23 日 午後 II 矢島・大左貰
※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

贈
与
税
は
個
人
か
ら
四
年
中
に
六
十

万
円
を
超
え
る
財
産
（
土
地
、
建
物
、

現
金
な
ど
）
を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
、
四
年
中
に
も
ら
っ
た
財
産
の

価
額
か
ら
基
礎
控
除
（
六
十
万
円
）
を

差
し
引
い
た
残
額
に
か
か
り
ま
す
。

申
告
は
、
二
月
一
日
⑪
か
ら
三
月
十

五
日
⑪
ま
で
館
林
税
務
署
で
行
っ
て
い

ま
す
。

巳
月
1

日
か
ら
で
き
ま
す

次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控

還
付
申

告

は

贈
与
税
の
申
告

〈平成4年分農業所得の標準額決定(10アール当だり）〉

水

裏

稲・・・・・・・・・・・・・・・・ ··84,600円

作・・・・・・・・・・・・・・・・・ •32,700円

普通畑・・・・・・・・・・・・・・・・・ •58,700円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金 X77%-577,000円

二 ラ （無加温）

収入金 X81%-156,000円

ナ ス （無加温）

収入金 X81%-292,000円

トマト（加温）

収入金 X83%-577, 000円

イチゴ（無加温）

収入金 X 82%-219,000円

その他野菜（ハウス）

収入金 X77%-148,000円

ナシ

収入金 X 76%-72,000円

ブドウ

収入金 X 77%-64,000円

総合販売野菜

収入金 X77 % -28, 000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1,000羽未満、 5,000羽未満、

和牛、乳牛については、いず

れも実査です。

除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
か
あ
り
、
生
命
保
険
料

控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
。

④
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ
の
ほ

か
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人
。

⑤
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

個
人
事
業
者
の
平
成
四
年
分
の
消
費

税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
一
月
一
日

⑥
か
ら
三
月
三
十
一
日
因
ま
で
館
林
税

務
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
申
告
は

3

月

3
1
日
ま
で
に

還
付
申
告
は
、
二
月
一
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
館
林
税
務
署
で
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
は
、
役
場
税
務
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

平成 5 年 2 月 10 日 広報めいわ (2) 



村・隈民税申告相談日程

月日 時間 種 別 該 当 区
ムュ

場

2 月 午前 村・県民税申告 斗合田・江口
·------・一- - - - -一 -------------------. -----ｷ --->25 日 午後 " 千津井

2 月 午前 村・農民税申告 上江黒 i --------------------------------------------
26 日 午後 ” 下江黒·田島

3 月 午前 村・県民税申告 川俣・須賀

i 
---------------ｷｷ ｷ --------------------------ｷ 

2 日 午後 II 大輪

3 月 午前 村・県民税申告 矢島
------

・--------------- -----—-----------------------
所3 日 午後 ” 入ヶ谷・大佐貫

3 月 午前 村・県民税申告 南大島（七・八軒以外）
•• ---ｷ ----------•• - - -’→疇-- - - - ---- - - -----------

賞9 日 午後 ” 中谷・南大島（七・八軒）
公

3 月 午前 村・県民税申告 梅原 眉- -―→疇疇ーー＊一-~---- -疇- - -疇-- ---ｷ------------------

10 日 午後 ” 新里

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

申
告
相
談
は
二
月
二
十
五
日
困
か
ら

始
ま
り
、
三
月
十
日
困
ま
で
申
告
相
談

H

程
表
の
と
お
り
各
会
場
で
行
い
ま
す
。

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
類
を
用
意

申
告
相
談
は
い
つ
ど
こ
で

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
五
年

一
月
一
日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
る

人
で

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
人

こ
れ
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

申
告
相
談
は

巳
月
2
5日
か
ら
各
会
場
で

村
・
県
民
税
の
申
告

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

が
出
向
き
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役

場
税
務
課
で
相
談
を
受
け
付
け
し
ま

す
。申

告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
ご
自
分
で
済

ま
せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
•
生
年
月
日
・
職
業
・

電
話
番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人

は
、
家
族
の
氏
名
•
生
年
月
日
・
続
柄

な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
に
記
入

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
•
印
鑑
•
生
命
保
険
料
お
よ

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
。

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給
与
平
成
五
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
は

支
払
報
告
書
。
一
月
十
八
日
開
か
れ
特
別
職
等
の
諸
給

③
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収
与
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
村
長
提
出
議

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書
。
案
五
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書
。
仲
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
そ
の
領
収

書
。
特
別
職
等
の
各
種

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
蔀
t
酬
i
（
絵

2
恥
t
）
市5｛
疋

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
を

証
明
す
る
書
類
。
特
別
職
等
お
よ
び
各
種
報
酬
（
給
料
）

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、
が
次
の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。
（
こ

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
。
れ
は
、
明
和
村
特
別
職
等
報
酬
審
議
会

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
。
の
答
申
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学
平
成
三
年
一
月
以
来
の
改
定
で
す
）
。

証
明
書
。
〔
改
定
と
な
る
主
な
も
の
〕

※
（
）
は
改
定
前

議
長
2
8
万
6
千
円

(
2
6万2
千
円
）

館
林
税
理
士
会
の
副
議
長
2
1
万
5
千
円

(
1
8万8
千
円
）

常
任
委
員
長
1
9
万
6
千
円(
1
8万円
）

無
料
申
告
納
税
相
談
議
員
1
9
万
1
千
円
(
1
7
万
5
千
円
）

村
長
7
2
万
0
千
円

(
6
6万円
）

助
役
5
9
万
2
千
円

(
5
4万3
千
円
）

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告
収
入
役
5
5
万
7
千
円

(
5
1万1
千
円
）

納
税
相
談
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。
教
育
長
5
5
万
0
千
円

(
5
0万4
千
円
）

＠
日
時
1
1
2

月
1
7
日
困
1
1
9
日
⑥
〔
月
額
、
平
成
5
年
1
月
1
日
適
用
〕

午
前
9
時
3
0
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

⑥
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

＠
相
談
内
容
1
1

白
色
営
庶
業
の
所
得
税

確
定
申
告
（
ハ
ガ
キ
に
よ
り
案
内
）

＠
対
象
者
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事

業
所
得
者
な
ど
）
。

平
成
四
年
度

般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
資
本
的
支
出
、

四
、
四
九
二
万
円
を
追
加
し
、
総
額
の

支
出
を
一
億
六
、
五
五
九
万
一
千
円
に

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
公
有
財
産
購
入
費
と
補
償
費

の
追
加
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
三
、
七
〇

0
万
円
、
建
設
改
良
積
立
金
七
九
二
万

円
で
補
て
ん
い
た
し
ま
す
。

〔
支
出
〕
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
建
設
改
良
費
…
四
、
四
九
二
万
円

（
一
億
六
、
〇
九
0
万
九
千
円
）

平
成
四
年

水
道
事
業
会

補
正
予

算計度

(3) 広報めいわ

臨第

回
村
議
会

時
会

れ
ぞ
れ
六
五
一
万
六
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
0
億
九
、
五
一
六
万
九
千
円

に
し
ま
し
た
。

〔
歳
入
〕
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
地
方
交
付
税
：
·
六
―
一
万
円
（
八

億
三
、
七
四
七
万
六
千
円
）
▼
県
支
出

金
：
四
0
万
六
千
円
（
七
、
八
二
二
万

四
千
円
）

〔
歳
出
〕
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
議
会
費
…
八
0
万
七
千
円
（
六
、

八
四
六
万
八
千
円
）
▼
総
務
費
：
·
七
八

万
六
千
円
（
五
億
三
、
一
五
六
万
円
）

▼
民
生
費
…
五
二
九
万
八
千
円
（
五
億

八
、
三
七
六
万
九
千
円
）
▼
農
林
水
産

業
費
…
五
四
万
三
千
円
（
一
億
八
、
O

八
七
万
七
千
円
）
▼
教
育
費
・
・
・
九
一
万

八
千
円
減
額
（
四
億
九
、
五
七
五
万
六

千
円
）

平成 5 年 2 月 10 日
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村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

＿
月
十
七
日
、
第
十
四
回
新
春
村

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
中
央
公
民
館

周
辺
を
ス
タ
ー
ト
、
明
和
中
学
校
校

庭
を
コ
—
ル
に
開
か
れ
、
ち
び
つ
子

か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
三
百
十
人

ほ
と
が
日
ご
ろ
の
鍛
え
あ
げ
だ
健
脚

を
競
い
あ
い
ま
し
だ
。

十
四
部
門
で
ー
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
会
場
、
沿
道

に
は
休
日
と
あ
っ
て
家
族
連
れ
が
繰

り
出
し
、
知
人
や
選
手
に
熱
い
声
援

を
送
つ
て
い
ま
し
た
。

第
1
4回
新
春
恒
例
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］
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佐
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▲各部門の優勝者

平成 5 年 2 月 10 日 広報めいわ (4) 



伊藤琴子さん
（斗合田）

鯉沼寛治さん
（川俣）

平
成
四
年
交
通
安
全
功
労
者

群
馬
膿
知
事
感
謝
状

館
林
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
、

長
年
、
悲
惨
な
交
通
事
故
・
違
反
防
止

の
た
め
活
躍
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

島田勝榮さん
（南大島）

受
賞
お
め
で
と
う

{ { 

四
年
交
通
安
全
功
労
者

群
馬
隈
知
事
感
謝
状

，
平
成
四
年
交
通
安
全
功
労
者

群
馬
瞑
警
察
本
部
長
・
群
馬
票

交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
連
名
表
彰

第13回無事故無違反コンクール最終結果表

交通安全運動の一環として、三市町村（館林・板

倉・明和）合同で実施されました第13回「行政区別

無事故無違反コンクール」（平成 4 年 1 月～ 12月）の

結果がまとまりましたのでお知らせします。違反事

故ゼロを目指して交通安全に努めましょう。

（）は前回数字

が、
:,;..✓ 

交通事故種別 悪質違反行為

行政 事故率 死重軽物 : 酒品i 鉦"ヽ 闊 喜
区名 (%) 亡事 傷事 [ 悶 酔汀免 胃 胃

故故 故 びい上 許
件 件 件 6件 件 i‘I·. 件 16 96 斗合田 86.73 1 4 1 (3) (7) 

4 1 
10 49 

下江黒 45.71 ] 
(13) (74) 

3 5 
7 30 

上江黒 33.27 (6) (17) 

1 
4 24 

千津井 29.03 1 5 (16) (98) 

2 5 1 
5 25 江日 29.50 (8) (43) 

1 4 1 
8 33 田島 35.12 (4) (8) 

8 12 5 
14 89 南大島 78.88 1 (10) (50) 

6 1 1 4 2 
13 69 

新里 59.91 (11) (53) 

10 2 
12 53 中谷 48.63 7 (9) (44) 

3 10 3 1 1 
15 94 梅原 83.61 2 (7) (30) 

2 3 
1 10 

川俣 19.23 (5) (15) 

6 
2 16 

須賀 23.44 (12) (55) 

2 
11 52 

大輪 47.67 6 4 1 (14) (84) 

1 1 
3 19 

入ヶ谷 24.59 (1) (1) 

6 1 (19 5) 
42 

矢島 41.13 6 (90) 

4 
6 27 

大佐貫 29.79 6 (2) (5) 

計
平均

4 57 96 18 4 5 
49.57 

▲スポーツクラブ対抗団体優勝の「（樹大成」チーム

こ•—• --—ふ

▲力走するチビッ子たち

‘、、J
\ ・シ

--
9999....-

‘· 
ヽヽ

` 
ヽ、
ヽ

‘’ 

＝三=::-:==--，

▲沿道の応援も一段と

含
期
日

1
1
3

月

1
4日
⑪

玄
会
場

1
1

社
会
体
育
館

玄
対
象

1
1

小
学
生
（
低
学
年
・
高
学

年
）
・
中
学
生
（
男
・
女
）
の
四
部
門

唸
参
加
費
1
1

無
料

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
2

月

2
8日
ま
で
に
社
会
体
育
館

C
闘
4
6
2

6

へ
。

剣
道
大

参
加
者
募

集

’ 
会

(5) 広報めいわ 平成 5 年 2 月 10 日



新
春
恒
例
の
上
毛
か
る
だ
大
会
が
、

一
月
十
日
、
村
子
と
も
会
育
成
団
体
連

絡
協
議
会
主
催
に
よ
り
、
社
会
体
育
館

で
開
か
れ
、
小
・
中
学
生
二
百
五
十
人

ほ
と
が
参
加
し
、
固
人
・
団
体
に
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
だ
。

選
手
以
外
の
子
供
や
父
田
ら
も
応
援

に
か
け
つ
け
、
地
区
別
対
抗
と
あ
っ
て

応
援
合
戦
も
み
ら
れ
‘
＿
喜
＿
憂
歓
声

が
会
場
い
つ
ば
い
に
響
き
わ
だ
っ
て
い

ま
し
だ
。
な
あ
、
個
人
・
団
体
と
も
優

話題LYラLで5

上毛かるた大会
ー戦ー戦に熱戦が展開

（
上
位
入
賞
者
）

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▽
①
青
木
耕
作
（
須
賀
）
②
田
子
真

二
（
江
口
）
③
新
井
俊
也
（
田
島
）

村
大

会
結
果

勝
者
は
郡
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
ま
し

だ
。

／
一
／ 屠

小
学
生
の
部
1
1

女
子
個
人
戦

▽
①
砂
賀
麻
衣
子
（
斗
合
田
）
②
小

林
路
代
（
下
江
黒
）
③
田
端
優
子
（
田

島
）

圏
小
学
生
の
部
1
1

男
子
団
体
戦

▽
①
千
津
井
（
橋
本
則
雄
、
杉
山
弘

卓
、
立
川
俊
之
、
藤
野
一
也
）
②
下
江

黒
（
新
橋
貴
史
、
木
村
一
、
柿
沼
寿

和
、
中
村
健
一
）
③
上
江
黒
（
上
野
浩

一
、
森
田
純
一
、
小
牧
良
充
、
新
井
圭
一

介
）

0
小
学
生
の
部
1
1

女
子
団
体
戦

▽
①
千
津
井
（
藤
野
絵
美
、
野
本
裕

美
籾
山
幸
子
、
奈
良
広
美
）
②
江
日

（
佐
瀬
美
和
子
、
秋
山
浩
美
、
須
藤
千

奈
津
、
大
久
保
昌
美
）
③
田
島
（
田
ロ

カ
ヨ
子
、
増
田
千
阿
希
、
新
井
和
美
、

長
島
里
佳
）

圏
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▽
①
橋
本
裕
司
（
千
津
井
）
②
木
村

す
純
一
（
江
口
）
③
中
島
篤
史
（
大
佐
貰
）

入
っょ

0
中
学
生
の
部
1
1

女
子
個
人
戦

の
▽
①
岡
安
由
理
子
（
南
大
島
）
②
中

会大
里
仁
美
（
新
里
）
③
高
根
沢
由
美
（
中

▲
谷
）

〇
中
学
生
の
部
1
1

男
子
団
体
戦

▽
①
田
島
（
矢
沢
恒
、
矢
島
友
浩
、

奈
良
真
行
）
②
江
口
（
多
田
和
宏
、
新

井
義
和
、
柿
沼
翼
、
関
口
大
輔
）
③

上
江
黒
（
多
田
典
明
、
高
野
健
太
、
内

田
等
）

〇
中
学
生
の
部
1
1

女
子
団
体
戦

▽
①
江
口
（
唐
沢
直
子
、
木
村
裕
子
、

新
井
美
紀
、
木
村
慶
美
）
②
南
大
島
（
永

吉
理
沙
、
坂
本
真
由
美
、
本
沢
真
琴
、

福
島
め
ぐ
み
）
③
梅
原
（
江
森
淑
恵
、

高
沢
早
苗
、
立
木
伸
子
、
岡
田
真
佐
子
）

〔
敬
称
略
〕

▲新たな気持ちを筆に託す参加者

平成 5 年 2 月 10 日

村
大
会
の
各
部
門
優
勝
者
（
個
人
・

団
体
）
は
、
一
月
二
十
四
日
、
千
代
田

町
で
開
か
れ
た
郡
大
会
に
出
場
ー
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〇
小
学
生
の
部

0
男
子
個
人
戦
1
1

青
木
耕
作
・
・
・
ニ
位

〇
中
学
生
の
部

0
男
子
個
人
戦
1
1

橋
本
裕
司
：
・
三
位

0
男
子
団
体
戦
1
1

田
島
…
二
位

0
女
子
団
体
戦
1
1

江
口
：
三
位〔

敬
称
略
〕

天
ま
で
こ
が
せ

ど
ん
ど
焼
キ
‘

一
月
十
七
日
、
矢
島
地
区
で
は
区
と

子
供
育
成
会
の
共
催
て
「
ど
ん
ど
焼
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

書
き
初
め
大
会

一
月
九
日
、
中
央
公
民
館
で
村
民
憲

章
普
及
事
業
・
学
校
週
五
日
制
事
業
の

一
環
と
し
て
、
「
書
き
初
め
大
会
」
が

百
四
十
人
ほ
ど
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 小

学
一
．
―
-
年
生
は
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

で
「
つ
げ
と
き
く
」
な
ど
、
小
学
三
年

生
以
上
は
毛
筆
で
「
ゆ
た
か
な
村
」
な

ど
の
課
題
に
、
新
た
な
気
持
ち
を
込
め

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
式
は
三
月
の
公
民
館
ま

つ
り
に
行
う
予
定
で
す
。

▲寒風の中行われたどんど焼

郡
大
結
果

（
明
和
村
の
み
）

会

高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
柏
み
上
げ
ら
⑥

ゎ

れ
た
わ
ら
の
回
り
に
は
、
お
正
月
で
使

っ
た
飾
り
や
古
だ
る
ま
が
並
べ
ら
れ
火
い
め

か
入
り
、
今
年
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
報

り
ま
し
た
。
広

ま
た
、
参
加
し
た
二
百
人
余
り
に
甘

酒
か
振
る
舞
わ
れ
、
体
を
温
め
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



話題lYラいろ
こ
ま
回
し
に
夢
中

出
初
め
式

一
月
十
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
に

よ
る
新
春
恒
例
の
出
初
め
式
が
、
館
林

市
三
の
丸
南
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
村
、
館
林
市
な
ど
の
消
防
団
員

を
は
じ
め
、
消
防
署
員
、

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛

隊
、
と
び
職
組
合
ら
約

千
人
か
参
加
。

各
市
町
村
長
、
議
員

ら
の
来
賓
を
前
に
、
と

び
職
組
合
に
よ
る
「
は

し
ご
乗
り
」
の
名
演
技

や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓

伯
隊
・
消
防
音
楽
隊
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
盛
ん
な
拍
手
喝
采
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
台
余
り
の
消
防
車
、
は

し
ご
車
か
一
斉
放
水
し
た
後
、
団
員
、

消
防
署
員
ら
が
正
装
で
市
中
を
分
列
行

進
し
、
雄
姿
を
披
露
し
な
が
ら
防
火
意

識
の
高
揚
を
訴
え
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
、
東
幼
椎
園
で
こ
ま
回

し
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ま
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
時
に
。
フ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
、
園
児
達
は

冬
休
み
を
利
用
し
て
家
庭
で
お
と
う
さ

ん
な
ど
か
ら
教
わ
り
反
復
練
習
を
重
ね

る
う
ち
に
、
ク
ラ
ス
で
約
八
割
の
園
児

が
回
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
試
そ
う
と
五
ー
六
人
ず

児
つ
の
グ
ル
ー
。
フ
に
分
か
れ
、
先
生
の
合

直
図
で
一
斉
に
こ
ま
を
回
し
始
め
ま
し
た
。

行
幾
分
、
緊
張
し
た
せ
い
か
普
段
の
カ

を
十
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
園
児
も

をし回
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
個
性
豊
か
な

コ
格
好
で
額
に
汁
を
流
し
な
が
ら
、
夢
中

に
で
こ
ま
を
回
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

. 食
中
央
幼
稚
園
、
西
幼
稚
園
で
も
同
様
に

真▲
行
わ
れ
ま
し
た
。

華
麗
な
演
技
に
拍
手

ZL戸 よン．

▲本沢さんと警察犬「タイタン」

直
轄
警
察
犬

南
大
島
の
本
沢
薙
雄
さ
ん
が
飼
育
し

て
い
る
シ
ェ
パ
ー
ド
の
嘱
託
警
察
犬
が
、

県
内
で
初
め
て
直
轄
警
察
犬
と
な
り
ま

し
た
。

犬
の
名
は
「
タ
イ
タ
ン
・
オ
ブ
・
ハ

り
ウ
ス
イ
ワ
ク
ラ
」
と
い
い
、
二
歳
か
ら

哀
嘱
託
警
察
犬
と
し
て
活
躍
し
て
い
て
、

し
現
在
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
タ
イ
タ
ン
」
は
嘱
託
警
察
犬

はる
競
技
会
で
三
年
連
続
優
勝
し
て
い
る
優

に
秀
な
犬
で
あ
り
ま
す
。
現
在
県
内
に
は

麟
三
十
五
頭
余
り
の
嘱
託
警
察
犬
が
お
り

職
ま
す
。

；
（
本
沢
さ
ん
は
「
神
経
質
な
犬
で
は
あ

▲
り
ま
す
が
、
捜
査
に
な
る
と
本
領
を
発

揮
し
ま
す
。
長
年
飼
育
し
て
い
る
の
で
、

娘
を
嫁
に
出
す
気
持
ち
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

- -

.. 
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.. 
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県
内

最
初
の

大豆の効用

成人病予防の主力食品

0便秘•月経過多の人に

(1)黒大豆 5 ~10 gをからいりする。

(2) コップ 1 杯の水で煎じる。

(3)カスをこしてのむ。

大
豆
の
成
分
は
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
、

糖
質
の
ほ
か
に
、
ビ
タ
ミ
ン

B

群
、
E

な
ど
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
カ
リ
ウ
ム
も
含
み
、

少
量
の
サ
ポ
ニ
ン
を
も
っ
て
い
ま
す
。

大
豆
は
「
畑
の
肉
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
主
成
分
の
タ
ン
パ
ク
質

の
ア
ミ
ノ
酸
の
組
み
合
わ
せ
が
、
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
に
よ
く
似
て
い
る
か
ら

で
す
。

8

種
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
も

一@ @ 
@ @ 

畠大国
@..,. @ 

@ @ 
@ @ 
@_@  

畠豆畠
@ @ 
@ @ 

@ 

ハ
ロ
ー
健
康
⑪

〇冷え症 1こ

黒大豆（丹波） 6 dQ 清酒 1.8Q l 1 ~ 2 ヵ月間つける。毎食後に飲む。

〇豆腐パスタで熱を下げる。

豆腐は水切りしてすりつぶす。豆腐の％量のおろし

しょうかと豆腐と同じ量のうどん粉でまぜ合わせる。

布にはって使う。

(7) 広報めいわ

比
較
的
よ
く
、
メ
チ
オ
ニ
ン
と
シ
ス
チ
日
゜月

ン
が
や
や
少
な
い
だ
け
で
す
。
そ
の
不
ー

足
を
補
う
に
は
、
ご
飯
を
い
っ
し
ょ
に
2

年5
 

食
べ
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
り
ま
す
。

脂
質
の
5
0
％
が
、
不
飽
和
脂
肪
酸
の
成

リ
ノ
ー
ル
酸
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
ー

謝
を
改
善
し
て
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
大
豆

の
サ
ポ
ニ
ン
は
、
血
中
脂
質
の
酸
化
を

抑
制
し
、
過
酸
化
脂
質
を
分
解
さ
せ
た

り
、
肝
機
能
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
頴
で
は
、

B
lと
E

が
特
に

多
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
盛
ん
に
し

て
疲
労
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

大
豆
は
、
未
熟
な
も
の
は
枝
豆
、
若

い
も
の
は
も
や
し
、
熟
し
て
納
豆
、
豆

腐
、
き
な
粉
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
食
卓
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
く
だ

さ
い
。



（口／二｀口／くら：口し.(の傭／］蒻［こ／稟：口内口／□ロマ―｀二：＝＝）
国民年金保険料は

所得額から控除

国民年金保険料と国民年金基金の

掛け金は、社会保険料控除として所

得控除の対象となります。

控除対象となるのは、平成 4 年中
に納めた保険料と掛け金で、納め忘

れになっていた保険料を納めた場合

や、保険料の納付を免除されていた

期間をさかのほ‘って納めた保険料も

含まれます。

また、ご家族のために納めた保険

料と掛け金についても控除の対象と

なります。

確定申告の際には、忘れずに手続

きしてください。

なお、昨年の保険料は下表のとおり

です。

平成 4 年の国民年金保険料

月 定 1 ~ 3 月 9,000円

額 4 ~12 月 9,700円

額 付加保険料 400円

年 r疋』→ 額 114,300円

額 定額＋付加 119,100円

自分の資産を縦覧

してみませんか

3 月 1 日から 22 日まで、固定資産

課税台帳の縦覧期間です。

台帳は土地、家屋など所有資産に

応じて賦課の基準となる大切なもの

です。この機会に自分の所有資産を

確かめてはいかかですか。

その際、台帳登録価格などに不服

がある場合は、 3 月 31 日までに村固

定資産評価審査委員会（税務課）に

申し出ることができます。

この機会にぜひご覧ください。

※詳しくは、役場税務課にお問い合

わせください。

館邑経済倶楽部

村に 1 万円寄付

12 月 24 日、館邑経済倶楽部（館林

市大字近藤737-3) では、クリスマ

スバザーを行い売り上げ金の中から

1 万円村に寄付されました。

交通災害共済

家族で加入しましょう

現在は車社会 。「自分だけは大

丈夫」だと思っていても油断は禁物

です。万ーに備えて現在加入してい

る方はもちろん、今までに加入され

ていなかった方もこの機会にぜひ加

入しましょう。なお、交通災害共済

の契約は 3 月 31 日で期限が切れます。

◇会費

1 人年額350円（年度途中に加入し

ても同じです）

◇加入できる方

本村の住民基本台帳に登録されて

いる方、または外国人登録している

方。

◇対象となる交通事故

道路上で自動車、原動機付自転車、

自転車、荷車、テーラーなどに乗っ

ていて衝突したり、転落した事故、

または、歩いていてこれらの車両に

はねられたりした事故。

◇加入申し込み方法

各家庭に配布された会員申込書（会

員証）に必要事項を記入し、会費を
添えて 2 月 15 日までに組長さんを通

じ申し込んでください。 2 月 16 日以

後の申し込みは直接役場総務課で受

け付けします。

◇見舞金請求期限

事故発生から 2 年以内に請求して

ください。

※詳しくは、役場総務課へお問い合

わせください。

入札参加指名願

3月20日まで受け付け

平成 5 年度• 6 年度の建設工事、

コンサルタント、物品等の入札参加

を希望される方は、入札参加資格審

査申請（指名参加願）をしてくださ

い。用紙は、建設省統一様式（経営

事項審査結果通知書が必要）とし、

受け付けは、 3 月 1 日（月）から 20 日（士）

までです。（郵送可）

※申請、問い合わせは、総務課へ。

村の無料法律相談

◇日時＝ 3 月 10 日（水）午前10時～午

後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 3 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

乳 ノ1 日し 健 号A、

◇日 時＝ 3 月 11 日（木） 午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

健 康 相 ＝詠火

◇日時＝ 3 月 2 日（火）午前 9 時3(Y分～

10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

◇日時＝ 3 月 15 日（月）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談

◇日時＝ 3 月 18 日（木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談

◇日時＝ 3 月 4 H （木）午前10時～午

後 3 時

◇場所＝館林市役所

1 歳 6 カ月児健診

◇日時＝ 2 月 23 日（火）午後 1 時～ 2 

時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝平成 3 年 6 月～ 9 月生れの

幼児

平成 5 年 2 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 広報めいわ (8) 
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▲ぶらんこに乗って遊ぶ和美

ちゃん

大g

木き
^ 3 恵久歳

子史 6 

汀］美み
:―ち
女や

（川俣） んノ
「泥んこ遊びと水遊びの好きな元気いっぱいの. 
子です。

素直でみんなから親しまれるような人にな

ってほしい」とお母さん

和字

＼ノ

故•島田誠司氏

村
議
会
議
長
の
島
田
誠
司
氏
が
＿
月

二
十
八
日
、
午
前
零
時
―
二
十
八
分
館
林

厚
生
病
院
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
六
十
六
歳

島
田
氏
は
昭
和
五
十
四
年
八
月
、
村

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
十
三
年
五

カ
月
余
も
の
長
期
に
わ
た
り
活
躍
、
そ

の
間
、
議
長
、
総
務
常
任
委
員
会
・
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
等
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
長
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
農

業
委
員
会
委
員
、
村
国
民
健
康
保
険
運

村
議
会
議
長

島
田
誠
司
氏
逝
去

営
協
議
会
会
長
、
村
都
市
計
画
審
議

会
会
長
、
村
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

な
ど
の
要
職
を
全
う
し
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
三
十
一
日
、
自
宅
に
お

い
て
し
め
や
か
に
と
り
行
わ
れ
、
斎

藤
村
長
の
弔
辞
を
は
じ
め
と
し
て
、

故
人
の
別
れ
を
惜
し
む
焼
香
の
人
達

の
長
い
列
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

氏
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会社定款の認証は公証役場で (4)

◎会社を作る利点

①税負担を軽くしやすくなります。

②有限責任のため、事業のリスクを回避しやすくなります。

③対外的信用が得られます。

④個人事業のみなし法人課税制度が平成 5 年度分から廃止され

ます。

◎認証

有限会社や株式会社等を設立して営業活動を始めるには、会社

の定款（会社の組織活動の根本規則）を作成して、これに公証人

の認証を受けた後、法務局で会社設立の登記をする必要がありま

す。

◎認証手続き

次の書類（各ー通）と印鑑が必要です。

①定款 3 部（一部に 4 万円の収入印紙を貼付）

②社員または発起人が公証役場に出向く場合は、社員または発

起人全員の印鑑証明書と実印（会社が社員または発起人とな

る場合は、会社の登記簿謄本と代表者の印鑑証明書と代表者

の印）

③社員または発起人が公証役場に出向けない場合は、①②のほ

か委任状と代理人の印鑑証明書と実印または自動車運転免許

証（提示）と認印

※問い合わせ先＝太田公証役場（太田市飯田町1245-1清水ビル 1

階）合(45)8469へお問い合わせください。

春の全国火災予防運動 3月 1 日～7日

冬から春先にかけては空気が非常に乾燥し、

多いものです。

日ごろから忘れがちな火の恐ろしさを改めて思い起こし、火災

を出さないためには何をすればよいのかを、「春の全国火災予防

運動」を迎えて、みんなで考えてみましょう。今年度の全国統一

防火標語は、「点検を重ねて築く火災ゼロ」です。

館林消防組合管内の平成 4 年中に発生した火災の出火原因につ

いてみますと、総数66件の火災が発生し、うち、たばこが11件

(16. 6%) と最も多く、次にガスこんろ・レンジ、放火・放火の

疑いの順です。火を使う時は細心の注意をはらいましょう。

強い風が吹く日が

平成4年市町村別火災発生件数・損害額
平成 4 年中 平成 3 年中 対 比

件数 損害額 件数 損害額 件数 損害額
明和村 4 8,516秤l 11 47,974秤l • 7 △39,4581- 1 リ

館林市 32 65,910 34 86,177 • 2 • 20,267 

板倉町 11 65,485 13 32,747 • 2 32,738 

千代田町 4 11,228 5 21,205 • l • 9,977 

邑楽町 15 119,471 11 20,740 4 98,731 

計 66 270,610 74 208,843 • 8 61,767 

楽・館林郷土芸能発

表会なとが開かれます

邑

〇日時＝平成 5 年 2 月 21 日（日）

圏会場＝明和村中央公民館

〇内容

第 1 部＝郷土芸能発表会…八木節・神楽・里神楽など

第 2 部＝音楽トルベールによるファミリーコンサート

〇入場料＝無料

※詳しくは、館林財務事務所合(72)4461 または明和村中央公民館合

(84)4491へお問い合わせください。

午前10時から午後 3 時まで

(9) 広報めいわ 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 5 年 2 月 10 日
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l ..L..L.- I - ! i 村の人口 ! 

! 2 月 1 日現在 i 
i世帯数 2,972戸i

! 
! 人口総数 11,147人 ! 
i男 5,598人i
！ヽ女 5,549人i
! (1 月中の動き） i 
i 出生 9 人死亡 6 人 i 

! 

i 転入31 人転出23人 i 
l------」

琴
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

2 月 14 日
落合医院小倉医院 須田医院合(72)0862 最上医院 館林地区と

曜 合(72)3160 fl(72)0606 横田（善）医院合(72)4970 合 (74)3763 同じです。

2 月 21 日
根岸医院大神医院 大塚医院合(72)0176 慶友病院 竹越医院

当 合(72)3262 合 (62)2200 神尾医院合(75) 1288 合 (72)6000 合 (84)3137

2 月 28 日
古屋病院川田（耳）医院 館林記念病院 ff (72)3155 礫川堂医院 館林地区と

番
合(63)6161 合 (72)3314 ゆたか医院合(73)7308 合 (74)0184 同じです。

ふ：i時; ; 3 月 7 日
真中医院川村医院 後藤（内）医院合 (72)0134 永寿堂医院 館林地区と

医
ff (72) 1630 合 (72) 1337 上野医院合(72) 3330 合 (72)4469 同じです。

3 月 14 日
横田潟）医院川田医院 森下医院合(73) 7776 海宝医院 竹越医院

合(72)0255 合 (72)3724 清河堂医院合(72)3070 ff(74)081 I 合(84)3137

1 月の

鬱·
救急車出動回数

●交通事故 6 件

●急病 9 件

●その他 4 件

●計 19 件

代
表
立
木
ま
つ
え

「
み
や
び
」
と
は
、
優
美
、
上
品
。

雅

⑭ 

年
間
活
動
の
メ
ー
ン
行
事
で
あ
る
研

修
視
察
旅
行
の
様
子
を
も
っ
て
こ
の
会

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

う
ら
ら
か
な
小
春
日
和
、
一
路
下
総

へ
。
や
が
て
下
総
町
に
到
着
。
時
の
天

皇
の
身
変
り
に
こ
の
地
に
没
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
別
格
官
幣
社
小
御
門
神
社
を

参
拝
し
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
境
内
を

神
主
さ
ん
が
一
人
で
草
刈
り
を
し
て
い

る
姿
に
は
、
寂
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
一
宮
町
へ
向
い
、
神
武
天

皇
の
母
君
の
御
社
で
あ
る
玉
前
神
社
に

郷
土
史
研
究
会

代
表

福
地
正
章 ⑳ 

到
着
し
ま
し
た
。
昇
殿
の
参
拝
を
許
さ

れ
、
深
々
と
頭
を
下
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
夜
の
宿
は
鴨
川
の
望
洋
荘
で
、

夢
み
た
い
な
願
い
を
込
め
て
つ
け
ま
し

こ
。t
 発足

し
て
ま
だ
二
年
足
ら
ず
。
梅
原

の
集
落
セ
ン
タ
ー
が
私
た
ち
琴
の
仲
間

の
稽
古
場
で
す
。
月
に
二
回
の
稽
古
で

す
が
、
天
候
、
病
、
家
庭
の
事
情
で
参

加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
十
一
人
の
仲
間
は
、
誰
一
人
と
し

て
欠
け
る
こ
と
な
く
稽
古
に
励
ん
で
い

ま
す
。
何
も
か
も
忘
れ
て
琴
を
弾
く
こ

と
に
熱
中
で
き
る
幸
せ
を
、
し
み
じ
み

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
は
、
三
嶋
神
社
の
大
祭

に
、
そ
し
て
文
化
祭
、
公
民
館
祭
り
等

に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ぢ
は
「
琴
を
生
涯
の
友
」
と
し

て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
曲

一
曲
、
真
剣
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
を
一
望
に
見
浪
，
せ
る
海
辺
の
一

夜
に
満
足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

翌
日
は
、
鋸
南
町
鋸
山
乾
坤
山
日
本

寺
を
視
察
し
ま
し
た
。
切
立
っ
た
山
々
、

そ
し
て
大
仏
様
の
仏
像
が
私
た
ち
一
行

を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り
に
、

富
津
市
の
東
京
湾
観
音
に
お
参
り
し
ま

し
た
が
、
こ
の
時
の
風
速
二
十
五
メ
ー

ト
ル
の
強
風
に
は
、
皆
び
っ
く
り
し
て

い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
胸

に
日
没
、
無
事
帰
郷
し
ま
し
た
。

〖
寄
付
あ
り
が
と
う
）

蒼
奈
良
原
よ
し
さ
ん
（
矢
島
）
は
3
0万
円

蒼
吉
本
正
さ
ん
（
大
輪
）
は
5

万
円

0
第
3
8回
成
人
式
出
席
者
一
同
（
代
表

島
田
聡
さ
ん
）
は

1

万
2

千
円

衝
今
井
政
夫
さ
ん
（
上
江
黒
）
は5
万
円

0
橋
本
悦
子
さ
ん
（
斗
合
田
）
は5
8
5
円

〇
吉
本
文
英
さ
ん
（
大
輪
）
は
3

万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

野
本
み
ね
子

く
わ

買
い
置
き
て
く
れ
た
る
鍬
の
使
い
良
く

し
ゅ
う
と
た

畑
打
つ
度
に
舅
の
姿
顕
つ

原
口
美
津
子

に
く
ま

勝
越
し
て
土
俵
を
下
り
る
関
取
の
退
し

き
腹
大
き
く
波
打
つ

遠
富
士
支
部

こほろぎ

短歌会

氏
名

野
村
叩
叩

た
つ
や

黒
岩
竜
也

ゆ
り
f
)

須
藤
百
合
子

今
西
尉

ま
き
こ

阿
部
麻
希
子

片
柳
平
奇

篠
木
叩
知

ま
き
え

多
田
真
紀
恵

井
上
叩

飯
島
雅
也

照 多 真賢千久利l 富金多賢し宏利I昭恵正 3C
淳鶴晃 泉美四ず 仕｝

代 子 弓司明己子 子郎恵一江二子彦子明名

長長長長長長長長長長続
男男女女女女男女男男柄

1
1

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

今
井
都
市
己

8
6
政
夫

吉
野
明

4
9
照
子

吉
本
ミ
ヤ
7
1

勝
雄

関
ロ
一
行
1
9

謙
二

島
田
誠
司

6
6
昌
信

荻
野
政
一

7
0
廣
志

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

下南梅大須上地
江大 江
黒島原輪賀黒区

％沿凩昂½ % ]喜

あ
ふ

空
襲
に
焼
け
出
さ
れ
し
人
ら
溢
れ
ゐ
し

錦
糸
町
公
園
も
落
葉
散
ら
す福

田
初
江

こ
ん
に
ち
は
と
孫
は
元
気
に
上
り
来
て

く
り
や
す
し

厨
に
届
き
し
鮨
の
盛
合
は
せ
も
の

原
口
文
江

一
夏
を
孫
の
遊
び
し
カ
ブ
ト
虫
大
き
目

順
に
逃
し
や
り
た
し

泉
田
政
子

広
告
に
目
を
く
ら
ま
さ
れ
街
に
ゆ
く
と

目
当
て
の
品
は
予
算
越
え
た
り奈

良

1
1

あ
め
で
だ
I
I

谷

斗
合
田

中
谷

大
佐
貫

下
江
黒

新
里

斗
合
田

中

暁
子
ヽ

平成 5 年 2 月 10 日

江

ロ

中新地

谷里区

兄1/i9 1/i3 % ％洛％培属％開常

広報めいわ (10) 
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回村議会臨時会
議 長に小平喜章さん

副議長に石村嘉男さん

r
,
'
9
9
9
9

ヽ

9
9

ヽ
ヽ

9
9

一
平
成
五
年
第
二
回
村
議
会
臨
時
会
i

i
は
、
二
月
十
五
日
開
か
れ
、
議
長
選
~

｛
挙
な
ど
の
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
i

｛
議
長
に
小
平
喜
章
さ
ん
、
副
議
長
に
｛

i
石
村
嘉
男
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
~

そ
の
ほ
か
、
一
部
常
任
委
員
会
等
~

~
の
構
成
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
~

r
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

こ
の
た
び
二
月
十
五
日
の
臨
時
議
会

に
お
い
て
、
不
肖
私
が
議
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
副
議
長
に
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

石村嘉男さん

こ
の
た
び
島
田
誠
司
議
長
の
ご
逝
去

に
伴
う
議
長
選
挙
に
あ
た
り
ま
し
て
、

不
肖
私
が
議
員
各
位
の
温
か
い
ご
推
挙

に
よ
り
ま
し
て
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
身
に
余
る

光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
方
の
ご
推

挙
を
受
け
た
以
上
は
、
一
身
を
挺
し
て

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

小平喜章さん

村
政
発
展
の
た
め
努
力
し
、
そ
の
ご
厚

志
に
お
報
い
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

内
外
共
に
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ

り
深
刻
な
経
済
状
況
の
中
で
、
村
で
は

今
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
建
設
を
始
め
村

政
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
村
民
の
要
望

に
応
え
諸
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
議
会
も
一
致
協
力
し
て

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
を
解
決
し
、

議
会
が
村
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
平
・
公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
し
、

村
政
発
展
の
た
め
執
行
部
と
相
携
え
て

村
民
の
信
託
に
応
え
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。村

民
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

私
と
し
て
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

今
後
、
私
は
時
代
の
急
速
な
変
化
と

国
内
状
況
を
幅
広
い
視
野
に
立
っ
て
み

つ
め
、
明
和
村
が
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
て
の
住
み
良
い
村
づ
く
り
に
、
ま
た
、

議
会
の
使
命
を
十
分
把
握
し
、
活
力
あ

る
議
会
運
営
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
村
民
皆
様
方
の
旧
に
倍
し

て
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
深
く
お
願
い

い
た
し
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
石
崎
栄
一

副
委
員
長
関
根
惧
市

委
員
泉
田
和
作

圏
総
務
常
任
委
員
会

0
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

0
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会

小
平
喜
章
（
新
）

泉
田
公
一
郎〔

敬
称
略
〕

（
変
更
に
な
り
ま
し
た
委
員
会
等
の
み
掲

載
い
た
し
ま
し
た
）
。

委
員
長
森
尻
茂
（
新
）

副
委
員
長
薗
部
明
（
新
）

委
員
始
沢
三
郎
◆
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興

石
村
嘉
男
整
備
組
合
議
会
議
員 会

一
部
事
務
組
合

議
議

員

委
員
長
泉
田
公
一
郎

副
委
員
長
原
口
昭
一

委
員
小
平
喜
章

"
栗
原
利
夫
（
新
）

構

小
平
喜
章
（
新
）

始
沢
三
郎

泉
田
公
一
郎

0
議
会
運
営
委
員
会

0
農
業
委
員

11 

▲故島田誠司氏に追悼のことばを述べる小平さん

0
議
会
広
報
委
員
会

石
村

石
崎

園
部

森
尻

原
口

委
員
長

委
員ーーーーーー

嘉
男
（
新
）

栄
一明茂

刀
ロ
―

n
n
 

委
員
長
石
村
嘉
男
（
新
）

委
員
泉
田
公
一
郎

1
1

石
崎
栄
一

＂
森
尻
茂
（
新
）

平成 5 年 3 月 10 日 広報めいわ (2) 



,.. 

の
届
け
出
L
 

種
別
変
更

r
 国

民
年
金

こんな季饒き

おすみですか
‘ 

必
印:i 国

の国[ 
退

要 民 職
な 年
も か 険 i 証の

金

種 者 手 明

類 し、

ん 証 帳 て 書

就職したとき

゜ ゜ ゜ ゜ ゜退職したとき

゜ ゜ ゜ ゜結婚したとき

゜ ゜ ゜

国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方

で
、
す
で
に
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

方
を
除
く
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
加
入
者
の
種
別
は
次
の
三

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
第
一
号
被
保
険
者

農
林
漁
業
や
自
営
業
の
方
と
そ
の
配

偶
者
。
二
十
歳
以
上
の
学
生
。

④
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方
。

④
第
三
号
被
保
険
者

配
偶
者
が
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
て
、
そ
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
方
。

国
民
年
金
加
入
者
の

種
別
は
種
類

こ
れ
ら
の
種
別
は
、
就
職
や
退
職
、

結
婚
し
た
と
き
な
ど
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
役
場
の
住
民
課
窓
口
で

種
別
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
、
保
険
料
の
未
納
期
間
と

し
て
扱
わ
れ
、
将
来
年
金
を
受
け
る
際

に
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。
特
に
、
第
一

号
被
保
険
者
や
第
三
号
被
保
険
者
に
該

当
す
る
方
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
第
三
号
被
保
険
者
は
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
個
々
に
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
加
入
者
が
、
手
続
き
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
次
の
よ
う
な

と
き
で
す
。

就
職
し
だ
と
き

国
民
年
金
の
み
に
加
入
し
て
い
た
方

が
就
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
種

別
が
、
第
一
号
被
保
険
者
か
ら
第
二
号

被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

退
職
し
だ
と
き

退
職
し
て
職
場
の
年
金
制
度
の
加
入

者
で
な
く
な
る
と
、
第
二
号
被
保
険
者

か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

結
婚
し
だ
と
き

第
一
号
被
保
険
者
が
結
婚
し
た
と
き
、

ご
主
人
が
職
場
の
年
金
制
度
（
厚
生
年

金
ま
た
は
共
済
組
合
）
に
加
入
し
て
い

て
、
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
と

き
に
は
、
第
三
号
被
保
険
者
に
変
わ
り

ま
す
。

奥
さ
ん
の
手
続
き

④
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る
ご
主
人
が

就
職
し
た
と
き
は
、
被
扶
養
配
偶
者
で

あ
る
奥
さ
ん
の
国
民
年
金
の
種
別
は
、

第
一
号
被
保
険
者
か
ら
第
三
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る
奥
さ
ん
が

就
職
し
て
、
ご
主
人
の
被
扶
養
配
偶
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
第
ニ
口
方
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
ご
主
人
が

退
職
し
た
と
き
は
、
被
扶
養
配
偶
者
で

あ
る
奥
さ
ん
の
国
民
年
金
の
種
別
は
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
奥
さ
ん
が

退
職
し
て
、
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
る

ご
主
人
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た
と

き
は
、
奥
さ
ん
の
国
民
年
金
の
種
別
は
、

第
二
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険

者
に
変
わ
り
ま
す
。

④
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
ご
主
人
の

転
職
に
よ
っ
て
、
共
済
組
合
か
ら
厚
生

年
金
へ
、
厚
生
年
金
の
一
般
加
入
者
か

ら
船
員
へ
、
と
い
う
よ
う
に
ご
主
人
の

加
入
し
て
い
る
職
場
の
年
金
制
度
が
変

口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め
忘
れ
が

な
い
・
手
間
が
は
ぶ
け
る
・
便
利
で
安

心
で
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
役
場
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

預
金
通
帳
と
預
金
通
帳
届
け
出
の
印
か

ん
を
持
参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 国

民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
口
座
振
替
で

平
成
五
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
一
0
、
五
0
0
円
に
な

り
ま
す
。

四
月
に
一
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る

（
前
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
す

る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

月
額
1
0
、
五0
0
円
に

わ
っ
た
と
き
、
奥
さ
ん
は
「
種
別
確
認
」

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

④
奥
さ
ん
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ
た

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
ご
主
人
は

第
三
号
被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

か
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
役
場
の

住
民
課
窓
口
で
「
種
別
変
更
、
確
認
」

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(3) 広報めいわ 平成 5 年 3 月 10 日
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▲祝辞を述べる村長

立春式

式
は
ま
ず
、
早
川
教
育
委
員
長

の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
篠
木
良

江
さ
ん
の
指
揮
、
田
口
知
美
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
「
国
歌
」

を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
、
次
に
野

木
村
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、

対
象
者
代
表
に
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

二
月
四
H

、
「
立
志
・
自
覚
・
健
康
」

を
心
に
刻
み
”
大
人
”
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
だ
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
立
春
式

が
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
対
象
の
中
学
二
年
生
一
五

二
人
を
始
め
築
比
地
校
長
、
担
任
教
諭

ら
関
係
者
が
出
席
。

村
長
、
村
議
会
副
議
長
、
館
林
警
察

署
長
ら
来
賓
が
多
数
出
席
し
、
そ
れ
ぞ

れ
「
十
四
歳
は
大
人
へ
の
第
一
歩
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
る
と
、
真
剣
に
聞
入
り

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表
し
て
金
子

利
弘
君
が
”
激
励
の
こ
と
は
t
i
を
、
対

し
て
二
年
生
を
代
表
し
て
中
村
恭
也
君

一
点
f
-
『
\
』

T
L
B
□L
]
0
位
を
述
べ
、
式
は

一
1
.
,
a

ン
、
君
式
終
了
後
、
蓮
見
亨
さ
ん
（
本
村

し
1デ
言
□
0
7
T
I
[
[

い

[”rl 

ばとこのしネぉ
• 

、

「
立
志
・
自
覚
・
健
康
」
を
心
に
刻
み

五

‘‘‘ 
人
ヵ

3年生代表

金子利弘君

あ
礼
の
こ
と
ば

本
日
は
、
私
達
の
た
め
に
こ
ん
な
に

立
派
な
立
春
式
を
開
い
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
一
同
を
代
表
し
、
心
か
ら
お
礼
申

生
·
年
し
上
げ
ま
す
。

十
四
歳
に
な
り
、
い
く
ら
体
が
大
き

2
 

る入
く
成
長
し
た
と
は
い
え
、
心
の
中
は
ま

き
だ
幼
く
、
両
親
や
先
生
方
、
目
上
の
方

聞に
ば
か
り
を
あ
て
に
し
て
、
一
人
で
は
ほ

食
と
ん
ど
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

真▲
し
か
し
、
立
春
式
を
迎
え
た
今
日
、

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
か
中
学
校
最

「
.
1
1

高
学
年
と
し
て
下
級
生
を
リ
ー
ド
し
、

r

勉
強
に
部
活
動
に
悔
い
の
残
ら
ぬ
最
後

か
飾
れ
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

そ
し
て
、
一
二
年
生
に
な
る
と
将
米
の

9

く
た
さ
い
。

激
励
の
こ
と
ば
事
を
考
え
自
分
の
進
む
へ
き
道
を
選
ん

立
春
式
を
迎
え
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
、
で
い
か
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
の
こ
第
一
歩
と
し
て
高
校
受
験
か
あ
り
ま
す
。

の
日
を
迎
え
た
皆
さ
ん
の
心
の
中
は
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に

今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
決
意
と
身
と
っ
て
大
変
な
日
々
か
続
き
、
そ
の
た

の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
思
い
が
い
っ
ば
め
様
々
な
問
題
や
悩
み
か
生
じ
て
く
る

い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
今
の

振
り
返
れ
は
一
年
前
の
今
日
、
僕
達
気
持
ち
を
思
い
出
し
て
、
一
っ
―
つ
乗

も
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
立
春
式
を
迎
り
越
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

え
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
言
葉
お
互
い
に
協
力
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
、

を
項
き
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
緊
張
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し

し
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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,

 

多
く
の
方
々
の
温
か
い
お
言
葉
を
し
つ

表
君
か
り
と
心
に
刻
み
、
新
た
な
気
持
ち
で

代
也
自
分
達
の
将
米
に
向
か
っ
て
、
確
実
に

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

生
恭

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
中
学
校
最

年
村

高
学
年
と
な
る
た
め
の
責
任
と
、
や
が

2

中

て
は
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
い
く
事
へ

の
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任

を
自
覚
し
、
自
分
の
特
性
を
見
つ
け
、

社
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
、
ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
す
打

ち
勝
て
る
よ
う
な
強
い
心
と
体
を
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
所
が
多
い
私
達

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し
く
、
そ
し

て
温
か
な
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成 5 年 3 月 10 日 ※「春の青少年健全育成運動」 3月16巳～4月15日 広報めいわ (4) 
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▲思い思いのポーズで演じている東保育園児

一
年
の
成
長
を
披
露

保
育
圃
の
お
ゆ
う
き
会

一
年
の
成
長
ぶ
り
を
披
露
す
る
「
お
ゆ
う
ぎ
会
」
が
二
月
、
東
・

中
央
・
西
保
育
園
の
園
児
に
よ
り
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
園
し
た
時
は
＂
泣
き
べ
そ
＂
を
か
い
て
い
た
園
児
た
ち
も
、
今

で
は
す
っ
か
り
園
生
活
に
も
慣
れ
て
大
き
く
成
長
し
、
お
友
達
も
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
ダ
ン
ス
、
遊
戯
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
劇
あ
そ
び
な

ど
に
大
ハ
ッ
ス
ル
し
、
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
見

物
に
訪
れ
、
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
感
激
し
、
盛
ん
だ
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

町t
. 

にこ透·1

~Ill ーニこ二＝
▲旅姿が決まってかっこいい中央保育園児

ーう

• -_  _ -骨
\ 

▲名演技を披露している西保育園児

△演技が終わりポーズを取っている西保育園児

| i——; 

I' 
▲フラメンコでリズムに乗っている東保育園児

ーグ”―― ` — `—·• ----、 —- - •-- ---

「--]; 1 ] てノースルして［｀寅している 3歳未満の六ロニ
(5) 広報めいわ 平成 5 年 3 月 10 日



村
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会
隊
長
の

島
田
幸
子
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、
こ
の

ほ
ど
群
馬
県
幼
年
少
年
婦
人
防
火
委
員

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

島
田
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
―
一
年
四
月

地
区
隊
長
お
よ
び
村
婦
人
消
防
隊
連
絡

協
議
会
隊
長
と
し
て
、
組
織
の
拡
充
強

群
馬
県
幼
年
少
年
婦
人

防
火
委
員
会
長
表
彰

島
田
幸
子
さ
ん 砂賀新一さん

村
消
防
団
長
の
砂
賀
新
一
さ
ん
（
斗

合
田
）
は
、
こ
の
ほ
ど
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
（
精
績
章
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

砂
賀
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月

消
防
団
に
入
団
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

副
団
長
、
平
成
元
年
四
月
団
長
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
、
率

先
垂
範
し
、
消
防
の
使
命
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
消
防
協
会
長

表
彰
砂
賀
新
一
さ
ん

日

渋谷和雄さん

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
表
彰
渋
谷
和
雄
さ
ん

化
を
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

住
民
に
対
し
て
婦
人
消
防
隊
の
存
在
を

P
R

し
、
消
防
業
務
に
精
励
、
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

田
島
の
渋
谷
和
雄
さ
ん
は
、
こ
の
ほ

ど
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
表

彰
（
功
労
者
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

渋
谷
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
団
結

成
以
来
団
員
の
指
導
、
育
成
に
あ
た
り
、

平
成
元
年
か
ら
は
代
表
指
導
者
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村
体
育
施
設
利
用
団
体
協
議
会
（
会

長
竹
迫
清
さ
ん
会
員
四
一
団
体
、

-
‘
―
1
0
人
）
は
、
昭
和
五
十
八
年

か
ら
利
根
川
河
川
敷
地
の
美
化
清
掃
、

愛
護
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

河
川
愛
護
団
体
と
し
て

感
謝
状
が
贈
ら
れ
る

明
和
F
C

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
代
表

田
口
晴
美
さ
ん
）
は
、
こ
の
ほ
ど
群
馬

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
表
彰
（
優

良
単
位
団
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

明
和
F
C

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
週

三
回
の
定
期
的
な
練
習
と
対
外
試
合
な

ど
に
積
極
的
に
活
動
し
、
ま
た
、
河
川

敷
地
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動
に
も
熱
心

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

んさ皆のc
 
F
 

口禾
~明

• 

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
表
彰

明
和
F
C
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

多田啓三郎さん

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
利
根
川

上
流
河
川
利
用
者
協
議
会
長
お
よ
び
建

設
省
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所
長
の
連

名
で
、
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
江
黒
の
多
田
啓
一
二
郎
さ
ん
は
、
こ

の
ほ
ど
群
馬
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

（
食
品
衛
生
指
導
員
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。
多
田
さ
ん
は
、
食
品
衛
生
指
導
員

と
し
て
業
界
の
指
導
に
あ
た
り
、
食
品

衛
生
の
向
上
と
協
会
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

佐藤ひさ子さん

群
馬
県
食
品
衛
生

協
会
長
表
彰多
田
啓
三
郎
さ
ん

柴崎一夫さん

▲感謝状を手にする会長の竹迫さん

下
江
黒
の
柴
崎
一
夫
さ
ん
と
、
斗
合

田
の
佐
藤
ひ
さ
子
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど

館
林
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

柴
崎
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
は
、
多
年
に

わ
た
り
食
品
衛
生
の
普
及
向
上
と
業
界

の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

協館

gし
会

食
長
表

柴
崎
一
夫
さ
ん

佐
藤
ひ
さ
子
さ
ん 彰

林

品

衛

生

平成 5 年 3 月 10 日 広報めいわ (6) 



体
育
功
労
者
を

表
彰
し
ま
す

村
体
育
協
会
で
は
、
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
表
彰
規
定
を
定
め

該
当
者
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
社
会
体
育
館
へ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

【
競
技
優
秀
者
】

④
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
に
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県
記

録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上
に
出

場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
。

④
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
で

優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
三

位
以
内
、
全
国
大
会
六
位
以
内
）
を
収

め
た
者
。

0
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、

団
体
を
個

表
彰
規
定

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要
で
す
。
こ

れ
等
の
施
設
を
、
皆
様
に
公
平
円
滑
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
代
表
者
会
議

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
を

人
と
み
な
す
。

④
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
四
月

一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
末
日
ま
で
と
す

る
。【

功
労
者
表
彰
】

④
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者
。

0
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
。

た
だ
し
、
五
十
歳
以
上
の
者
と
す
る
。

④
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者
。

【
感
謝
状
】

多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
・
理
事
。

【
特
別
賞
】

そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三

月
末
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本
代

表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者
。

こ
れ
等
の
褒
賞
を
受
け
る
際
は
、
い

ず
れ
も
、
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の

各
学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、

選
考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
・
理
事

長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）

で
決
定
す
る
。

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

＊
日
時
1
1
3
月
1
9
日
⑥
午
後
7
時
皿

＊
会
場
1
1
中
央
公
民
館
講
義
室
、

＊
対
象
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
＇

い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督
〖

者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い
呻

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は
一I

l
l
ニ
ラ
は
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、

B
l、

B
Z、

忘
れ
す
登
録
を
一

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
皿
C
な
ど
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
の
宝
庫
と

を
現
在
登
録
利
用
し
て
い
る
方
で
、
4
叩
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
鉄
分
も
含

月
以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
更
新
[
ん
で
い
ま
す

o

手
続
き
を
、
ま
た
、
新
規
利
用
者
も
登
i
ニ
ラ
の
葉
を
韮
白
と
呼
び
ビ
タ
ミ
ン
、

録
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
登
録
1
1
3
月
中

＊
新
規
登
録
1
1
3
月
か
ら
随
時

＊
利
用
会
費
1
1
無
料

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い
一

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第

8

回
協
会
杯
[

バ
レ
—
ボ
ー
ル
大
会
一

▽
一
位
1
1
リ
リ
ー
ズ
▽
二
位
1
1
明
和
一

ク
ラ
ブ
▽
三
位
1
1
キ
ャ
ッ
ツ
愛
・
新
生
叩

ク
ラ
ブ
B

,'-
ズ

) 
'
j
 r
 

-

l

 t
 

し勝
[

僅
，
▲
『

ニラの効用

冷え症・夜尿症・腰痛などに
＊力‘ぜの初期に

。さ；。こ〉
葉を刻む。 口 ：Lしより］｛由を

＊胃のもたれに

＊冷え症・夜尿症に

煎

ふ

L

子
に
重
g
量

禾

5
½

のラ
～
を
3
 

ニ

C

c
 

三
＊

＊腰痛・ぎっくり腰に

~
吋
〖

L
$
$
$

i
 

ハ
ロ
ー
健
康
⑫

ニラを雑炊にして

食べる。

酉
水

ラ二
、l

巳゚〔□
ge
c
々
｛
言

3
0
6
0少

ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
硫
黄
化
合
物
を
含

ん
で
い
る
の
で
消
化
を
助
け
、
食
欲
を

増
進
さ
せ
、
消
炎
、
発
汗
、
解
熱
、
制

菌
作
用
が
あ
り
ま
す
。

寒
さ
へ
の
抵
抗
力
を
付
け
る
の
で
、

か
ぜ
を
引
き
に
く
く
し
、
貧
血
に
も
効

果
が
あ
り
、
冷
え
症
、
夜
尿
症
に
も
良

い
の
で
す
。

調
理
法
も
ス
ー
。
フ
や
み
そ
汁
に
入
れ

た
り
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
、
油
と

い
っ
し
ょ
に
食
べ
れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン

A

の
吸
収
が
よ
く
な
る
の
で
、
炒
め
も
の

が
効
果
的
で
す
。
レ
バ
に
ら
炒
め
な
ど

は
栄
養
面
か
ら
み
る
と
理
想
的
な
料
理

で
す
。

(7) 広報めいわ 平成 5 年 3 月 10 日
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▲江口獅子舞保存会の皆さんによる「ささら」
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▲明和八木節保存会の皆さんによる「八木節」

郷
土
芸
能
と

コ
‘
)
サ
ー
ト
の
発
表
会

一

二
月
二
十
一
日
、
村
中
央
公
民
館
で
、

郷
土
芸
能
を
保
存
す
る
人
た
ち
が
一
同

に
集
い

N

そ
れ
ぞ
れ
に
伝
わ
る
地
域
独

特
の
芸
能
を
披
露
す
る
、
邑
楽
・
館
林

郷
土
芸
能
発
表
会
と
創
春
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
八
木
節
」
、
「
さ
さ
ら
」
な
ど
の
八

つ
の
郷
土
芸
能
と
「
ト
ル
ベ
ー
ル
」
（
八

人
）
の
人
た
ち
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ぃ電下～c内碑令ゞ心忘と？—々-ヰ＼～·rい庫•西伍苓マ如ー屯

訊郷土芦能発表会と
l春コンサートi n0月和
ーー·:―;-.:,,,',;,·ぶ．ュ・（如」、心と，岱．、”..,、沿：i遠．h．?..`•そ鳳 7ぶ3ふ“・年•,年
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▲トルベールの皆さんによる「アルプホルン」の演奏

一
月
三
十
一
日
、
明
和
中

学
校
校
庭
で
、
野
球
、
バ
レ

ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
な
ど

五
団
体
、
百
十
人
余
り
が
参

加
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

員
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
に
は
父
兄
が

作
っ
た
カ
レ
ー
で
舌
つ
づ
み

を
打
ち
、
楽
し
い
半
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ワ
ー
つ
ウ
ヽ
）
ド

ゴ
ル
つ
で
交
流

ヽ

▲楽しそうにプレーしている少年団員

平成 5 年 3 月 10 日

中
谷
の
加
賀
寅
吉
・
恵
利
子

ご
夫
婦
あ
て
に
、
新
潟
県
佐
渡

郡
相
川
町
に
住
む
伯
父
さ
ん
か

ら
送
ら
れ
た
お
年
玉
付
年
賀
は

が
き
が
一
等
に
当
た
り
ま
し
た
。

加
賀
さ
ん
宅
に
は
、
百
五
十

枚
の
年
賀
状
が
届
き
ま
し
た
が

そ
の
中
の
一
枚
が
一
等
に
当
た

り
、
一
等
の
商
品
の
中
か
ら
子

供
の
希
望
に
よ
り
衛
星
放
送
受

信
回
路
内
蔵
型
テ
レ
ビ
を
選
び
、

こ
の
ほ
ど
、
川
俣
郵
便
副
局
長

か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

が一年
疇賀

当、ヽは

た；か
I き

る賞で
広報めいわ (8) 
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二
月
、
東
・
中
央
・
西
幼
稚
園
で
は
一
年
の
成

長
を
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
見
て
も
ら
お
う
と
、

生
活
発
表
会
が
各
園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
衣
装
を

身
に
つ
け
、
名
演
技
を
披
露
し
、
盛
ん
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

◄

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
竹
踊
り
を
踊
る
東
幼
稚
園
児

名
演
技
に
拍
手

幼
稚
圃
で
生
活
発
表
会

8
 

8
 

8
 

8
 

8
 3

県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校
に
は
通
信

8
制
の
課
程
が
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通

5

科
で
年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

9

な
お
、
募
集
要
項
な
ど
は
、
次
の
と

8
 8

お
り
で
す
。

5

屯
入
学
願
書
受
付
期
間

8
 g

O
平
成
五
年
三
月
―
一
日
因
か
ら
四
月
二

8

日
⑥
ま
で
一

児
3
＊
出
願
資
格

園

H
o
新
入
学
1
1中
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒

稚

8

幼

3

業
見
込
み
の
者

央

8
0
転
入
学
1
1
高
等
学
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両
毛
地
域
の
二
十
市
町
村
お
よ
び
栃
成
平

木
、
群
馬
両
県
で
は
、
よ
り
魅
力
的
で

生
活
し
や
す
い
都
市
圏
の
形
成
を
目
指

し
「
両
毛
広
域
都
市
圏
構
想
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
九
月
「
両
毛
広
域
都
市

圏
総
合
整
備
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

地
域
内
に
あ
る
各
市
町
村
の
施
設
の
相

互
利
用
や
情
報
交
流
の
活
発
化
、
地
域

住
民
の
連
帯
感
を
高
め
相
互
交
流
を
推

進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
五
年
の
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
に
向
け
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

〔
応
募
要
領
〕

®
イ
ベ
ン
ト
名
、
ア
イ
デ
ア
の
内
容
な

ど
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
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送
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1
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七
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太
田
市
浜
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ニ
ー
―
二
十
五
太
田
市
役
所
企
画
調

整
課
内
両
毛
交
流
イ
ベ
ン
ト
研
究
会

屯
応
募
期
限
1
1

平
成
五
年
四
月
十
H

出

（
当
日
消
印
有
効
）

圏
そ
の
他

①
優
秀
案
は
褒
賞
い
た
し
ま
す
。

②
応
募
者
全
員
に
粗
品
を
差
し
上
げ
わ\ め

ま
す
。
し

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
役
所
企
画
調
整
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広

課
C
個
8
1
8
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線
3
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9
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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両
毛
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

ア
イ
テ
ア
募
集



地価評価無料相談会

「4 月は土地月間」

土地は、国民生活その他の諸活動

にとって、その基盤となる限られた

貴重な資源です。この土地について

の基本的な考え方を理解してもらう

ことが「土地月間」の目的です。

また、この期間の行事として「地

価評価無料相談会」が次のとおり開

催されます。

圏日時＝ 4 月 6 日（灼

午後 4 時まで

圏場所＝桐生倶楽部（桐生市）

※詳しくは、県庁土地対策課合0272

(23)1111、内線2334へお問い合わせ

ください。

午前10時から

戦後強制抑留

者の皆さんへ

戦後、旧ソ連邦またはモンゴル国

の地域に強制抑留された方またはそ

のご遺族に、書状・銀杯を贈呈して

おります。これらの方々のうち、年

金恩給や公務員の共済年金などを受

給されていない方には、併せて慰労

金10万円が支給されます。

まだ請求されていない方は、平成

5 年 3 月 31 日までにご請求ください。

※詳しくは、〒112 東京都文京区大

塚5 -3 -13 平和祈念事業特別基

金業務第 2 課合03(3945)4703ヘ

お問い合わせください。

館林地区高等

職業訓練校

平成5年度訓練生募集

圏人校資格＝義務教育修了者で、現

在、募集科目の仕事に従事してい

る方（但し、建築製図科は高校卒

業または当訓練校の建築科を修了

した方）

衡募集科目および修業年限

〇建築科・・・ 3 年

〇左官科・・・ 2 年

〇板金科・・・ 2 年

〇造園科… 2 年

〇建築製図科… 1 年

〇申し込み期限＝ 5 月 7 日（金）

※詳しくは、館林地区高等職業訓練

校合 (73) 8282へお問い合わせくださ

し、

あすみですか

福祉タクシー利用申請

在宅の障害者等か外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を、

毎年度申請により民生委員を通じて、

次のとおり交付します。

圏対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級の方

②療育手帳の障害程度がAの方

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていない方

③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

rt1補助額

運賃の基本料金（初乗り料金）

（現在600円）

rt1利用券の交付

対象者 1 人に年間24枚

（年の途中申請は月割交付）

圏利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡してく

ださい。

rtl利用できるタクシー

川俣タクシー、館林無線タクシー

共同配車センター加盟社（多々良夕

クシー、館林合同タクシー、つつじ

タクシー）、矢島タクシー、すみれタ

クシー、朝 H タクシー

※まだ、申請していない方は地区の

民生委員または住民課福祉係へご連

絡ください。

船員遺族の皆さんへ

職務上で死亡された商船の殉職船

員遺児へ援護金か支給されます。出

生から高等学校を通常の期間により

卒業するまでの期間。

1 人月額8、,000円。

別に、入学記念品代として小学校

に入学したとき 30,000円、中学校、

高等学校に入学したとき、それぞれ

10,000円贈呈。

※申請、照会は、財）日本殉職船員顕

彰会東京都千代田区麹町 4 -5 

海事センタービル内合03(3234)0662

へお問い合わせください。

村の無料法律相談

◇日 時＝ 4 月 12 日（月）

後 1 時
◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 4 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

◇日

◇場

◇日

◇場

◇日

◇場

• H 

◇場

◇日

◇場

◇日

乳

時＝ 4 月 8 日（杓

時受付

所＝保健センター

健

児

康

健

相

時＝ 4 月 6 日（火）

時受付

所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

時＝ 4 月 15 日（杓

後 3 時

所＝役場会議室

交通事故相談
時＝ 4 月 15H （木）

後 3 時

所＝館林市役所

年 金 相

時＝ 4 月 8 日（木）

後 3 時

所＝館林市役所

午前10時～午

雪
ロ、

午後 1 時～ 2

三火
畝

午後 1 時～ 2

午前10時～午

午前10時～午

談

午前10時～午

むし歯予防教室

時＝ 3 月 18 日（杓

時30分受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 2 歳児希望者

午後 1 時～ 1

平成 5 年 3 月 10 日 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 広報めいわ (JO) 



っーニ：

▲車に乗ってごきげんの敏伸君

三ぁ
目ぉ

和

伍了敏t
：：烹伸塁
畠［君
男

（新里）

「食欲おう盛で元気よく、好奇心がいっぱ

いで毎日大人を振り回しています。

将米は素直で伸び伸びと育ってほしい」

とお母さん。

加入して安lじ＼・扶養共済制度

この制度は、心身に障害があるために、独立

自活することが困難な人を扶養している保護者

が、その生存中に毎月一定の掛金を納め、万一

のことがあった場合、残された心身障害者に終

身一定の年金を支給する制度です。

圏加入できる保護者

0県内に住所があること

0特別な疾病障害を有しないこと

0年齢が65歳未満であること

1t1心身障害者の範囲

①精神薄弱者

②身体障害者の 1 級から 3 級の方

③精神または身体に永続的な障害を有する方で、

その障害程度が①、②と同程度の方

圏年金の支給

O 1 口月々 2 万円

O 2 口月々 4 万円

圏掛金下記のとおり

※詳しくは、住民課福祉係へお問い合わせくだ

さい。

◎掛金表

加入時の年齢 掛金月額

3 5 歳未満 1, 4 0 0 円

3 5 歳以上 4 0 歳未満 1, 9 0 0 円

4 0 歳以上 4 5 歳未満 2, 6 0 0 円

4 5 歳以上 5 0 歳未満 3, 2 0 0 円

5 0 歳以上 5 5 歳未満 4, 1 0 0 円

5 5 歳以上 6 0 歳未満 5, 3 0 0 円

6 0 歳以上 6 5 歳未満 6, 8 0 0 円

島田昌信さん村に100万円寄付

南大島の島田昌信さん（前村議会議長、故島田誠司氏の長男）

は、このほど村に100万円寄付されました。

島田さんは、生前父が村議会議員として、村民の皆様を始め、

村当局に大変お世話になりました感謝の気持ちとして寄付された

ものです。

村では、高額な寄付に感謝申し上げるとともに、有効に活用さ

せていただきます。

ありがとうございました。

忘れすに！予防注射と登録

平成 5 年度の狂犬病予防注射と登録を次の日程で行いますので、

お近くの会場で必ず受けてください。

犬はつないで飼いましょう。

④登録手数料・・・2,100円④注射料…2,440円

④済票交付手数料・・・480円 合計•••5,020円

実施月日 時 間 場 所

午前 9.oo~10:00 斗合田集落センター

4 月 14 日（水）
午前 10: 30~11: 30 東 部 児 童 館

午後 1:00~2: 00 江 ロ 集 ムコ 所

午後 2:30~3:30 田 島 出 荷 所

午前 9:00~10:00 館林市農協佐貫支所

4 月 15 日休 午前 10: 30~11: 30 大輪転作促進研修施設

午後 1.00~3: 00 矢 島 公 民 館

午前 9:00~10:00 梅原集落センター

4 月 16 日（金） 午前 10:30~11: 30 中 谷 教 A 子 院

午後 1.00~3:00 南大島農構改善センター

4 月 18 日（日） 午前 9:30~11: 30 明和村役場裏庭

老人福祉センターのバス利用者へ

4 月から老人福祉センターの送迎バス運行曜日が次のように変

わります。

圏火・土耀日＝田島、千津井、江口、梅原、中谷

圏水・日曜 H ＝川俣、須賀、大輪、入ケ谷、矢島、大佐貫

圏金曜日＝上江黒、下江黒、斗合田、南大島

※詳しくは、老人福祉センター合 (84)4926へお問い合わせくださ

しヽ。

建築物定期報告書の提出は

群馬瞑建設技術センターへ

旅館、病院、学校、飲食店など、多くの人が利用する建築物の

所有者・管理者は、建築物の安全を確保するため、定期報告書を

提出することが建築基準法で定められています。

定期報告書とは、建築士などが、該当する建築物について、定

期的に調査し作成する報告書で、いわば建築物の健康診断書です。

現在、書類の提出先は最寄りの土木事務所などですが、平成 5

年 4 月 1 日より闘群馬県建設技術センターとなります。センター

では提出された書類の審査を行い県庁など各特定行政庁に送付し

ます。提出された建築物には「定期報告済証」を交付します。

このように、 4 月 1 日より群馬県建設技術センターにおいて建

築防災業務がスタートします。この制度を活用し、建築物の安全

を確保して建築災害を未然に防ぎましょう。

※詳しくは、県庁土木部建築課指導係合0272(23) 1111 内線3432ヘ

お問い合わせください。

(11) 広報めいわ 役場の電話番号は (84) 3 1 1 1 です 平成 5 年 3 月 10 日
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番

地区 館林邑楽地区

日月日科別産婦人科耳鼻科 内 科
安： 9- 科 11

横田⑱）医院川田医院森下医院合(73) 7776 海宝医院竹越医院診なに館
3 月 14 日 しる限林

曜 合 (72)0255 合 (72)3724 清河堂医院合(72)3070 合 (74)08|l 合 (84)3137 て場り厚
く合診生

浜野病院小倉医院安良岡医院fl(72)0572 新橋病院館林地区とtご力‘療病

当 3 月 21 日合(88)5678 合 (72)0606 横田（善）医院合 (72)4970 合 (75)301 1 同じです。 ［］悶贋
白沢医院大神医院大石医院六(74)2362 慶友病院館林地区と す年間

3 月 28 日合(72) |600 合 (62)2200 堀越医院合(73)415l 合 (72)6000 同じです。 塁後し
電 1 ま
話時す

~; : : 医

館林地区

1 外
千代田

：：言：言芸翌言：：：： ：：：：：：言芸言言

※◎◎ 2 月の

鬱
救急車出動回数

●交通事故 2 件

●急病 9 件

•その他 7 件

●計 1 8 件

民
謡
は
心
の
ふ
る
さ
と
。
民
謡
は
庶

代
表
宮
本
雅
夫

梱
若
会
第
二 代

表

い
け
花
友
の
会

⑬ 

高
橋
孝
子

本
会
は
、
文
化
活
動
の
拠
所
、
中
央

公
民
館
設
立
と
同
時
に
結
成
さ
れ
、
共

に
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
主
な
活
動
と

し
て
、
文
化
祭
で
の
作
品
展
示
や
年
間

を
通
し
て
会
員
相
互
に
よ
り
、
公
民
館

ロ
ビ
ー
に
一
週
間
交
代
で
い
け
花
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
川
俣
駅
に
四
季
折
々
の
い
け

花
を
飾
り
、
乗
降
客
に
喜
ば
れ
て
お
り

⑫
 

民
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
祖
先
か

ら
口
伝
え
に
謡
い
継
が
れ
た
も
の
で
す
。

民
謡
に
は
土
地
性
が
あ
り
、
ふ
る
さ

と
の
情
緒
が
心
を
慰
め
た
り
、
豊
か
に

も
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
謡
を
謡

う
こ
と
は
声
の
発
生
に
よ
り
腹
筋
が
強

く
な
り
、
歌
詩
を
覚
え
る
こ
と
は
ボ
ケ

防
止
に
つ
な
か
り
、
人
前
に
立
っ
て
謡

う
時
な
ど
の
と
き
め
き
は
、
毛
細
血
管

ま
で
血
液
が
循
環
し
、
新
陳
代
謝
が
盛

ん
と
な
り
健
康
増
進
に
役
立
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
生
き
が
い
の
発
見
を
求

め
つ
つ
、
明
る
い
豊
か
な
家
庭
と
住
み

良
い
地
域
づ
く
り
に
い
さ
さ
か
で
も
貢

献
で
き
た
ら
と
思
い
な
が
ら
、
仲
間
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
日
本
人
の
心
の
謡
を
津
軽
―
二
味
線

の
音
色
に
乗
せ
て
謡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ま
す
。

政
美

い
け
花
と
い
え
は
女
性
の
特
技
の
よ
，
J

う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
か
、
意
外
と
男

性
の
方
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
年
代
を
越
え
性
別
を
越

え
て
、
心
を
―
つ
に
し
て
花
の
道
を
学

ぶ
。
手
先
を
動
か
し
頭
脳
を
活
性
化
さ

せ
、
創
造
の
世
界
に
遊
ぶ
·
:
·
:
。
少
し

大
げ
さ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
文
字
で

は
表
現
で
き
な
い
奥
深
い
も
の
が
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
も
ま
ず

手
始
め
に
家
の
ま
わ
り
の
花
々
を
組
み

合
わ
せ
て
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
会

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

0
島
田
昌
信
さ
ん
（
南
大
島
）
は

5
0万
円

〇
奈
良
原
勇
三
郎
さ
ん
（
千
津
井
）
は
1
0

万
円

®
松
本
武
さ
ん
（
大
輪
）
は

5
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

か
ほ
や
が
沼

た
は
こ
廻
し
の
む
背
丈
孫
に
似
る
高
校

生
を
タ
ベ
の
ホ
ー
ム
に
離
れ
目
守
る

柿
沼
ば
っ

洋
蘭
の
輝
く
庭
に
恥
じ
ら
ひ
つ
つ
夫
と

腕
組
み
レ
ン
ズ
に
向
ふ

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
）
江
森

こほろぎ

短歌会

1
1

あ
め
で
だ
I
I

氏
名
父
母
名
続
柄

荻
原
優
之
紅
厄
長
男

長
柄
聡
美
い
且
二
女

森
有
総
鱈
鐸
長
男

内
山
育
郎
い
津
1
二
男

木
村
有
里
豆
ロ
ニ
女

薗
部
祐
輔
鱈
鱈
長
男

橋
本
咲
希
騨
致
汀
二
女

出
井
沙
織
雌
豆
長
女

大
川
湧
芽
闘
i
H
l
長
男

奈
良
拓
哉
美
輝
子
三
男

江
原
舞
花
麟
織
汀
長
女

1
1

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

奈
良
原
た
き

9
4
勇
三
郎

松
本
キ
ミ

7
4

武

枷
場
清
太
郎

9
0
ノ
フ

新
井
金
作

6
8
サ
エ

齋
藤
安
江
7
5

一
雄

松
本
助
太
郎

7
0
し
ん
子

吉
本
勝
雄

8
1
文
英

（
敬
称
略
）

地
区
閻

中
谷
％

梅
原
呂

中
谷
呂

大
佐
貫
沿

下
江
黒
パ

上
江
黒
％

上
江
黒
％

上
江
里
~
％

千
津
井
％

田
島
％

中
谷
％

（
敬
称
略
）

地
区
腔

千
津
井
％

大
輪
％

田
島
％

江
口
％

上
江
黒
％

千
津
井
％

大
輪
％

コ
ン
バ
イ
ン
馴
れ
ぬ
息
子
か
刈
り
終
ヘ

て
帰
り
来
る
待
っ
バ
ラ
咲
く
庭
に

立
岡
正
夫

永
平
寺
の
廻
廊
行
き
交
ふ
雲
水
ら
足
と

ど
め
互
ひ
に
合
掌
な
せ
り

瀬
下
一
江た

幼
子
曳
し
癌
に
逝
き
た
る
友
の
墓
尋
め

ガ
か
し

米
し
三
程
に
寒
き
雨
降
る

奈
良
原
き
く
の
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